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　おお、冒険者よ。

　死んでしまうとは情けない。

　墓碑に刻むは僅かに四文字。

　冒険者よ、俺はお前の名を知らぬから。

　名さえ遺さず逝いったとしても。

　冒険者よ、お前が俺を友と呼ぶならば。

　おお、我が友よ。

　死んでしまうとは情けない。
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「そっち、行きましたわよ！」

　鈴の音ねを転がすような声が、吹き荒すさぶ雪に負けじと戦場に響き渡った。

　美しく波打つ蜂蜜はちみつ色の髪を二つに括くくり、碧眼へきがんを煌きらめかせた年頃としごろの娘。

　およそ着飾ってパーティに出る方が似合うような、令嬢の如ごとき冒険者である。

　かつては化粧に彩いろどられていたであろう頰ほおは、雪原の中でも戦いの緊張に汗を滴したたらせていた。

　豊かな胸元むなもとを守る胸甲きょうこうに、コルセット不要の細い腰を包む革鎧かわよろい。

　その手に輝く銀の突剣は、生家から持ち出してきた家伝の宝剣。

　雷槌いかづちにて赤き宝玉より鍛きたえられた軽銀製で、柔軟かつ鋭い。

　突き、突き、払う。教本通りの動きを繰り返せば、敵を追い込むのは造作もなかった。

　そんな彼女の横を、親しみのこもった軽口を叩たたきながら女戦士が駆け抜ける。

「わかってるって！　それより、足ィ滑らせて転げんじゃないよ！」

「もうっ！　そんな間の抜けたことしませんわ！」

　どうだか。薄手の胸当てをつけた女戦士の紅葉のような赤毛から、僅かに長耳が覗のぞいていた。
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　半森人ハーフエルフは細身の剣を、舞うように歩を踏んで閃ひらめかせる。

　令嬢剣士が追い散らした相手、その怯おびえた隙すきを逃す手はない。

「ＯＲＡＲＡＲＡＲＡＧ!?」

「ＧＡＲＯＡＲＡＲＡ!?」

　胸から薄汚い血をしぶかせ、内臓を零こぼし、一匹、二匹と醜い小型の怪物が息絶える。

　およそ四方世界に生きる者で、この怪物の名を知らぬ者はいないと言って良いだろう。

　暗緑の肌、黄ばんだ乱杭らんぐい歯ば、悪童の如き小賢こざかしさを持った祈らぬ者ノンプレイヤーども。

　地上において最弱の怪物──すなわちゴブリンである。

　見れば吹雪ふぶきの中、あちらこちらと蠢うごめく小鬼の姿が、ちらほらと認められる。

　寒さを気にしないのか、あるいは対処する術すべを知らないのか、素肌に毛皮を巻いただけ。

　手にした武器はといえば石斧いしおのか棍棒こんぼう、骨片を括り付けた粗雑な手槍てやりのみ。

　それでも冒険者たちに敵意と憎悪と欲望を漲みなぎらせ、逃げようともせず立ち向かって来る。

「ここまで来ると、哀れを通り越して滑稽こっけいですわね」

　令嬢剣士は可愛かわいらしく小鼻を鳴らした。

「へへっ、姐ねえさんがた、お見事！」

　と、どこからともなく軽薄な声が、吹雪も気にせずに響いた。

　いっそ無邪気とも言える明るい調子に、思わず半森人が顔をしかめる。

「おどけてないで、仕事をおしよ！」

「はいよ」

　影なく音なく短剣が走り、するりと小鬼の肋骨ろっこつの隙間から刃が潜もぐり込んだ。

　背後から心臓を一突きバックスタブされた小鬼が目を剝むいて斃たおれる。

　ひょいと死体を蹴倒けたおして姿を見せたのは、小柄な圃人レーアの斥候スカウト。

　彼は埋まってしまった短剣を、死体を踏みつけて懸命に引き抜きにかかる。

　しかし、いくらゴブリンが愚かでも、その隙を見過ごすわけがない。

「っとぉっ!?」

「ＧＯＲＢＢＢ!!」

「ＧＲＯＯＯＢ!!」

　数を頼みに包囲にかかった小鬼の棍棒から、圃人斥候は大げさな声をあげて飛び退のく。

「ほれ、ぼさっとするでない」

　その圃人斥候を庇かばうように、ぬぅっ、と小さいながらも屈強な影が割って入った。

　巌いわおの如き体に僧衣の鉱人ドワーフ僧侶が、戦鎚ウォーハンマーを振り上げる。

　金属の塊は容赦なくゴブリンの頭蓋ずがいを砕いて脳漿のうしょうをぶちまけさせ、罪深い魂を昇天させた。

「すまねえな、御坊！」

「なんの」

　圃人斥候の声にも平然と応じ、鉱人僧侶は戦槌に絡からみついた目玉を払い落とす。

「おい、術師。まだ遠方に一匹、二匹おるぞ」

「無論、見えているとも」

　応じたのは地味ないし質素と評すべき純白のローブをまとった、壮年の魔術師だった。

　冴さえる叡智えいちを示すように額ひたいを撫なでた只人ヒュームは、口元に不敵な笑みを浮かべる。

　彼はローブから伸びた手で素早く印を結びながら、堂に入った仕草で杖つえを構えた。

「御令嬢、一手合わせて願えますかな」

「もちろんですわ！」

　魔術師の言葉に令嬢剣士が胸を弾はずませ頷うなずく。

　彼女は美しい指に煌めく宝玉の指輪を掲かかげ、魔術師と共に真に力ある言葉を紡つむぐ。

「《サジタ矢……ケルタ必中……ラディウス射出》！」

「《トニトルス雷電……オリエンス発生……ヤクタ投射》！」

　世の理ことわりを塗り替える真言が迸ほとばしり、二種の呪文が小鬼どもを襲った。

　魔術師が投じた《力矢マジックミサイル》は、複数本の超常の矢となって小鬼を貫く。

　そして令嬢剣士の《稲妻ライトニング》は雪を蒸気に変えながら、小鬼を撃った。

　あとには全身に穴の開いた小鬼と、焼き焦こがされた小鬼の軀むくろ。露あらわになった地面が残るのみ。

　だが容赦なく降り続ける雪によって、それらは時も置かずに覆おおい隠されてしまうだろう。

「ま、こんなもんさね」

　ひゅんと愛剣に血振りをくれて、半森人の女戦士は鞘さやに納める。圃人斥候が口笛を吹いた。

「なんだい、調子良いじゃねぇの」

「油断はあまり褒められたものではないな」

　当然それを窘たしなめるのは鉱人僧侶だが、壮年の魔術師はのんびりとした調子で言った。

「なに、呪文は通じるのですから、何とならない事もないでしょう」

　ゴブリン数匹との遭遇戦を軽々とこなした一党パーティは、改めて自分たちの戦果を確認した。

　連携を取り、負傷もせず、術を使ったとはいえ完全なる勝利。

　冒険者たちの瞳ひとみにはきらきらと希望、野心、それに類する情熱が燃えている。

　背後には北の寒村。怪物の脅威に怯える弱き、守るべき人々。

　前方には厳しくも険しく、されど白く美しい雪の山。

　このどこかに、ぽかりと穿うがたれた深淵の入口が待ち受けている。

　たとえ相手がゴブリンであれ……否、ゴブリンであればこそだ。

　ゴブリン退治──これを冒険と言わずして何と言おう！

「ええ、安心なさいな」

　敢然かんぜんと立ち向かう令嬢剣士は金髪をなびかせ仲間を振り返り、気高く声をあげた。

「わたくしに秘策有り、ですわ！」
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　　──拝啓、ゴブリンスレイヤー様へ。





　氷雪の精霊が舞い踊る時節となり、寒さも身にしみる頃ころ、いかがお過ごしでしょうか？

　冒険者は危険に挑む、体が資本のお仕事です。お風邪かぜなどひかれておりませんか？

　私の方は不思議とあれ以来、夢にも小鬼どもは現れず、穏やかに過ごしております。

　これも全すべて貴方あなた様と、お仲間の皆さんのおかげです。心からお礼を申し上げます。

　本来ならば、もっと早くにお手紙を差し上げるべきかと思いましたが……。

　用もないのでは恥ずかしく、それにお手を煩わずらわせてはいけないと、自重じちょうしておりました。

　どうかお許しくださいましね。

　さて、今回こうして筆を執ったのは、他ほかでもありません。

　折り入って、貴方様にご依頼したい件があるのです。

　事の起こりは、さる令嬢が親元を飛びだして冒険者となったという、良くある話でした。

　依頼を請けて出立して以降、消息を絶ったということも、不幸な、珍しくもない話でしょう。

　ご両親が捜索の依頼をギルドに持ち込んだ事も、決して特別なことでは御座いません。

　ただ問題は件くだんの令嬢が請けた依頼が、ゴブリン退治であった、という事です。

　後はもう、お分かりですね？

　捜索依頼には、「最も信頼のおける上位冒険者を」と条件が付与されました。

　しかしゴブリン退治を引き受ける、等級の高い冒険者は皆無でしょう。

　ギルドの者から相談を請けた私には、もう、貴方様の事以外思い浮かびませんでした。

　貴方様の事ですからお忙しいとは思います（収穫祭の件は、私も耳にしました）。

　ですがもしも余裕が御座いましたら、哀れな娘に手を差し伸べてやっては頂けませんか？

　そしていずれにせよ、貴方様のご無事を、心よりお祈りしております。

　かしこ。







「剣つるぎの乙女おとめより。祈りをこめて──……だって。只人ヒュームの手紙って情熱的ね」



　森人エルフの軽快な声が、冬の街道に明るく響いた。

　荒涼とした原野の間を縫って、長く長く延びた一本の道。

　代わり映えせず、どこまでも枯れ木や雪の積もった下生したばえが点々と続く景観。

　空は鉛なまり色の雲が塗りたくられたかのように広がり、何の面白おもしろみもない。

　そんな灰色の世界にあって、彼女の生き生きとした明るい声は実に際立きわだっていた。

　すらりとした細身の肢体を狩人かりうど装束しょうぞくに包み、弓を背にして長耳を愉快そうに揺らす森人。

　妖精弓手エルフの猫に似た好奇心は、何も冒険に限って発揮されるわけではなかった。

　彼女は手にした手紙を鮮やかに折り畳み、長い指に挟んで後ろへ回す。

「私は他の手紙ってあんまり知らないけど。皆こうなの？」

「さあ……」

　差しだされた只人の少女は曖昧あいまいな笑みを浮かべ、やんわりと困惑を表現する。

　手紙を受け取りつつも、読むにはいささかの躊躇ためらいがあるらしい。

　華奢きゃしゃな体軀たいくに鎖くさり帷子かたびら、その上に聖衣を纏まとい、錫杖しゃくじょうを手にした彼女は神官である。

　なるほど、恋文めいた内容の手紙だ。気にならないかといえば気になる。

　──ですけど、さすがに回し読みするのは悪い気がしますし……。

　自分がやられたら、とても立ち直れまい。

「……で、でも、確かに冷えますよね」

　故に彼女は、無難な方向で強引ごういんにでも話をそらす事にした。

　北方へ向かうにつれ空は分厚い雲で覆おおわれ、日差しは遮さえぎられて地上へは届かない。

　吹き抜ける風は寒々と冷たく、ちらほらと白いものまで混じり出している。

　冬だ。

　街道に多少なり積もった雪を見れば、誰だれに言われずともわかろうものだった。

「わたしは鎖帷子を着ているせいか、やっぱりちょっと寒くって……」

「金気かなけのあるものは、これだからダメよねー」

　ふふん、と妖精弓手は薄い胸を反そらし、自慢げに長耳を上下に揺らす。

　彼女の狩人装束には、なるほど、たしかに金物の類たぐいが使われていない。

　それに「うるさいわい」と応じたのは、鉱人ドワーフの術師だった。

「わしとしちゃァ、そんな薄手の服着てて良く平気だと思うわ」

「あら、森人は意外と頑丈なのよ？」

「なんとかは風邪引かんというのと違うんか」

　鉱人が髭ひげをしごきながら言うと「何をっ！」と妖精弓手が顔を赤くして喰くってかかる。

　喧々けんけん囂々ごうごう。いつも通りの賑にぎやかなやりとり。女神官は「仕方ないですね」と微笑ほほえむ。

「うむ。……ああも騒げる元気が羨うらやましい限り」

　女神官の横で重々しく頷うなずいたのは、大柄な蜥蜴人リザードマンである。

　ただでさえ先祖である恐るべき竜の血を引く上に、彼らは南洋の種族だ。

　凍えるような雪の冷たさに、蜥蜴僧侶リザードマンはぶるりと鱗うろこの身体を震わせる。

　見かねた女神官は、おずおずと彼の顔を下から覗のぞき込んだ。

「……大丈夫ですか？」

「さぁて、我が父祖らも寒さに弱いという話でして。これは絶滅的やもしれませぬ」

　ぎょろりと大きな瞳ひとみを回し、ちろちろと舌を出すと、蜥蜴僧侶はおどけた調子で続ける。

「小鬼殺し殿は平気なご様子。やはり鍛錬でも積まれましたか」

「……いや」

　呼び止められたのは、一行の先頭を行く、只人の戦士だった。

　薄汚れた革鎧かわよろいに安っぽい鉄兜てつかぶと。腰には中途半端な長さの剣を帯び、腕には小振りな円盾。

　駆け出しの冒険者であっても、もう少しマシな格好をしているに違いない。

　ゴブリンスレイヤー。彼はそう呼ばれる第三位、銀等級の冒険者である。

　唯一普段と違うのは、両の手に握っている簡素なつくりの矢であった。

「訓練を受けたのが、雪山だったからな」

　彼は歩きながら鏃やじりの辺りをぐいぐいと捻ひねりつつ、仲間へ目を向けずに応じた。

「ほほう」と蜥蜴僧侶は感心し「拙僧にはとても真似まねできそうにもありませんなぁ」と言った。

「俺も二度はしたくない」

　尾を振る蜥蜴僧侶に一言告げて、ゴブリンスレイヤーは足を緩めず歩き続ける。

　彼の足取りはいつも通りに迷いなく、ずかずかと無造作で荒っぽいものだ。

「あの、ゴブリンスレイヤーさん！」

　その横へ、ととと、と小鳥のような小走りで、両手で錫杖を握った女神官が並んだ。

「これ、ありがとうございました」

　作業を止めさせることを「すみません」と申し訳なさそうに差しだしたのは、件の手紙だ。

　背後で未いまだに鉱人道士と妖精弓手が言い争っている、今が好機。

　返すならこのタイミング以外ないと、彼女は決断的に行動したのだった。

「依頼内容はわかったか？」

　ゴブリンスレイヤーは矢を片手に持ち替え、受け取った手紙を反対の手で無造作に折り畳む。

　手紙を押し込む際にちらりと見えた雑囊ざつのうは、相変わらず雑然と妙ながらくたばかりで一杯だ。

　しかし彼にとっては整理され、分類されており、必要な装備ばかりなのだろう。

　──わたしも、もっと色々と装備を整えた方が良いのでしょうか。

　ふとそう思った女神官は、いずれきちんと聞こうと頭の中に刻みつつ、こくりと頷いた。

「えっと……つまり、この女の人を助ければ良いんですよね。ゴブリンから」

「そうだ」とゴブリンスレイヤーは頷く。「つまりはゴブリン退治だ」

　事の経緯いきさつはといえば、そういう流れであった。

　辺境の街で収穫祭が行われた後、水の街より一通の手紙が届いた。

　過日と同じくゴブリンスレイヤーを指名した、至高神の大司教──剣の乙女からの依頼だ。

　ゴブリン絡がらみの仕事であれば、この偏屈な冒険者が引き受けないわけがない。

　神殿より報しらせを持ってきた女神官、妖精弓手、鉱人道士ドワーフ、蜥蜴僧侶らを伴って、北へ。

　雪山の麓ふもとにある小さな寒村へ、もうじきに到着する昼下がりである。

「無事でいると良いですけど……」

「んんー……。や、私も言いたくないんだけどさ」

　口くち喧嘩げんかに飽きたらしい妖精弓手が、ひらひらと手を振って、おどけた調子で口を挟む。

　その長耳は表情と裏腹に垂れていて、彼女の物憂げな気持ちを代弁している。

「……正直ゴブリンに攫さらわれて、無事とは思えないのよね」

「それは、まあ……」

　お互いに強張こわばった笑みを見れば、女神官と妖精弓手が何を思いだしているのかは明白だった。

　もちろん、なにもゴブリンに限った話ではない。

　小鬼だろうが竜だろうが、敗北した冒険者の状態は「無事」と言うには無残にすぎる。

「生きていれば救助する。死んでいれば死体の一部か遺品を回収する」

　故に、ゴブリンスレイヤーの返答は当然のものだ。淡々として無機質で、低い声。

「いずれにせよゴブリンを殺す。そういう依頼だ」

「……もうちょっと言い方があるでしょ」

　妖精弓手がげんなりするのも無理からぬことではあったが、彼は気にした風がない。

　女神官が「仕方ないですよ」と苦笑混じりに小さく肩を竦すくめてみせた。

　そんな女性陣を気遣ったわけでもなかろうが、自然なタイミングで蜥蜴僧侶が口を開く。

「しかし、小鬼は何故なにゆえに冬も村を襲うのですかな」

　彼はその巨体をわざとらしくぶるりと震わせ、ことさらに寒さを強調して見せる。

「洞窟の奥で大人しくしていたほうが、よほど居心地も良かろうものを」

「そらぁ、鱗の。熊や何かと同じじゃねえのか」

　白髭をしごきながら、鉱人道士が応じた。

　彼は腰の酒瓶さかびんから栓を抜いて一口呷あおり、そしてそれを蜥蜴僧侶へと回した。

「ほれ。ちくと飲んであったまっとけ」

「おお、これは忝かたじけない」

　大顎おおあごが酒精をがぶりと飲み込み、栓を締めて鉱人道士へ酒瓶が返される。

　鉱人道士は瓶を振り、中でたぷんと揺れる音から残量を推し量って、また腰に瓶を吊つるした。

「冬越えにゃあ飯も酒も菓子も、たんと蓄えとかにゃならんしの」

「あら。それだったら村を襲うべきは秋でしょ」

　くるくると人差し指で宙に円を描き、野伏レンジャーたる妖精弓手は自信たっぷりに言う。

「熊やら何やら、冬眠する獣はそうするもの」

「けどよ、冬でもたまにのそのそ熊が歩いとるだろ。ありゃあ何だ」

「冬眠できる穴が見つからなかったり、秋の実りが少なかったから、仕方なくよ」

　こと狩猟に関して、森人ほどに長じた種族はいない。

　さしもの鉱人道士と言えど、渋々ながら「それもそうか」と頷くほどだ。

　そんな二人のやりとりを聞きながら、女神官は「んー」と、唇に指を当てて考え込む。


　何となく、頭の中で材料はそろっているのだ。だから後は組み合わせるだけ──……。



「あ」

「どうかした？」

　閃ひらめきに声をあげた女神官へ、妖精弓手が小首を傾かしげる。

「たぶん」と女神官は一言置いて「収穫が終わった後、だからではありませんか？」と言った。

　──うん、それしかない。

　言っているうちに推測が纏まり、女神官は考えの向かうままに言葉を続ける。

「村や町で収穫が終わって貯蔵庫が一杯になったところで、それを……」

「……丸ごと頂く、と」

　蜥蜴僧侶が言葉を受け継ぐと、女神官は「はい」と小さく頷いた。

「なるほど、小鬼にしては理にかなった事をする」

「単純に、連中の意地が悪いだけだと思うがのう」

　髭を捻った鉱人道士に「いや」とゴブリンスレイヤーが首を横へ振った。

「ゴブリンどもは馬鹿ばかだが、間抜けではない」

「知ったような口よね」

　妖精弓手の言葉に、「ああ」とゴブリンスレイヤーは頷いた。

「奪う事しか脳にないが、故に奪う事については知恵を巡らせる」

　彼はぐいぐいと捩じった矢をためつすがめつ眺め、腰帯に吊った矢筒にしまう。

　歩きながら続けていた作業に、どうやら納得がいったらしい。

「前にも経験がある」

「そうなのですか……」

　女神官が感心する横で、ふぅんと妖精弓手が相槌あいづちを打つ。といっても、彼の言葉にではない。

　彼女が興味を惹ひかれていたのは、本来自らの領分であるはずの弓矢についてだ。

「……で、オルクボルグは矢に何してたの？」

「工夫だ」

「これが？」

　ひょいっと妖精弓手が気配を感じさせない動きで手を伸ばし、矢筒から矢を抜き取った。

「気をつけろ」

　それを咎とがめないあたり、ゴブリンスレイヤーも彼女の「知りたがり」には慣れている。

　面倒くさそうに投げられた言葉に「ふん」と鼻を鳴らしながら、妖精弓手は矢を検あらためた。

　何の変哲もない、安物の矢だ。品質レーティングは森人の矢と比べるべくもない。

　冬の日差しを受けて朧気おぼろげに煌きらめく鏃を、妖精弓手は指先で軽く突いた。

「別に毒を塗ってる感じもないけど……」

「今日はな」

「ちょっと、やめてよ」

　淡々とした言葉に顔をしかめつつ、矢をひっくり返した妖精弓手は「おや」と目を瞬またたかせた。

「これ、鏃がぐらぐらになってるじゃない。取れちゃうわよ？」

　なるほど、言われてみれば確かに妖精弓手の言う通りであった。

　ゴブリンスレイヤーがぐいぐいと弄繰いじくり回したせいか、安物の矢は鏃の固定が緩んでいる。

　これでは標的に当たっても矢柄やがらが取れてしまうだろうし、射撃の精度も落ちるだろう。

「まったく、オルクボルグったら、ホント仕方ないんだから」

　妖精弓手は、これ見よがしに「やれやれ」と首を振って肩を竦めて見せた。

　後ろの方で鉱人道士が「年上ぶっておるわ」と言っているのは無視だ。

「ほら、矢筒ごと貸して。つけなおしたげる」

　ひょいと差し出された手のひらを、ゴブリンスレイヤーはじっと見つめた。

　そして彼は「いや」と言って、首を横に振り「これで良い」と答える。

　妖精弓手がきょとんと目を見開いた。

「え、なんで？」

「今回は、小鬼どもの寝床が、まだわからんからな」

「それとこの矢に、なんの関係があるの？」

　わけがわからない！

　納得いかない事があると、妖精弓手はしつこい。

　知り合ってから一年になろうともいう相手だ。ゴブリンスレイヤーは溜息ためいきを吐つく。

「矢が刺さると、矢柄が取れて、鏃だけが残る」

「それで？」

「鉄は毒だ」

　ゴブリンスレイヤーが手を差し出すと、妖精弓手は「ん」と素直に矢を返す。

　矢を取り戻したゴブリンスレイヤーは、それを慎重に矢筒へ収めた。

「抉えぐり出さない限り、巣穴に戻れば肉が腐り、病が広がる」

　そしてゴブリンに医術の心得があるものはいない──今のところは。

　狭苦しく不潔な巣穴。いつまでも癒いえぬ傷。腐敗。蔓延まんえんする病。そうなれば……。

「一網打尽とはいかんが、大打撃だ」

「……相変わらずオルクボルグって訳わかんない事するわよね」

　妖精弓手が、ひきつった声で呟つぶやきを漏もらした。

　傍かたわらでは女神官が、処置なしとばかりに天を振り仰あおぐ。

　──神さま、神さま。彼に悪意は……あると思いますが、どうか、お許しください。

　今更彼の行動言動に驚いていては身が持たないが、祈らずにはいられないものだ。

　前を見てずかずかと歩き続けていたゴブリンスレイヤーが、そんな彼女へ鉄兜を向ける。

「……そんなに奇妙か？」

「……まあ、えと、その」

　答える女神官の視線が宙を泳ぐ。

「……ゴブリンスレイヤーさん、ですし？」

　ゴブリンスレイヤーが低い声で「そうか」と呻うめくのを聞いて、蜥蜴僧侶が呵々かかと笑った。

「気になさるな。小鬼殺し殿らしいと言えばらしい」

「ま、かみきり丸がえげつないのは前からだかんの……」

　鉱人道士が、寒さを誤魔化ごまかすように腰につった瓶をとって、中の酒を呷った。

　燃えるような火酒は、ただそれだけで周囲に酒精の匂においを漂わせる。

　げふ、と漏れた声に、妖精弓手が鼻を摘んではたはたと手を振った。

　鉱人道士が口髭の雫しずくを拭ぬぐう。

「最初の疑問に答えが出とらんぞ」

「最初？」ゴブリンスレイヤーが首を傾げた。「どれだ」

「間違いなく娘は無事じゃねえだろって事よ」

「攫われた娘が生きている可能性か」

「おう」

　髭についた雫をごしごしと腕で拭い、彼はゴブリンスレイヤーを見た。

「喰っちまうだろ、普通。食い扶持ぶちも増えるし。冬越しすんなら生かしとく理由はなかろ」

「冬は長いからな」

　ゴブリンスレイヤーは頷き、淡々と言った。

「奴やつら、娯楽が欲しいのだ」

　山裾やますその村から立ち昇る煙に一行が気づいたのは、そのすぐ後である。
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「オルクボルグ……！」

　ぴくりと長耳を揺らし、真っ先に声をあげたのは妖精弓手だ。

　道の向こう、そう遠くない所から立ち昇る煙。炊事のそれか？　いや、違う。

「ゴブリンか？」

「村。火。煙。焼ける臭い。音。悲鳴……たぶん、そう！」

「ゴブリンだな」

　鋭く頷いたゴブリンスレイヤーは、迷う事なく背に回していた小弓を手に取った。

　足を速めながらも慣れた手つきで弦げんを爪弾つまびき、矢を番つがえて引き絞る。

　それに伴い、誰に言われるでもなく一党パーティ全員が素早く走りだした。

　村を襲うゴブリンは略奪に夢中で歩哨ほしょうも立てず、未だこちらに気が付いた様子がない。

　このアドバンテージを捨てる愚を、どうして犯せようか。

「ゴブリンスレイヤーさん、奇跡の嘆願は……！」

　緊張に顔を強張らせながら、息切らせて駆ける女神官が、真剣に問いかける。

「頼む」

「はいっ！」

　女神官とて、既に一年を冒険者として暮らしているのだ。

　ゴブリン退治ばかりとはいえ、冒険の密度は他の新米と比べ物にならない。

　故に問答はどの奇跡を使うかではなく、嘆願の許可を求めてのものだ。

　一行の中でゴブリンスレイヤーと最も付き合いが長いのは、彼女なのだから。

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守りください》」

　女神官はさっと錫杖を胸元むなもとへ手繰たぐりよせ、縋すがるようにして自らの神へと祈りを捧ささげる。

　魂削るほどの祈禱きとうが為なせる御業。天上の神々と意識を触れ合わせる、まさに奇跡。

　淡く清らかな光が天より降り、ゴブリンスレイヤーと蜥蜴僧侶を包むように纏わりついた。

　ゴブリンスレイヤーたちを幾度となく窮地から救った、《聖壁プロテクション》の奇跡。

　地を蹴けって滑るように走る蜥蜴僧侶が、身体に絡む燐光りんこうを認め、目を細めた。

「ふぅむ。こうも霊験れいげんあらたかな地母神が竜であれば、宗旨替えも考えますが。さて……」

　既に父祖たる恐るべき竜への祈禱を終えた彼の手には、研磨された牙刀がある。

　蜥蜴僧侶はいつでも獲物に襲いかかれる俊敏性を保ち、村へと目を凝らしながら鋭く問うた。

「小鬼殺し殿、小鬼を討つか村人を守るか、いかに？」

「決まっている。両方だ」

　彼は蜥蜴僧侶に淡々と応じた。

　弓を手に走る姿勢は狩人さながらで、妖精弓手が「へえ」と声を漏らす。

　ゴブリンスレイヤーは自分でも状況を見て取りながら、蜥蜴僧侶へ短く問うた。

「どう見る？」

「……あまり宜よろしくはありませんな」

　蜥蜴人の神官戦士は、熟達ベテランの気配を滲にじませて呟く。

「剣戟けんげき音を野伏殿が聞かなんだ。戦いくさは終わり、今は略奪の最中と見るべきかと」

「勝ったつもりでいるなら、そこを叩たたく。敵の戦力がわからんが……」

　そんなのはいつものことだ。ゴブリンスレイヤーは迷わない。

「正面から行くぞ」

「竜牙兵ドラゴントゥースウォリアーは？」

「なしだ。理由は後で話す」

　ゴブリンスレイヤーはそう言うと、さらに走る速度を速めた。

　女神官が遅れまいと懸命になる一方、鉱人道士が顎を出してドタドタと走り続ける。

　彼は誤魔化すと言う事をしない。説明すると言ったなら、説明するのだ。

　故にこそ一行から反論は出ない。何より、もう議論できるような時間はない。

　一党パーティに頭目リーダーと呼ぶべきものは存在しないが……。

　小鬼と戦うのにゴブリンスレイヤーへ采配さいはいを預けずして、誰が指揮を執れるというのか。

「薬は使うな。だが、他の術は惜しむな」

「ほいきた」

　応じたのは一党パーティの呪文遣いスペルスリンガー、鉱人道士である。

「どの術使うかは、好きにやっても良いかの？」

　ひぃこらと短い足で走りながら、既に彼は抱えた鞄かばんに手を突っ込み、触媒の類を漁あさっている。

　敵の数は多かろうが、ゴブリンに限らず呪文遣いは少ないのが世の常だ。

　五人の中に呪文遣いが三人もいるという点は、この一党パーティが恵まれている証あかしだった。

「任せる」

　ゴブリンスレイヤーは頷き、妖精弓手へ目を向けた。

「高所をとって状況確認。援護をしろ」

「良いわ」

　にんまりと猫のように笑った森人は、大弓を優美な手つきで構えて緩く矢を番える。

　準備は整った。ゴブリンスレイヤーは前方を見据みすえて駆けながら、言った。

「まず、ひとつ」

　ひょうと音もなく矢が放たれ、村の入口で呑気のんきしていた小鬼の盆ぼんの窪くぼに埋まる。

「ＯＲＡＡＧ!?」

　脳をやられた小鬼が前のめりに崩れ落ちるのに、さて他の仲間は気づいたかどうか。

「い、やあっ!?　たすけ、たすけて、おねえちゃ、おねえちゃぁんっ!!」

　ちょうどその小鬼どもは、家屋の樽たるから隠れていた娘を引きずりだしたところだった。

　悲鳴を上げて暴れる娘の髪を摑つかんでいたゴブリンは、未だ状況を把握してはいない。

　息絶えた一匹目が崩れ落ちるのと同時、木芽の矢が雨と降り注そそいだ。

　喉のどと目から矢を生はやしたゴブリンどもは、呻き声もあげる事なく崩れ落ちた。

「ちょっとオルクボルグ！　勝手に始めるのはズルいわよ！」

　唇を尖とがらせて文句を垂れつつ、小鬼を射抜いぬいた妖精弓手は樽、柱、屋根へと軽々駆け登る。

　樹上を棲家すみかとする森人たちにしかできぬ、見事な軽業かるわざであった。


「え、あ──……？」



「冒険者だ」

　そして茫然ぼうぜん自失じしつの村娘に駆け寄ったゴブリンスレイヤーは、短く言った。

　娘──まだ十を少し過ぎたくらいの、幼い娘だ。

　質素だが毛皮の衣服を与えられた……大事に育てられた娘であると、一目でわかる。

　彼の胸元に下がった銀の認識票を見ると、娘の目にこんもりと涙が盛り上がる。

　銀等級──第三位の冒険者。等級と実力、社会的信用はイコールだ。辺境最優の証。

　ゴブリンスレイヤーは油断なく周囲を見回しながら、矢継ぎ早に言葉を続けた。

「ゴブリンはどこだ。数は。他の村人はどうした」

「あ、そ、えと、あた、あたし、わか、わから、なくて……」

　少女が顔を恐怖と後悔とで青ざめさせて、ふるふると頭を左右に振った。

「でも、皆、村の広場に、集められて……おねえちゃんが、かくれてろ、って、言って……」

「……気に入らん」

　ゴブリンスレイヤーは吐はき捨てるように言うと、矢筒から新たな矢を番えた。

「何もかも、気に入らん」

　様々な感情を滲ませた、その呟き。

　女神官は彼へ気遣うように目配せをすると、迷う事なく少女の前に跪ひざまずいた。

「大丈夫ですよ。わたしたちが、きっとお姉さんを助けてあげますからね」

「ほんと……？」

「本当です！」

　その薄い胸をどんと叩いて、女神官は華の咲くような微笑を浮かべて見せた。

　震える娘の頭をそっと撫なでてやり、地母神の御印みしるしを見せて、彼女の目を覗き込む。

「ほら、わたしは神さまに仕つかえる身ですから。それに──」

　そう、それに。

　女神官が首を巡らせ、見上げるのにあわせて、娘の視線も動く。

　薄汚れた革鎧。安っぽい鉄兜。只人の戦士ヒューマンファイターの男。

「……ゴブリンスレイヤーさんは、ゴブリンに負けたりしません」

　ゴブリンスレイヤーはちらりと娘、そして女神官を見やると、略奪の音が響く村を睨にらんだ。

「まだ敵は気づいていない。やるぞ」

「とまれ、厄介ではありますな」

　蜥蜴僧侶が重々しくも慎重に、状況への意見を述べる。

「どうやら敵の統制が、小鬼にしてはとれている。油断は禁物かと」

「昼に押しかけて来るあたり、上位種がいるかもしれん」

　──とすると、巣穴に情報を持ち帰らせるべきではない、か？

　ゴブリンスレイヤーは生かして殺す為の矢を、一瞬の逡巡しゅんじゅんを経へてから背に回した。

　かわっていつも通り、中途半端な長さの剣を引き抜く。

「外周の小鬼が逃げるのも厄介だが、中央の広場に立てこもられるのも手間だ」

「そんなら、広場はわしがやってみようかの。術で一網打尽よ」

　鉱人道士が、太鼓腹を叩いて請け負う。

「ふむ……」

　呟いたゴブリンスレイヤーは、足元の小鬼の死骸を仰向けに蹴り転がす。

　粗雑な毛皮。武装はどこからか奪ったらしい鉈なた。血色は良く、餓えた様子はない。

「数次第だな」

　小鬼の手を踏み躙にじって鉈を奪い、腰帯に挟みながらゴブリンスレイヤーは言った。

　ちらりと目線を上げた先では、妖精弓手が屋根上から手を翳かざして広場を見ている。

　長耳がひくつくように揺れている。彼女は状況を音で聞き取り、探っているのだろう。

「広場には五、六匹いるわね！」

　凛りんと響くような声が返ってきて、ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「見える範囲で構わん。村全体で何匹ほどだ」

「物陰に隠れてたりすると、わかんないけど……全部で二十匹はいないと思う！」

「先遣隊だな」

　ゴブリンスレイヤーはそう断定すると、素早く策を練りにかかった。

　先ほど仕留めた三匹も含めて合計二十以下とする。広場には六。

　とすると外周で略奪に当たっているのは十匹以下。

　予測も予測だが、かけ離れているという事はあるまい。

　敵の数が多い以上、戦力の分散は愚の骨頂とはいえ、状況が状況だ。

「……広場と外周。分かれるぞ」

「しからば、拙僧が術士殿と共に広場へ参りましょう」

　請け負った蜥蜴僧侶に「任せる」と、ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　屋根上から話を聞いていた妖精弓手が、目と耳を村内へ向けたまま声をあげる。

「行くなら援護するけど、鉱人！」

「ほいきた、頼まぁ」

　鉱人道士は酒瓶の中身をぐいと呷って口元を手の甲で拭い、蜥蜴僧侶の腹を拳こぶしで叩いた。

「んなら鱗の、行くとすっか！」

「ではご武運を、小鬼殺し殿」

　去り際、蜥蜴僧侶はゴブリンスレイヤーの肩を、力強い手で叩いて駆けていく。


「…………」



　ゴブリンスレイヤーは、しばし黙り込み、やがて緩く頭を振って動き出した。

　無造作な足取り。しかし、足音は立てない。

　向かう先は家の軒下、救われた娘と、寄り添う女神官のもとだ。

「……娘は大丈夫か？」

「ええ。緊張が、緩んだのだと思いますが……」

　ゴブリンスレイヤーに呼ばわれ、女神官は健気けなげに微笑んで顔をあげた。

　彼女の対面では、地面にうずくまるようにして眠ってしまった娘の姿がある。

　冒険者が来て、姉のことを伝えて、ぷつりと糸が切れたように意識が落ちたのだろう。

「どうしましょう……？」

「これ以上に構っている余裕はない」

「あ……」

　女神官が何かを言うよりも早く、籠手こてに包まれた無骨な手が娘を抱き上げていた。

　ゴブリンスレイヤーは手近な樽の中へ、彼女を降ろす。

　そして雑囊から毛布を引っ張りだして、そこへ被かぶせた。

　安全とは言えなくとも、彼女の姉がここを選んだのだ。安心できる場所ではあった。

　地母神も、至高神も、姉の祈りを聞き届けぬほどに冷徹な神であるものか。

「……これで、良いだろう」

　ゴブリンスレイヤーの呟きに、女神官は「はい」と小さく頷いた。

　錫杖を握らぬ左手が宙を彷徨さまよい、ためらいがちにゴブリンスレイヤーの背に重ねられる。

「きっと、大丈夫ですよ」

「……ああ」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。

　剣を握る手に力を込め、盾を掲かかげ、前を見る。村が燃えていた。ゴブリンがそこにいる。

「行くぞ」

「……！　はいっ！」

　ぎゅっと両手で錫杖を握り、女神官は躊躇いなく頷く。

　彼から頼られて、否やはなかった。そもそも、この人に救われた命なのだから。

　自分の技量が低いことも、まだまだ未熟なことも、百も承知。

　ああ、だけれど。

「背中は、任せてください……！」

　かくて、戦いが始まった。
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　丸木の家屋が並ぶ雪道をゴブリンスレイヤーと女神官、二人の冒険者は影のように走る。

　雲を隔てて向こうに浮かぶ太陽は、既に傾かたむき始めている。すぐ夕闇ゆうやみが押し寄せてくるだろう。

　小鬼どもの時間が来る。村のことを思えば、時間はほとんど残されていない。

「村の中で、戦うのは……」女神官は走りながら、息を継ぐ。「……初めて、です」

「遮蔽物しゃへいぶつは洞窟の比でない。物陰、頭上、気を配れ」

　言うなりゴブリンスレイヤーは手にした剣を、上方へと投じた。

　ひょうと大気を切り裂いた剣は、屋根によじ登った小鬼の胸に突き立ち、それを仕留める。

「ＯＲＡＡＧ!?」

　悲鳴を上げた小鬼が転げ落ちると同時、ゴブリンスレイヤーは腰帯から鉈を引き抜いた。

　軽く素振りをすると、片手剣より重い。地に落ちて悶もだえる小鬼の頭蓋ずがいを試し打つ。

「ＧＡＡＲＯＲＯＲＯＯＯＯＯＯＯＲＧ!?」

　長く伸びた断末魔の叫び。それをゴブリンスレイヤーは満足げに聞いた。悪くない。

「これで四」

「広場に六ですから、残り十匹以下……ですね」

　女神官は僅かに目を瞑つむり、死んだ小鬼が冥府までの道行きを迷わぬよう地母神に祈る。

　誰であれ一度は死ぬのだ。そこに差別はない。死はこの世で最も優しく、平等なものだ。

「ああ。……探す時間が惜しい」

　十字路まで一息に駆けたゴブリンスレイヤーは、背中を預けるように女神官へ寄り添った。

　不意に距離が縮まり、そんな状況でないのはわかっていても彼女の胸はドキリとする。

「今の悲鳴で呼び寄せた。来るぞ。構えろ」

「……あ、は、はいっ！」

　女神官は頷き、両手でぎゅっと錫杖を握り、胸元へ手繰り寄せる。

　心臓が跳ねるのも妙に顔が熱いのも、走って息が上がったのと緊張のせいだろう。

　こんな状況で呆ほうけた事を考えられるほどの余裕はない。自分に言い聞かせる。

「足元に気をつけろ。雪で転げると、死ぬ。それから毒の刃だ」

「はい。……えと」

　それを聞いて、女神官は僅かに小首を傾げた。

　遮蔽物。頭上。それから足元に、毒の武器。

「……結局いつも通り、周り全部に気をつけろ……ということですよね？」

　ゴブリンスレイヤーは「む」と声を漏らした。

　こっくりと頷く彼の仕草を背中越しに感じて、女神官の頰ほおが緩む。

「それじゃあ、指示になってないじゃないですか」

「すまん」

「ホントに、もう。……仕方のない人ですね」

　くすりと女神官が微笑むのは、ほとんど強がり、空から元気げんきのようなものだった。

　ゴブリンスレイヤーと二人きりで挑むことは何度もあった。

　だが彼とこうして肩を並べて前線に出るのは、初めてかもしれない。

　いまや彼女のいる一党パーティは五人。

　専業の前衛こそゴブリンスレイヤー一人とはいえ、蜥蜴僧侶も戦士である。

　後衛職である女神官が矢面やおもてに立つ機会は、ずいぶんと減った。

　それは皆に守られているからで、歯がゆく思う事もなくはなかったけれど……。

　──だからこそ、ちゃんと自分の務めを、果たさなくては。

　それに何にしても、心配してもらえるのは嬉うれしいものだ。

　ぎゅっと両手に力を込めて錫杖を握った彼女の目に、雪煙の向こうで蠢うごめく影が映る。

「来ました、ね……」

「武器は、細かく振れ。牽制けんせいで構わん。仕留めるのは俺がやる」


「はい……っ！」



　その後は、会話を交わす暇さえなかった。

　相手が僅か二人、片方が女と見て取った小鬼どもは、十字路の四方から一挙に襲いかかった。

「ＧＡＡＯＲＲＲ!!」

「ＧＲＯＯＢ!!」

「五……！」

　ゴブリンスレイヤーは先陣切って飛びかかる一匹へ、薪まきでも割るように鉈を叩き込む。

「ＧＯＲＯＢ!?」

　額ひたいに鉈を呑のんだまま崩折くずおれる小鬼をそのままに、続けて左の一匹へ円盾を振るう。

　鋭く研ぎ澄まされた盾の縁ふちは武器であり、ギャッと顔を割られた小鬼が悲鳴を上げた。

　仰のけ反ぞる小鬼。その薄汚い腰巻に差された短剣を、ゴブリンスレイヤーは躊躇ちゅうちょなく握る。

「ふん……！」

　ゴブリンの腹を蹴りつけ蹴倒し、その勢いにまかせて短剣を抜き様、振りかぶって投擲とうてき。

　手槍てやりを握って駆けていたゴブリンは、短剣が生えた喉を搔かきむしりながら転げて斃たおれる。

「六」

　最初の小鬼の死骸を踏みつけ鉈を抜き、起き上がろうともがく二匹目の頭をかち割る。

「七！」

　多勢に無勢。確かにそうだが、ゴブリンスレイヤーとて考えあってのことである。

　気を配る必要がある背中を彼女に任せ、自分は目前の小鬼に集中すれば良い。

　壁抜きをしようにも壁はなく、十字路の四方に目を配るだけで良い。

　自分のテリトリーから出てきたゴブリンどもほど、御しやすい相手はいない。

「え、ゃっ！」

　女神官は額に汗を浮かべながら、細かく素早く、錫杖を繰りだしては振り抜く。

　先の祭で儀式を執り行うにあたって練習した、演舞の稽古を懸命に思い返しながらだ。

　ゴブリンを打ち据えるのではなく、払う。払いのける。退しりぞける。武器を叩いて、いなす。

　近づけさせないよう、寄せ付けないように、距離を詰められないように。

　大振りすればより牽制になるかもしれないが、隙すきを狙ねらって摑みかかられたら終わりだった。

　──それに、後ろには、ゴブリンスレイヤーさんがいる。

　背を預けている。彼の背を預かっている。

　安心感と使命感。両方入り混じった奇妙な高揚感。

「あ……！」

　と、彼女は不意にゴブリンスレイヤーが右へと歩を進めるのを感じた。

　女神官は迷う事も躊躇う事もなくそれに追従する。


　二人は、くるりと舞い踊るように前後を入れ替え──……。



「八……九！」

　ゴブリンスレイヤーの鉈が、彼女が払いのけた小鬼どもの息の根を止める。

　肉と骨とが重たい刃に打たれる音は、女神官にとって何度聞いても慣れるものではない。

　ましてや同胞の屍しかばねを越えて、憎悪と欲望を目に燃やしたゴブリンと対峙たいじするなど、とても。

　最初の冒険で骨身にしみついた恐怖は、未だ消えてはいない。これから先もそうだろう。

「……ゃ、あッ!?」

　ガッと。振った錫杖が小鬼に受けとめられる。

　一瞬の拮抗きっこうは、すぐにゴブリンへと傾く。非力な怪物でも、彼女の細腕よりは膂力りょりょくがある。

　そしてそれだけの力があれば、彼女を引きずり倒して喉を搔き斬る事も容易だろう。

　さっと顔を青ざめさせる女神官の脳裏には、かつての仲間、あの女魔術師の最期さいごが蘇よみがえる。

「ッ！　《いと慈悲深き地母神よ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》！」


「ＧＯＲＲＵＵＲＵＡＡＡＡ！？！？」



　だが、それで終わろうはずもない。彼女とて経験を重ねてきたのだ。

《聖光ホーリーライト》の奇跡が、容赦なくゴブリンの網膜を焼き焦こがす。

　顔面を抑えて悶える小鬼から、女神官はひったくるように錫杖を手元へ取り戻した。

　決して痛痒ダメージを与える奇跡ではないが、あらゆるものは使い方一つ。

　想像力のない者から死ぬ。ゴブリンスレイヤーから教わったことだ。

「十……！」

　そしてその彼が、ゴブリンの隙を見逃すはずがあろうものか。

　女神官と入れ替わりざま振り抜かれた鉈が、ゴブリンの首骨を真横より打ち砕く。

　がくがくと痙攣けいれんしながら転げた小鬼の、奇妙な角度となった首へもう一撃。トドメを刺す。

　呼吸するように屍の山を築き上げ、ゴブリンスレイヤーは、無表情に女神官を向いた。

「……怪我けがはないか？」

「あ、はいっ」

　いつも通りの淡々とした問いかけ。慌てて女神官は、ぱたぱたと自分の身を検める。

　自分で怪我したつもりがなくとも、掠かすり傷を受けているという事はあるものだ。

　特に小鬼は毒を使うこともあるから、ささやかな傷でも命取りになりかねない。

「大丈夫……だと思います」

「そうか」

　こくりと頷き、血振りをくれた鉈を検めて、ゴブリンスレイヤーは軽く舌打ちをした。

　脂あぶらはともかくも骨を断ったせいか、刃が欠けてしまっている。

　ゴブリンスレイヤーは鉈を投げ捨て、背に回していた小弓を再度手に取る。

「……さっきの《聖光》は、良い手だった」

「え……？」

　そして、思いだしたように、ぽつりと呟かれた一言。

　女神官がその意味を理解するまでに、一拍の間。

　──褒められました？

「あ、え、えとっ！　あ、ありがとう、ござい……ます？」

　──褒めてくれた、んですよね。

　じんわりとした暖かさと喜びが顔から溢あふれそうになり、女神官は慌てて緩む頰を抑えた。

「……えへへ」

　それでも堪こらえ切れず笑みが零こぼれてしまったが、こんな状況で浮かれてもいられない。

　彼女はすぐに頰を引き締めてひざまずき、錫杖へ縋るようにしながら鎮魂の祈りを捧げる。

　ゴブリンスレイヤーも、それを咎める事は決してない。

「最初に二、ここで七、これで九」

　彼は油断なく弓に矢を番え、周囲の警戒に当たっている。

　見れば蹴散らされ、血と泥で汚れた道には、死体がちらほらと転がっていた。

　そのほとんどは只人で、いくつかはゴブリンである。

　村人たちの抵抗によるものだろう。小鬼たちの死因は、鍬くわや何かの農具であるらしい。

　小鬼の死体は二つ──いや、三つ。

「……十二、か」

　ゴブリンスレイヤーはひとつひとつ、その死を確かめるべく、小鬼の死体を蹴り飛ばした。

　途中ゴブリンの手から短剣が零れ落ちたので拾い上げ、腰帯へと挟み込む。

　武器を選ぶ気はない。たとえ小石ひとつ、徒手空拳でもゴブリンを殺す方法はある。

　だが白兵武器の有無は時として決定的になる。回収は重要だった。

「広場には五、六匹と言っていたな」

「そうなると全部で十七か、十八匹ですか？」

　祈りを終えた女神官が、膝ひざについた泥を叩き落としながら立ち上がる。

　ゴブリンスレイヤーの表情は鉄兜に隠れてわからないが、彼女の顔には困惑があった。

「確かに、二十には足りないですけど……」

「人質を一か所に集めるのも気に入らん。抵抗した村人の死体が無事なのも気に入らん」

「……ゴブリンらしく、ないですね」

　女神官は唇に指を当てて考え込み、ぽつりと呟いた。

　洞窟、遺跡、その奥で経験した、あまり思い出したくない記憶の数々。

　ゴブリンはいずれの場合も、相手を打ち負かしたその場で饗宴きょうえんを開かんとしていた。

　それはそこが彼らにとっての「ねぐら」だからだ。安心できる領域だからだ。

　そして相手が抗あらがえば抗うほど、ゴブリンどもによる暴力は残酷なものになっていく。

　彼らは狡猾こうかつで、臆病で、意地悪で、執念深く、そして欲望に忠実だ。

　およそ「我慢する」という単語ほど、ゴブリンと無縁の言葉はない。


　敵地にて捕虜を集め、手を出さず黙々と略奪を続けるとは──……。



「……また人喰鬼オーガや闇人ダークエルフでも、いるのでしょうか？」

「わからん」とゴブリンスレイヤーは言った。「ゴブリンだけかもしれん」

　彼の言い方があまりにも彼らしくて、女神官は何故なぜだか酷ひどく安心した心地だった。

　ゴブリンスレイヤー。偏屈で、奇妙で、変わり者で、頑固で。

　この人と一年いて、それはもちろん、危ういことも多かったけれど。

　放っておけない──仕方ないな、と思う面もあったけれど。

「そうですね」と、応じる女神官の声は、とても柔らかいものだった。


　と──……。



「……あれ？」

　ひくり、と。小さく鼻を動かした女神官は、空気へ僅かに混じった匂いを感じ取る。

　甘ったるくて少しくらくらする、お酒にも似たこの香気。

「これ、たぶん《酩酊ドランク》の術……ですよね？」

「人質ごとゴブリンどもを眠らせたか」

　ゴブリンスレイヤーは周囲を見回し、その発生源であろう広場の方へ視線を向ける。

　なるほど。確かに魔術でなくば有り得ない勢いで、もくもくと煙が湧わき出していた。

「効率が良いな」

「あ、あはは……」

　女神官はひきつった笑顔を浮かべ、目を逸そらした。


　──……巣穴まるごと眠らせてしまうのよりは、うぅん……。



　なんて。思っても、口には出さなかったけれど。
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「オルクボルグ、おそぉーい！」

「そうか」

　妖精弓手がふんすと薄い胸を張るのに、ゴブリンスレイヤーは面倒くさそうに応じた。

　はたして、広場の制圧は既に完了した後であった。

　中央に集められた人質たち。その周囲には雑然と、略奪品が山積みにされていた。

　広場の中央に集められた村人たち数十名はまだ寝ぼけ眼まなこだが、見る限り怪我はない。

　それを確かめたゴブリンスレイヤーは、まず一度頷いた。


　次に彼が気にしたのは、ゴブリンどもの死体だが──……。



「七匹っつーとこだの」

　ずりずり死骸を引きずって一所に集めていた鉱人道士が、手の汚物を嫌そうに払った。

「かぁーっ。ったく、ああ、もう、ゴブリンばらときたら臭くてかなわんわい」

「確かか？」

「臭いのも、死んだのもな。少なくとも術がかかったのは、の。どうだ、鱗の？」

「うむ」

　広場の反対側で警戒を続けていた蜥蜴僧侶が、重々しく頷く。

「拙僧が爪爪牙尾で仕留めたのが四。野伏殿が弓で三。合わせて七。間違いないかと」

「そうか。……十九か」

　ゴブリンスレイヤーは呻くように呟き、死体の山へ手を突き入れた。

　小鬼の一匹が、剣を腰に佩はいているのを認めたからだ。

　抜き取り、刃を検め、問題なしとして鞘さやに叩き込む。これでやっと落ち着いた。

「あ、ねえ、オルクボルグ。あの子はどうしたの？」

　先ほど文句をつけた時の表情はどこへやら、妖精弓手がふと声をかけた。

　彼女が「あの子」と呼ぶなら、相手は一人しかいない。

「子供を連れて来させている」

「……大丈夫そう？」

「ああ」とゴブリンスレイヤーは短く言った。「駄目という事はあるまい。経験則だが」

　ゴブリンスレイヤーは村人たちの方へ再び視線を向けた。

　最も年かさで衣服の上等な者を見出すと、彼はずかずかと無造作に歩み寄る。

「村長か？」

「え、ええ、まあ、はい。……あんたがたは？」

　老人は皺しわくちゃの顔を、さらに歪ゆがめ、訝いぶかしげにゴブリンスレイヤーを見上げる。

　それに対して、彼は胸元に下がる認識票を見せる事で回答とした。

「冒険者だ」

「冒険者……銀等級……」

　瞬きを数度した老翁、村長の瞳へ波紋のように理解の色が広がって行く。


「よもや、小鬼殺しの────？」



　ゴブリンスレイヤーが「そうだ」と微かすかに呟くと、村長は思わず声をあげた。

「おお……！　よく、よくぞ、来て下すった……！　ありがとう、ありがとう……！」

　感極まった村長はその枯れ木のような乾いた手で、しっかと彼の手を取った。

　野良のら仕事で鍛きたえ上げられた手も腕も、もはや往年のような太さ、力強さはない。

　それでも彼が手を上下に振って握手するのに、ゴブリンスレイヤーは確かに応じた。

「いくつか、聞きたいことがある」

「ええ。何なりと……」

「まず、村に薬師だの治療師はいるか？　神官の類でも良い。奇跡が起こせる位階ならば」

「それが、そのう……神官は巡回者に頼り切りで、薬師も、おるにゃあ、おるのですが……」

　村長は、申し訳なさそうに顔を曇らせた。

　何がしかの謝礼か、支援を要求されると思ったのだろう。


「先ごろ流行はやり病やまいで親が死んで、後を継いだばかりの娘でしてな。技量の程は──……」



「わかった」

　ゴブリンスレイヤーは迷いなく、そして当然のように言った。

「治療を手伝う。一党パーティ」と言葉を区切り「には、神官が二人いる」と続けた。


「は──……？」



「生憎あいにく、こちらも水薬ポーションの余裕がなくてな」

　そう言って彼は雑囊を叩いた。中で小瓶が何かとぶつかり、かちゃりと音を立てる。

「薬師がそれなら、補給もきかんだろう。奇跡と、応急手当だけになるぞ」

　ゴブリンスレイヤーに「不服か？」と問われ、村長はぶんぶんと大慌てで首を横に振った。

　目に浮かんでいた不審が驚愕きょうがくに変わり、次いで畏敬の念に変化していく。

　どのような寒村であれ、小鬼に襲われたとあらば駆けつけ、討伐する冒険者。

　流しの吟遊詩人が歌うそれは美麗字句に彩いろどられ、体裁よく整えられたものだったが……。

　──そこには、真実の一端も含まれていたのか。

「ははは、なるほど。拙僧に竜牙兵を出させなんだは、術の節約が理由でしたか」

「それに開拓村の者は、迷信深い」

　のそりと近づいてくる蜥蜴僧侶に、ゴブリンスレイヤーはこっくりと頷いた。

「魔術はともかくも、骨ではな」

「よくご存知で」

「俺もそうだったからだ」

　短い言葉に、蜥蜴僧侶はなるほどと目玉を回して見せた。

「確かにいかに竜骨といえど、骨兵を繰るは死人占い師と思われかねませぬな」

　蜥蜴僧侶は「しからば怪我人を負傷度で分けませぬと」と、尾を振り振り動き出す。

　元より蜥蜴人は戦達者な種族だ。野戦医療を取り仕切るのは、種族として一日の長がある。

「驚いた」と思わず声を漏らしたのは、そのやりとりを離れて見やる妖精弓手である。

　彼女は手持無沙汰に弓を持ち、周辺を警戒する事で気を紛らわせていたらしい。

　その広い視界の隅には、ゴブリンスレイヤーが入るように努めていた。

　今や彼は村人の間に座り込み、雑囊から取り出した治療具で手早く処置を施ほどこしている。

　血止めと消毒効果のある薬草の類を挟みつつ、包帯で傷口を覆い、強く押さえる。

　ただそれだけで、だいぶ違うものだ。

「すみません、すみません」とその横で頭を下げるローブの女性が、件の薬師か。

　妖精弓手は長耳を緩く揺らし、その細面ほそおもてに、にんまりと猫のような笑みを浮かべた。

「なんだオルクボルグ、やればできるじゃないの。人と話すの」

「まぁ、かみきり丸はわしらん中じゃあ、いっちゃん名前が通っとるかんな」

　その横で、髭をしごきながら鉱人道士が頷いた。

　見張りについた妖精弓手と違い、戦闘を終えた今、彼の役目はないも同然である。

　しかし、決して役立っていないわけではない。

　応急手当の心得はないものの、魔術の触媒として多くの小道具を持ち歩いている。

　そのうち一つである火酒は、彼曰いわく「飲んでよし、かけて良し」との逸品いっぴんだ。

　強烈な酒精は、消毒するのにも十分な代物なのだ。

　瓶一本を薬師の娘に渡すと、幾度も頭を下げる彼女に鉱人道士はひらひらと手を振った。

　恩と感謝と恨みは忘れず、けれど細かいことは気にしない。鉱人はそういう性質だ。

「辺境最優、小鬼殺し。……つーかお前さんがその歌聞いて、奴を誘ったんじゃろ」

「それは、まあ、そうだけどさぁ。歌と実情、違いすぎるんだもん」

　ぶぅ、と頰を膨らませて不平を露あらわにしながら、妖精弓手はかつて聞いた歌を思い返す。

　質実剛健。寡黙で誠実。どんなささやかな報酬でも厭いとわない、無欲な男。

　小鬼とあらばいかに辺鄙へんぴな場所でも躊躇わず助けに顕あらわれ、その一刀は小鬼を滅ぼす。

　まるで聖人か、それこそ白金等級のような持ち上げられ方ではあったが……。

「……けどよくよく考えれば、ギルドとは付き合い上手うまくやってたのよね、アイツ」

「やっかみ妬ねたみ嫉そねみは、実情を知らぬ者ばかりなり、と。何でもどこでも変わらんの」

　ちらりと下から森人を見上げる彼の目が、悪戯いたずらっぽく笑いに歪む。

「だからお前さんも、金床みたいな胸だからって、他の女を羨んではいかんぞ」

　ぴきりと妖精弓手の表情が、音を立てて引きつった。

「神官の娘っ子と違って、森人は百年二百年と育たんからなぁ」

「この、言ったわね、酒樽の親戚……！」

「ほっほっほっほ。鉱人じゃあ、恰幅かっぷくの良さが良い男の条件よ！」

　喧々囂々。いつもの言い争いだが──二人の気が緩んでいるわけでは決してない。

　鉱人道士は触媒の詰まった鞄から手を離してはいないし、妖精弓手の長耳も揺れている。

　彼女は確かに、近づいてくる二つの足音を聞きとっていた。

　その一つが子供で、もう一つが聞きなれた女神官の足音であることも。

　妖精弓手はしっかりとわかっていた。

「おねえちゃぁんっ!!」

「あ……！」

　怪我人の間を動きまわっていた薬師の娘が、ぱっと顔を輝かせた。

　駆けて来た幼子に両腕を広げて出迎えて、しっかと腕をまわして、抱きしめる。

　わぁわぁと人目も憚はばからず泣きじゃくるのは無理からぬことだろう。

「……」

　ゴブリンスレイヤーはその光景をじっと見つめ、やがてゆっくりと視線を切った。

　子供を迎えに行っていた女神官が、何故だかにこにこと、頰を緩ませていたからだ。

「なんだ」

「ふふっ。あ、いえ……」

　ぶっきらぼうな問いかけに彼女は僅かに目を細め、なんでもないと首を横に振った。

「嬉しそうだな、って。ゴブリンスレイヤーさん」

「……そうか？」

「そうですよ」


「…………そうか」



　ゴブリンスレイヤーは自身の鉄兜の具合を確かめる。面頰に緩みはない。

「まあ、良い。村人の治療を頼む。あと、葬式もだ」

「お葬式……」

　細く白い指先を唇にあてがって、女神官は僅かに考え込んだ。

「地母神のやり方しか教わっていないのですけど……良いでしょうか？」

「構うものか。秩序に属する神々であれば、選り好みもすまい」

「わかりました。じゃあ、任せてください」

　女神官はハキハキと答えると、手早く周囲を見回して錫杖を片手に駆け出した。

「すみません、遅くなりました！」

「おお、参られたか」

　無骨な鱗の手で治療を行っていた蜥蜴僧侶が、のそりと長首を巡らせた。

　彼女は「はい！」と力強く頷きながら、鞄を探って包帯や軟膏なんこうを準備する。

「まだ奇跡が一回残っていますから、重傷の方がいれば《小癒ヒール》を……」

「では、こちらの御仁を頼む。手ひどく殴られたようでな。拙僧も術が切れた」

「わかりました！」

　何となれば神殿にいた頃、女神官の務めは冒険者たちへ治療を施すことであった。

　テキパキと手際よく袖そでをまくり、怪我人の間で動き回る様は、年齢以上に堂々としている。

　ゴブリンスレイヤーは彼女を目で追いつつ、さてどうしたものかと思案を巡らせた。


　よもや、これで終わりではあるまいが──……。



「オルクボルグ！」

　と、その時であった。

　凛と涼やかな妖精弓手の警報に、さっと一党パーティ全員が一様に顔をあげる。

　見れば……樽の陰から様子を窺うかがっていたのだろう。

　物陰から飛びだして道を走り、村から逃れんとする一匹の小鬼の姿があった。

　脱兎だっとの如ごとくとはこの通りだ。転げるように逃げるゴブリンは、見る間に小さくなっていく。

　──いや。

「《妖精ピクシーやい、妖精やい。お菓子はやらぬが悪戯たのまぁ》！」

　鉱人道士が《捕縛ホールド》の詠唱と共に投じた紐ひもが、蛇のように宙を奔った。

　紐は小鬼の足をぐるりと括くくる。転びこそしなかったものの、ゴブリンが大きくよろめいた。


「こんの、逃がすもんか……ッ！」



　その一瞬の隙があれば十分。

　妖精弓手が絵に描いたような動作で背の大弓を構え、飛び出した。

　樽、壁、そして空中。とぉんと跳躍した彼女は、一挙動で射線を確保する。

「やはり二十か……！」

　そこへゴブリンスレイヤーが、腰の矢筒から一本を抜いて放った。

「殺すな！　病毒を持ち帰らせる！」

　その矢を妖精弓手は宙空にて摑み取る。曲芸じみた動き。

　次の瞬間、ひょうと音を伴った矢が、一条の光の如く走り抜けた。

　妖精弓手が地に着地するのと、彼方かなたで小鬼がもんどり打って転げるのは、同時。

　彼女がいかにして弓に矢を番え、引き絞り、放ったか、誰にもわからなかった。

　まさしく高度に熟達した技術スキルは、魔術に等しい結果を導くのだ。

「……これで満足？」

　ひらりと着地した妖精弓手が、イチイの大弓を背に戻す。

「ああ。だが……」

　ゴブリンスレイヤーは彼方に目を凝らして、呻くように言った。

　肩に突き刺さった矢──否、矢柄を抜き、足の紐を千切った小鬼は再び走りだしていた。

　向かうのは北──寒風を吹き降ろし聳そびえ立つ、あの雪山である。

「まだ、終わりではない」

　わかりきっていた事ではあった。

　略奪に先立って住人を広場に集める。村中から略奪品を集めておく。

　にもかかわらず、率先して女へ手を出すことはない──つまり、巣穴へ運ぶからだ。

　村を襲った二十匹は、やはり先遣隊で間違いもなかろう。

　とすれば後詰めがいる。押し寄せてくるか、退却するかは不明だが。

　算段をまとめたゴブリンスレイヤーは、迷わずに結論を下した。

「使い切った呪文が回復し次第、追撃に移る」

　彼は地べたに座り込んで息を吐いていた村長の前へひざまずき、目線を交わす。

　すわまた戦いかと顔を強張らせていた村長に、彼はまずこう切り出した。

「夜襲への備えも兼ねて、一晩の宿を借りたい。構わないか」

「お、おお！　い、いや、構わんとも！　むしろ守って貰もらえるんなら、願ったりで……」

「あと先行した冒険者一党パーティの情報だ。それと、村に猟師はいるか？」

「い、いる。いるとも。一人……年かさだが、おるとも」

「山の地理を知りたい。簡素で構わんから地図をくれ」

　こくこくと首を幾度も縦に振っていた村長が、はたと何かに気づき、媚こびるように笑う。

「あ、でも、その、報酬の方は……」

「それよりもゴブリンだ」

　ばっさりと切り捨て、あっけに取られた村長を無視し、彼は北方の山々を睨んだ。

　曇天の向こう。太陽は既に山の奥へと墜ちている。

　夜の気配が、吹きすさぶ風と共に降りて来ていた。

「準備が整い次第──ゴブリン退治だ」
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　幸いと言って良いべきか否か、村の被害はさほどでもなかった。

　ゴブリンに立ち向かって殺された者、怪我をした者はもちろんいる。

　火をかけられ焼かれた家、棍棒こんぼうや手斧ておので破壊された家も、当然ある。

　だが略奪にあった物資も女子供も、巣穴へ運ばれる前だった。

　そこに冒険者たちが駆けつけ、助けることができたのだ。

　とすれば、やはり幸いと言うべきだろう。女神官はそう思う。

　──けれど。

　それでも幸いだったとは言えるわけもなく、彼女は村の墓地を見回した。

　薬師の娘、蜥蜴僧侶らと共に治療を終えた後には、埋葬の務めが待っていた。

「慈悲深き地母神よ、どうかその御手にて、地を離れし者の御魂を御導きください……」

　錫杖を手繰り、囁ささやくように祈りを唱え、埋葬される者一人一人に聖印を結び、土をかける。

　放置すれば亡者アンデッドとして蘇りかねないのを抜きにしても、当然の行為だ。

　死者と別れなければ、生者は前を向いて歩いて行くことさえできない。

　葬式とは死者の為以上に、生きる者が生きるために必要な行為なのだ。

　その上で死者の魂は言葉持つ者である限り、各々おのおのの信じる神の御許みもとへ召される。

　そうして世の中は廻まわり、廻って行くのだ。

「恐らく今夜の襲撃はあるまいが……。絶対とは言えん」

　墓穴への完全な埋葬を村人たちに任せた後、ゴブリンスレイヤーは淡々と言った。

「消耗しょうもうしているはずだ。休め」

　相変わらずの、有無を言わせぬ言葉である──が。

　それが彼なりの気遣いである事くらい、女神官にはわかっていた。

　まったく、本当にどうしようもない人だ。

　こちらからいくら言っても聞かないし、かといってこちらが突っぱねても聞いてくれない。

　だから思うところはあるとしても、ここは素直に従うのが一番良いのだ、と彼女は考えた。

「は、ふぅ」

　かくて女神官は今、暖かな湯に浸ひたっていた。体の芯しんから吐息を漏らし、全身を弛緩しかんさせる。

　温泉である。

　あの雪山はかつて火を噴く山であったらしく、土を伝って火の精霊が水を温めているとか。

　雪中に東屋あずまやめいて拵こしらえられた屋根の下、石で囲まれた温泉はほかほかと湯気を上げている。

　洗い場には石を組んで作られた、浴槽神の神体があるのはここも変わらない。

　ただ双面に誂あつらえられているのは、ここが男女の区別なき混浴だからだろう。

　故に女神官も、今回は体に布を巻いている……とはいえ。

　白く濁ったその湯に細身を浸せば、寒さと戦いで強張った体が、まるで蕩とけるよう。

　思わず気の抜けた声が漏れても、致し方ない事だった。

「う、うううう……」

　とはいえ妖精弓手に限っては、そうではないらしい。

　一糸まとわぬ裸体は肉付きが薄く、華奢で儚はかなげ、まさに妖精そのもの……なのだが。

　怯おびえた仔こウサギかなにかのように温泉の縁を右に、左に、文字通り右往左往。

　両手をぎゅっと握り、びくびく恐る恐る、爪先を湯に浸しては飛び退のく。

「うー、うー……ねえ、本当に平気なの？」

　それが沐浴もくよくを嫌う子供──年下の少女神官たちに似ていて、女神官は思わず微笑んだ。

「平気、へっちゃらです。ただ暖かい水が湧いてくる泉っていうだけですし」

「だって水と土と火と雪の精霊がぐっちゃぐちゃに混ざってて、気持ち悪くない……？」

「そうですか？　とっても気持ち良いと思いますけど……」

「そうかなぁ……」

　ちらちらと妖精弓手の目線が自分と女神官との間を行き来し、その長耳が頼りなく揺れる。


　ややあって、彼女はぐっと唇をかみしめて──……。



「え、えぇいっ！」

「ひゃっ!?」

　ままよとばかり妖精弓手は温泉へ飛びこみ、ざんぶと盛大な水みず飛沫しぶきが女神官へ降り注ぐ。

「ぷぁっ！」

　頭まで沈んだ妖精弓手が、水に落ちた猫のように顔をあげ、ぷるぷると髪の水を払った。

　そしてきょとんとした顔で女神官を見つめ、ほぅ、と息を吐く。

「……。あ、これ、あったかくて良いかも」

「もう、だから言ったじゃないですか。……ダメですよ、飛びこんだりしたら」

「ごめん、ごめん。でもほら勢いつけないと、怖くって」

「……ふふっ」

「……あははっ」

　頭からぐっしょりと濡ぬれた二人は顔を見合わせ、明るい声をあげて笑い合った。

　戦いの緊張というものは、いかな高位に至ろうともなくなるわけではない。

　妖精弓手は銀等級とはいえ未だ若く未熟で、女神官は言うまでもなかった。

　種族差はどうあれ精神的な齢としの近い娘たちは、並んで湯にたゆたい、天を見上げる。

　鈍い鉛色の雲に遮られ、星はなく、双つの月も朧にしか見えない。

　あの緑の月から小鬼は来るのだと、彼が言っていたのはいつだったか。

　湯のすぐ傍そばには畳まれた服と共に、先ほど小鬼と争った、彼女らの武具が置かれている。

　入浴中の奇襲に気をつけろ、と。ゴブリンスレイヤーは言ったものだった。

　──あの人、お風呂ふろでも鎧とか兜つけたままなのでしょうか？

　その光景を想像すると、なんだかやたらと面白くて、二人はさらにくすくすと笑った。

「他の皆さんも、来れば良かったのに」

「『拙僧は泥の方が性にあっておりますのでな』だって。泥浴びって何よ、泥浴びって」

　蜥蜴人わかんないわぁ。そんな彼女の物真似に、女神官は笑みを深める。

「鉱人の奴は、精神力回復には酒じゃ！　って。オルクボルグは……」

「見張り、ですよね」

　湯気で濡れた睫毛まつげを瞬かせ、女神官は湯の中でそっと膝を抱え込んだ。

「少しは休まないと、心配なんですけど……」

「でも活き活きしてるのよね、あいつ。ゴブリン退治だと」

「……それもそれで、どうかと思いません？」

　まったくだ、というのが二人の乙女の共通見解だった。

　ゴブリン、ゴブリン、繰り返し呟きながら雪原を見張っている姿は、容易に想像がつく。

「放っておいたら、きっとあのままで一生終わっちゃうわよ、あいつ」

「……そう、ですね」

　こくん、と。女神官は小さく頷きを返す。

　本当にそうだ。


　出会ってから一年、だいぶ彼は変わった。自分も変わった。とはいえ──……。



「ま、あいつに付き合ってるおかげで、こんな北に来れたんだから……私は良いけど」

　思考の合間をつくように、妖精弓手がぱしゃりと水面を鳴らし、かき混ぜた。

　湯気に煙る彼女の方へ、女神官はちらりと目を向ける。

「えと、確か……森の外を見に出て来た……んですよね？」

「そーよ？」

　のびのびと四肢を伸ばしてくつろぐ森人の横に、女神官はちょこんと座り直す。

「いくら『死ぬまで生きられる』からといったって、森の中だけしか知らないんじゃ、ね」

「……そもそも数千年っていうのが、わたし、想像もつかないんですけど」

「大したことじゃないわよ。大きな木みたいなもの。そこに在る。ただそれだけ」

　それ自体は悪いことじゃないんだけど。くるり妖精弓手は人差し指で宙に円を描く。

　女神官はその動きを自然と目で追ってしまう。

　それほど森人の所作は、ささやかなものまで洗練されているのが常だった。

「じゃあ」

　僅かに見惚みほれた気恥ずかしさを、女神官は口元まで湯に浸して誤魔化した。

「その暮らしが退屈だったから、外に出た……んでしょうか。よく、聞きますけど」

「半分あたりで、半分外れ。──やるべき事がある、っていう意味では充実してたから」

　増えた獣を狩って土に返し、増えた果実を頂いて喉を潤うるおし、天地の動きに目を凝らす。

　それはもう、目が廻る程だと言う。仕事は常にある。そして森が果つるまで終わらない。

　──でもね？

　妖精弓手は、悪戯っぽく笑って、片目を閉じて見せた。


「ある時、河を葉が流れてるのを見たの。で、どこまで行くのかなって思ったら──……」



　そしたらもう、止まらなくなったのだと、彼女は笑った。

　大急ぎで家に取って返して弓矢を摑み、牝鹿めじかよりも速く木立こだちの中を駆け、葉を追った。


　気づけばもうそこは森の外。川原の石を舞うように跳び、追って、追って──……。



「……何があったんですか？」

「それが、ぜんぜん、大したことないの」

　妖精弓手は、猫のように目を細めて笑った。

「堤ね。只人の作った、堤。初めて見たんだけど、あれは面白かったなぁ」

　河の流れに揉もまれながら漂い続けた葉は、そこに引っかかって止まっていた。

　それを神聖なる啓示と受け取った──なんてわけでもないけれど。

　妖精弓手は微かに笑う。笑って、僅かにあけた唇に、すぅ、と息を含む。




「河の流れの果てに何ぞある

　鳥の羽ばたく先に何が咲く

　風のうまれが彼方であれば

　虹のたもとはいずこであろう

　歩いてゆくには遠けれど

　歩いてゆかねば見れぬもの」




　涼やかな声が紡つむぐ、それは一篇の詩であった。

　ぱちくり、目を瞬かせた女神官に、妖精弓手は「ふふん」と自慢げに鼻を鳴らす。

　およそ森人ほどに典雅な種族はいない、というが。

　妖精弓手の視線がちらりと女神官の胸を見て、はぁ、と白く溜息を吐いた。

「これから育つのよね。……良いなぁ」


「ぅ……ゃッ!?」と女神官の口から変な声が漏れ、顔が一挙に赤らむ。



「い、いきなり、な、なにを言ってるんですか、なにを……！」

「時間の話よ、時間の。歌も、今のも」

　くすくす。喉の奥で鈴を転がすように妖精弓手は笑った。

　笑って、手を伸ばし、しっとりと濡れた女神官の髪を梳すく。

「……ね。私はほら、まだ余裕があるけど……さ」

「余裕、ですか？」

　されるがままに頭を撫でくりまわされながら、女神官は俯うつむいて問うた。

　うん、と妖精弓手は頷いた。

「……只人って、たった百年くらいで歳としを取って死んでしまうでしょ？」

「それは……」

「なんで皆、長く生きられないのかしら。それとも、私も只人だったらわかるのかな？」

「……只人に生まれたら、森人みたいに綺麗きれいになりたいって思いますよ」

　そう思えばこそ、女神官はぽつりと呟くようにそんな言葉を零した。

　今の自分である事に後悔はなくても「もし」という憧あこがれ、願望なら常にある。

　今日のようにゴブリンスレイヤーと肩を並べた時。背中を任せてもらえた時。

　もっと戦えれば。

　もっと奇跡に、術に長たけていれば。

　もっとあの人の役に立てたのでは？

　かつて、彼女は彼に「困っていたら助けます」と約束した。


　今の自分は「助け」になっているのだろうか？　このままでは──……。



　──放っておいたら、きっとあのままで一生終わっちゃうわよ、あいつ。

　いつか来るだろう結末を、避けられない気がするのだ。

「……」

「……きっと森人に生まれたら、只人に生まれたいって思うわよ」

　最後に一度、ぎゅっと妖精弓手は女神官の頭を抱いてから、するりと離れて行った。

　刹那せつな、女神官の鼻を森の香気が擽くすぐったような気がした。

　きっと気のせいだろう。ここは土と水と火の入り混じった場所なのだから。

　でも……気のせいでないのだとすれば。

　──きっと森人は、森から離れても森と繫つながっているのかもしれない。

　女神官は「そうですね」と言って、ほぅ、と息を吐いた。

　僅かに心の内、澱よどんでいたものが解けたような気持ちだった。

「……そろそろ、上がりましょうか。あまりのんびりしてる時間も、ありませんし」

「そうね」

　ざばりと、湯雫を払って妖精弓手は立ち上がった。

「……ほんと、世の中ってままならないわ」
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「状況はあまり良くない」

　ぱちりと火の弾はじける暖炉を前にして、ゴブリンスレイヤーは言った。

　村の酒場である。二階は宿になっている、ごく有り触れた施設。

　丸木の建物は暖炉の熱で満たされ、並んだ剝製トロフィーの影が炎に踊る。

　休憩を終えた冒険者たちは、蜂蜜はちみつ酒しゅのなみなみ注つがれた杯が並ぶ大卓をぐるりと囲む。

　薬師の姉妹しまいを始め、村人たちは「ぜひ我が家をお使いください」と申し出たが……。

　それはゴブリンスレイヤーが固辞した。

「金を払って宿に全員で泊まる。分散しては有事に即応できん」

　女神官はそれを聞いて、何故だかほっとする自分が不思議だった。

　今、冒険者たちの周囲を囲むように、空白地帯を作った上で村人は席についている。

　期待半分。好奇半分。女性陣へは好色な目を向ける者もいる。

　じろじろと視線を感じながら、女神官は居心地悪く身じろぎをした。

　──疑わしげなものがないのは、救いと言えば救いだろうけれど。

「……あんまり、歓迎されていないのでしょうか？」

　というのも、卓上に並ぶ料理のことだ。

　蒸むした芋、芋、芋、芋……芋ばかり。

　もちろん、女神官とて贅沢ぜいたくを言う気はない。質素な暮らしは慣れている。

　だがいくら冬、雪に備えて食料を節約せねばならないとはいえ、芋しかないとは。

「いや」鉱人道士が首を振った。「聞いた話だが、前の冒険者がしこたま買い占めたらしい」

「そんなに？」

「ゴブリン退治に必要だ、つーてな」

　女神官の不思議そうな声に、鉱人道士が頰杖ほおづえを突いて応じる。

「ははぁ、それはまた」

　ぱたり、ぱたり。何とも言えぬと、蜥蜴僧侶が尻尾しっぽを揺らした。

「寄こさぬなら小鬼退治はせぬ、と。半ば脅迫ですな。いや、必要であったのやも……？」

　ん、と。唇に人差し指をあてがって思案した女神官は、髪を流して小首を傾げる。

　こういう時、誰に聞けば良いかは明白だった。

「必要、なんですか？」

「時と場合と状況による」

　小鬼殺しの専門家は、きっぱりとそう断言した。

「巣穴を持たず、徘徊はいかいする部族トライブもないではない。追跡が長期に及ぶ事もある」

「でも、こっちは時間かけてらんないわね」

　妖精弓手がちびり、ちびり、舐なめるように蜂蜜酒を舌で楽しみながら言った。

　その頰は既に僅かに赤らんでいる。湯上がりなのもあろうが、明らかに酒精が原因だ。

「巣穴の中は不明。数も不明。冒険者がまだ生きている可能性だってあるし」

「だが村人が攫われていないのは幸いだ。救助まで手を回せるかわからん」

　ゴブリンスレイヤーはこっくりと頷き、卓上の皿を押し退けて一枚の羊皮紙を広げた。

「鏃から広がる病が致命的になるまでは待てんが、多少は弱っているやもしれん」

　狩人に頼んで作成してもらった、簡素な線で描かれた村から山にかけての地図だ。

　細かな走り書きは、筆致を見る限りゴブリンスレイヤー自身が付け加えたものだろう。

「猟師の話では、ゴブリンの住み着きそうな巣穴はここにある」

「でもさ」と、妖精弓手が地図に指を這はわせ、村と洞窟との距離を測って言った。

「村人がさらわれてないなら、どうしてすぐに潜らなかったんだろ？」

「先行の冒険者どもが何を考えたか、大凡おおよその想像はつく」

　皆の視線を一身に集めたゴブリンスレイヤーが、油揚げされた芋を口に頰張った。

　兜を揺らしてもぐもぐと咀嚼そしゃくし、飲み下す。

「薬師の娘から聞いた。連中、材木なども買い付けていったそうだ」

「材木ゥ？　何だってそんなもんを……ああ、まてまて」

　鉱人道士が「考えるから言うなよ」と、蜂蜜酒をがぶがぶ呷りながら言った。

　口髭についた雫を手で拭うのを、妖精弓手がうろんげに見るのもお構いなし。

　むぅ、と唸うなった鉱人の知恵者は、ややあって「お、わかったぞ！」と指を鳴らす。

「薪じゃねぇから燻いぶすのは違うだろ。なんか拵えるためだ。で、食料。てぇこたぁ……」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは、至極当然と言った口ぶりで断言した。

「兵糧ひょうろう攻めだ」

　ぱちり、と。音を立てて暖炉の炎が弾ける。

　しばし、誰も何も話さなかった。

　蜥蜴僧侶が火かき棒を手に取り、意味もなく暖炉の中の薪をかき混ぜた。

　がたりと炎の中で薪が崩れ、火花が音を立てて散った。

「……敵の数が多く、こちらが少数であろうと思うのですがな」

「有効な時は有効だ」ゴブリンスレイヤーは、淡々と言った。

「しかし敵地に少数で乗り込んで殲滅せんめつする時、使う戦術ではない」

　結果、無暗むやみに餓えさせられたゴブリンどもの逆襲、そして略奪が起こった。

　何週間にも亘わたってゴブリン退治から帰還もせず、全滅したとの報せもないなら……。

　──これ以外に、ない、ですよね。

　女神官は、その様を想像して、硬く身を強張らせた。

　飢えたるゴブリンどもと、幾日にも亘って対峙し続ける恐怖。

　──耐えられそうに、ないです。

　それに、と彼女は続けて思う。

　少なくとも食料の略奪を避ける為に依頼した村人から、食料をせしめて行う作戦ではない。

「俺たちは剣一振り、薬一瓶、糧秣りょうまつ一食分さえ自分で拵える事はできん」

　がぶり。ゴブリンスレイヤーは蜂蜜酒を呷った。兜の隙間から、器用に飲む。

「補給を断たれた冒険者は、早晩に壊滅するだろう」

「……オルクボルグは、もうちょっと他の事も顧かえりみなさいね」

「努力はしている」

　妖精弓手の言葉にそう応じて、彼はまたがぶり、がぶりと蜂蜜酒を呷る。

　四人の仲間は、その様を微かに頰を緩めて見守った。

　この男がそうでなくば、一党パーティなど組まなかったに違いないからだ。

「して」と、間をとって、参謀らしさが板について来た蜥蜴僧侶が口を開く。

「小鬼殺し殿は、いかに戦術を立てておられるのかな？」

「特にはない」

　ゴブリンスレイヤーの声は、彼にしては珍しく、どこか愉快そうであった。

　内部構造や残敵数がわからない。

　冒険者がまだ生きてるかもしれないから、巣穴ごと潰つぶす方策は取れない。

　そして一度撃退された以上、確実に小鬼は第二、第三の襲撃を仕掛けるだろう。

　故に、選ぶ戦術はただ一つ。

「速攻戦だ」
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　かくて、冒険者たちは夜明けと共に村を出立した。

　一刻も早く巣穴を目指したくはあったが、夜は小鬼の領域だ。

　いくら昼夜問わない白い闇やみの世界とはいえ、相手にあわせてやる必要はない。

　安全と危険と、天秤てんびんが釣り合うギリギリの時間帯を選ぶことに、異議はなかった。

　異議はなかった、が。

「う、うううう、さ、さむぅーい……！」

　ぶるぶると長耳を震わせながら、妖精弓手エルフがぼやき、雪の積もった斜面を懸命に歩む。

　野歩きに慣れた彼女でも、やはり初めての雪山は難しいのだろう。

　全員を綱で繫つないでの雪中行軍、雪中登山は、なかなかに難航していた。

　雪は深く冷たく足を取り、悪くすると雪が固まっているだけで下は谷なんて箇所もある。

　ところどころに隆起した岩は鋭く、うっかり転落しようものなら命はあるまい。

「ぬ、ぐ……む。……これは、なかなか……」

「大丈夫ですか……？」

「なんの、これしき……！」

　いわずもがな南国出の蜥蜴僧侶リザードマンは、冷えれば身の動きも鈍くなる。

　心配そうに覗のぞき込む女神官に頷うなずき、尾を引きずる蜥蜴僧侶の手を、鉱人道士ドワーフがグイと引く。

「もちっと頑張れい。《追風テイルウィンド》で吹雪ふぶき避けしとるから、まだマシじゃろ」

「うむ。……すまぬな」と、蜥蜴僧侶は頷いて「小鬼殺し殿。先はいかがかな？」

「問題はない」

「それは、重畳ちょうじょう」

　そしてそんな四人よりも僅かに先んじて、ゴブリンスレイヤーの姿が在った。

　尾根の向こうを見降ろした彼は、手元の地図と比べて方位を確かめる。

「もう、目の前だ」

　それはさながら、虫食いのような光景だった。

　純白の山肌に、ぽっかりと穿うがたれた黒い穴。汚物が、脇わきに積まれている。

　間違いなく、怪物の住まうねぐらであろう。

　一行は顔を見合わせて頷き合い、手ごろな岩陰に防水布を敷いて小休止の準備を整えた。

　幸い、鉱人道士が風精を通じてこさえた《追風》があるため、吹雪は凌しのげる。

「暖を取らにゃな。おうい、かみきり丸。火を焚たいても良いかね」

「頼む」

「はいよ」

　さすがに鉱人ドワーフの手技は見事なもので、乾いた枝を取り出すと、火打石を叩たたく。

「どこから見つけたんですか？」と女神官。

「雪の下、そのまた下だの。覚えとくとええ」

　火はゴブリンどもに見られぬよう、雪を掘ったくぼみのなかで焚かれた。

　天は鉛なまり色の雲に覆おおわれてうす暗く、太陽の光も弱々しく、遠い。

「日暮れが近い。体が解ほぐれたら、潜もぐるぞ」

　すかさずゴブリンスレイヤーは鎧よろいの留め具を緩め、雑囊ざつのうを降ろす。

　普段から決して装具を外そうとしない彼の姿に、ちょこんと座った女神官が首を傾かしげる。

「……？　あれ、そんな風にしちゃって良いんですか？」

「逆だ。少しの時間でもこうしなければ、体が休まらん」

　籠手こてを外して、厳ついが日焼けしていないその手を、彼はぐっぐっと機械的に解していく。

「手足も揉もんでおけ。氷の精に毒されれば、腐って、落ちるぞ」

「ひぃっ」

　と、悲鳴を上げたのは妖精弓手だ。精霊の事を良く知っているだけに恐怖もひとしおらしい。

　彼女は引きつった顔で自分の手足を揉みほぐしはじめている。

「足もだ。忘れるな」

「あ、はいっ」

　慌てて、女神官もブーツを脱ぎ、靴下を脱ぎ、露あらわになった細く白い足指を揉んでいく。

　驚いたのは靴下だ。だいぶ濡ぬれて、重い。汗と雪とが混ざったせいだろう。

　──替えのを持ってきておいて良かった……。

「そっちはどうだ？」とゴブリンスレイヤーは蜥蜴僧侶へ目をやった。

　鱗うろこに包まれた顔は、ゴブリンスレイヤーとはまた違う意味で表情が分かりづらい。

　が、しかし寒さで強張こわばっていることくらいはわかるものだ。

　蜥蜴僧侶は鱗に貼はり付いた氷片を、爪先つまさきではがしながら頷く。

「う、うむ。……いやはや、参りましたな。よもや世の中、これほど寒い場所があろうとは」

「もっと冷えた場所もある」

「なんと！」

　父祖が寒さで滅びたというのもむべなるかな。身を震わせる蜥蜴僧侶に、鉱人が忍び笑う。

　手回しの良い事に、鉱人道士は鞄かばんの中から火酒と人数分の小杯を取り出し、配りはじめた。

「ほれ、酒じゃ、酒。飲め飲め。あったまるぞ」

「なんと。うむ、さすがに術師殿は手際てぎわが良い」

「褒めるな褒めるな。ほれ、お前さんらも」

「あ、ありがとうございます」

「ありがと」

「貰もらおう」

　一同に酒がいきわたると、彼らはそれを舐なめるように飲む。

　暖をとるためだ。酔っぱらっては意味がない。

「そういえば、確か、あなた、位階を高めてドラゴンになるのが目的なのよね」

　ふと気まぐれに、妖精弓手がゴブリンスレイヤーから蜥蜴僧侶へ話を向ける。

　のそのそと大きな体軀たいくを縮めて火に当たる彼は、その手に糧秣りょうまつの小袋を握っていた。

　行軍の最中に口寂くちさびしくなったか、小腹が空すいたか。チーズを取り出しかけた所らしい。

　蜥蜴僧侶はそんな行為を隠そうともせず、勿体もったい振ぶった重々しい仕草で頷いて見せた。

「いかにも」

「チーズ好きなドラゴン、ねぇ」

　妖精弓手は両手で抱えたカップの中身を舐めながら、くすくすと笑った。

　大口を開けてチーズを齧かじって見せると、蜥蜴僧侶は真剣な様子で言った。

「生贄いけにえの乙女おとめやら財宝やらを求めるより、よほど衆生しゅじょうにとっては良き竜でありましょうや」

「……ま、退治される心配はないか。ひとかけちょうだい？」

「良いですとも」

　ゴブリンの穴の間近、火を焚いても尚寒いが、暖をとれている妖精弓手は上機嫌だ。

　彼女は黒曜石の小刀で、蜥蜴僧侶が差し出したチーズを切りとり、ひょいっと口へ放り込む。

　相変わらず、あの牧場の食べ物は美味だ。長耳が楽しげに揺れ動く。

「実際さぁ。竜的に、女の子って美味おいしいの？　それとも儀礼的な意味があるとか？」

「さぁて、どうですかな。拙僧も竜になれば気持ちがわかるやもしれませぬが」

「そもそも、その、竜になれるって疑わないんですか？」

　おずおずと。遠慮がちに酒を舐めながら、女神官が問うた。ほぅ、と息が唇から漏もれる。

「火を噴いたり、空を飛んだり、奇跡でできるのかな、って」

「ふふふ。それこそ古老曰いわく、という奴やつではありますが……」

　一人だけ既に一杯を呑のみ干し、二杯目を手酌てじゃくで注つぎながら鉱人道士がまぜっかえす。

「だいたい、年寄りの言う事はあてにならんかんの」

「しかし、故郷には骨と転じた巨大な恐るべき竜がおりましてな」

　猿とて只人ヒュームになれたのだから、いわんや蜥蜴をや。

　蜥蜴僧侶が厳おごそかに呟つぶやく言葉に、女神官は微かすかに苦笑する。信仰は人それぞれだ。

「あ、そうだ！」

　と、不意に妖精弓手がぱちりと細く長い指を鳴らした。

「あなたが竜になって、不死イモータルになったら、私、遊びに行ったげるわ」

「ほう」

「どうせ千年後くらいでしょ。退屈ったらないわよ。友達がいなきゃ耐えられないんだから」

　きっと世の中の竜が暴れたりするのは暇つぶしが六割ね。妖精弓手は大おお真面目まじめに言う。

　なるほど。蜥蜴僧侶は重々しく頷く。そして思い描いてみる。己おのが竜となった後の事を。

「……小鬼退治の冒険談を話す竜。上かみの森人エルフが訪ねて来る竜」

「そして、チーズを好む竜……ね」

　妖精弓手の言葉に、彼はぐるりと愉快そうに目玉を回した。

「悪くはありませぬな」

「でしょう？」

「とまれ、千年後のことよりはまず目先でしょうや」

　蜥蜴僧侶はぐい、と首をゴブリンスレイヤーの方へ巡らせた。

「して、小鬼殺し殿。どう攻めまする？」

「そうだな」

　黙って皆の話を聞いていたゴブリンスレイヤーは、首肯し、一瞬を思考に費やした。

「常通りに行こう。前から戦士、野伏レンジャー、神官戦士、神官、呪文遣い」

「定番ですな」と蜥蜴僧侶。

「見たとこ洞窟の幅も広かろうし……ほんなら二の三で良いかの」

　続けて、ひょいと積雪ごしに洞窟の方を覗いた鉱人道士が言う。暗視は種族的なものだ。

　ぽっかりと空あいた洞窟は、まるで招き寄せるかのように静かで、暗い。


　入口には見張りらしき姿がない。それは罠わななのか、油断しているのか、あるいは──……。



「……ちっ、酒が不味まずくならぁや」

　鉱人道士は、吐はいて捨てるように舌打ちをした。

　入口の横に積まれた汚物が、決してゴミや何かではないと気づいたからだろう。

　それは、冒険者の軀むくろであった。

　ぐちゃぐちゃに破壊された木の柵に括くくりつけられたように打ち捨てられた、死体。

　装備も剝はぎ取られ、さんざん嬲なぶり者にされ、晒さらされた間に獣に貪むさぼられ……。

　特に凄惨せいさんなのは、森人と思わしき女の死体であった。

　思わしきというのは、よほど抵抗したためだろう。死して尚、暴力に晒されたからだ。

　耳を只人のように切りとって口に押し込むなど、小鬼の悪辣あくらつさは、どうしようもない。

「……？　何かあったの？」

「……なんでもねぇ」

　きょとんと小首を傾げる妖精弓手に、鉱人道士はぶっきらぼうに言った。

「なんでもねぇが、あんまキョロキョロすんなよ、耳長娘」

「そんなことしないわよ。……たまにしか」

「おい」

　僅かに唸うなったゴブリンスレイヤーが、静かに鉱人道士に問いかける。

「……金髪はいたか」

　鉱人道士は、ゆるく首を左右に振った。髭ひげをしごき、もう一度覗きこみ、やはり首を振る。

「いんや。見る限りじゃ、いねぇわ」

「なら、まだ時間はあるようですな」

　蜥蜴僧侶が首肯し、二人の男が続けて頷く。

　そのやりとりで何があったかを察したのだろう、女神官が、びくりと身を震わせる。

　ゴブリンスレイヤーは、彼女の肩を軽く叩いて、言った。

「行くぞ」

　そしてその視線が、女神官の細く白い素足に流れる。

「靴下と、靴を履はけ」
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　掲かかげられた松明たいまつの影が、吹き込む風を受けてゆらゆらと不気味に踊る。

　しかし斜面に穿たれた横穴は、一歩入ればそれだけで雪も風も遮さえぎられ、暖かくはあった。

　奥から漂う肉と糞尿ふんにょうの腐った異様な臭においさえなければ、心地良ささえあったかもしれない。

「む。いきなり下り坂でありますな」

「けど、向こうは上り坂になってるわね」

「ふぅむ……」

　一歩洞窟に踏み込んだ蜥蜴僧侶は、そう言って興味深げに尾を揺らした。

　なるほど、小鬼の巣穴は入ってすぐ、下に掘り抜いたかのように大きく下り、また上っている。

　ずいぶんと激しい勾配は、およそ天然のものとも思えず、小鬼の手によると見えた。

「ふむん。こら、雨避け、雪避けだの」

　と、さすがに鉱人はその手の造詣ぞうけいが深い。一目で看破し、背後の入口を見やる。

「吹きこんでくる雨雪が、まずここに溜たまる。だもんだから、中まで入ってこんのだ」

「……ゴブリンがこんな工夫をするのですか？」

　不思議そうに、あるいは驚きから目を瞬またたかせ、女神官が小首を傾げる。

　ゴブリンは馬鹿ばかだが間抜けではない──とは、彼女も常々聞かされた言葉である。

　それはつまり、知識がないだけであって、小鬼が思考しないわけではない、ということだ。

　しかし、これは……。

「さあな」

　だがゴブリンスレイヤーの返答は淡々として、無機質なものだった。

　彼は腰の剣を抜くと、それで勾配の底に溜った泥水をかき混ぜ、舌打ちをする。

「まだ、何とも言えん。それより、下手へたに水たまりを踏むな」

「なにか、ありましたか？」

「罠だ。下に杭くいが埋まっている」

　いわば落とし穴だ。土を被かぶせて偽装するのではなく、泥水でもって隠蔽いんぺいする。

　矢筒から抜いた木芽の矢で泥水の深さを確かめた妖精弓手が、あからさまに顔をしかめる。

「うっわ、陰湿ぅ」

「感知は頼む」

「はいはい。まかされました、っと」

　ひょいと軽かろやかに水たまりを避けて進む妖精弓手が、悪戯いたずらっぽく片目を閉じて、笑った。

「そう何度も汚されたら嫌だもんね」

　妖精弓手の首元には、匂におい消しの香袋がぶら下がっている。

　彼女は長耳を揺らして自慢気だが、ゴブリンスレイヤーはきっぱりと首を横に振る。

「汚すのが目的ではないぞ」

「あ、あはははは……。うん、まあ、汚れちゃうと洗うのも大変ですから、ね？」

　そう乾いた笑みを浮かべる女神官の首元にも、認識票と並んで香袋が揺れる。

　いくら慣れたとは言ったって、好き好んで血を浴びたいわけではないのだ。

　……いや、それを言えば、あの入口脇に積み上げられた死体の山とて、そうだ。

　幾度もゴブリン退治を経験して、何度も見て、慣れた──つもりでは、あっても。

　こうして冗談のひとつ、軽口のひとつも叩かねば、とてもではないが……。

「……ね」

　ちらり。前を行く妖精弓手が目配せをし、微かに頷いた。

　彼女とて同じだ。森人の感覚は鋭敏である。

　いくら周囲が多少なり気遣ったところで、死体の詳細がわからないはずもない。

　長耳が微かに揺れているのを認めて、女神官も頷き返す。

「がんばり、ましょう」

「ん」

　上り下りの勾配を二、三抜けて、一行はようやく、洞窟の本道へと入り込んだ。

　ゴブリンスレイヤーは松明が短くなったのを認め、雑囊から新たな一本を抜いて火を移す。

「持っていろ」

「あ、はいっ」

　そして短い方を女神官に渡し、自身は煌々こうこうと燃える松明を掲げた。

　一行の中で、そして洞窟の中で、夜目が利きかないのは只人だけである。

　ゴブリンスレイヤーは灯あかりで照らし、土の壁をじっくりと調べていく。

　粗雑な道具で掘ったのだろう。だいぶ粗いが、しかし頑丈。典型的な小鬼の巣だ。

　しかし、問題はそこではない。

「……トーテムの類たぐいが見当たらんな」

「シャーマンは、いないのでしょうか？」

「わからん」

　ゴブリンスレイヤーは、緩く首を左右に振った。

「わからんが、気に入らん」

「んんん、呪文遣いがいないっていうだけなら、楽なんだけど……」

「いささか、拙僧も気になって参りましたな」

　眉根まゆねを寄せる妖精弓手に追従して、蜥蜴僧侶が重々しく口を開く。

「村への襲撃、先だっての冒険者一行を壊滅せしめた技量。知恵者なしとは思えませぬ」

「やっぱり闇人ダークエルフとか、オーガがいるのでしょうか？」

「……もしかしたら悪魔デーモンとかね」

　妖精弓手が、何とも言えぬ表情で呟くと、それが洞窟に木霊こだまし、妙な響きをもたらした。

　冒険者たちは顔を見合わせ、その中で鉱人道士が、髭をしごいて息を吐いた。

「ああ、やめい、やめい。かもしかでビビってちゃ世話ないわい」

　彼は小柄な背丈せたけから手を伸ばし、ばしりとゴブリンスレイヤーの背を叩く。

「『名剣を鎚で打つ』じゃねぇが、かみきり丸よ。今はやるべき事に頭を回した方が良かろ」

「……ああ」

　ゴブリンスレイヤーは最後にもう一度松明を掲げて壁を見ると、頷きを返した。

「今のは、鉱人の格言か？」

「おうよ」と自慢げに鉱人道士は鼻を擦こする。

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーはずかずかと、無造作ないつも通りの足取りで、歩き出した。

　名剣をさらに鍛きたえる必要はない。ふむ、と僅かに声が漏れる。悪くはない。

　洞窟は特段、迷宮じみて入り組んでいる様子もなく、彼らは道なりにしばらく進んだ。

　ゴブリンの気配らしきものはなく、ただただ、腐敗臭のみが立ちこめている。

「……気分悪くなりそう」

　げんなりとした妖精弓手が服の襟元えりもとを引っ張って口を隠そうとしながら、ぼやく。

　皆も言葉にこそしなかったが、気持ちとしては同じだろう──ゴブリンスレイヤー以外は。

　やがて冒険者らが行きついたのは、丁字路であった。

　すかさず妖精弓手が這はいつくばるようにして身を屈かがめ、床に目を凝らして足跡を探る。

「……右側の方が足跡は多いわ」

　ぱんぱんと手の土ぼこりを叩いて、妖精弓手は言った。

　建築物の中ならともかく、天然の洞窟であれば、彼女の眼は確かである。


　とすれば右手が寝床、左手は武器庫か、倉庫か、あるいは──……。



「以前は、便所から先に叩きましたな」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「便所に籠こもった奴が逃げると、面倒だからな」

「今回もそのように？」

「……ふむ」

　ゴブリンスレイヤーは、低く唸る。

　定石通りに行くべきか。否か。

　いつもと同じ戦術で良いのか、どうか。

　相手がこちらの戦術を看破している可能性は？

　想像をする。考える。

　投擲とうてきこそが只人第一の武器であるならば、知略こそは第二の武器だ。

　自分が、ゴブリンならば、どうだ。

「右から叩くぞ」

　ゴブリンスレイヤーは迷いなく決断した。

　否やはない。

　妖精弓手が大弓の弦つるに矢を番つがえ、蜥蜴僧侶が牙の刀を研磨し構える。

　鉱人道士は触媒の詰まった鞄に手を入れ、女神官は錫杖しゃくじょうをしっかと握る。

　素早く洞窟の中を駆け抜けた彼らが辿たどり着いたのは、大きく掘り抜かれた広間。


　そして奇襲用の穴を穿つべく、円匙スコップ、鶴嘴つるはしを担かついだ、ゴブリンの群れ──……！
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「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》！」

　はたして、先手を取ったのは女神官であった。

　熟練の技などではない。さいころの目が良かっただけ。

　しかれども、そこで咄嗟とっさに《聖光ホーリーライト》の奇跡を躊躇ちゅうちょなく嘆願出来たのは、彼女の成長の証あかしだ。

　女神官はたかだかと掲げた錫杖の先に、神為なる奇跡を宿し、燦然さんぜんと洞ほらを照らしだした。

「ＧＯＲＡＲＡＢ!?」

「ＯＲＲＲＧ!?」

　神聖なる光に撃たれ、瞼まぶたを抑えて喚わめくゴブリン、その数は十、いや十五──？

「十七。田舎者ホブなし、術なし、弓あり。いくぞ！」

　一方、光を背負った冒険者たちは一切いっさいの不利益を被こうむらない。

「一番、もらいっ!!」

　ゴブリンスレイヤーの号令一下、次いで放たれたのは木芽鏃やじりの矢だった。

　妖精弓手は蜘蛛くも糸弦を優雅に引き絞り、手にした三本を一挙動で放ったのである。

　暗所であろうと狭所であろうと、森人の弓は狙ねらい違たがうことがない。

　およそ高度に熟達した技術は、魔法と区別がつかぬもの。

　見る間に射殺されるゴブリン、残り十四。そこへ襲いかかるは、石礫いしつぶての雨。

「《仕事だ仕事だ、土精ノームども。砂粒一粒、転がり廻まわせば石となる》！」

　ザッと鉱人道士が一つかみの砂を宙へ投じ、それが礫に転じて降り注そそいだのだ。

「ＯＲＧＡＡＡ!?」

「ＧＲＯＯＲＯＢ!?」

　悲鳴を上げ、骨を砕かれ肉を打たれ、のけぞり逃げまどうゴブリンども。

　文字通り十把じっぱ一ひと絡からげ、あるいは一網打尽に《石弾ストーンブラスト》の術は小鬼を襲う。

　無論、ここで使う術は味方への支援でも、敵への妨害でも良かった。

　あえて攻撃の《石弾》をもちいたのは、鉱人道士の判断に依る。

　範囲を巻き込む呪文は、こと先手、接敵前でこそ猛威を振るうものだ。

　残り十。

　ゴブリンどもが目から汚らしい涙を流して喚きながら、押し寄せてくる。

「いよぉし！　良いぞ、かみきり丸！　鱗の！」

「オォウッ！」

「よし」

　けたたましい怪鳥音、あるいは短い返事と共に、二人の前衛が広間の入口に立ちはだかる。

　決して踏み込まないのは当然で、多数を相手取るなら狭門せとに陣取るのが戦術の常だ。

　四倍近くあった戦力差が、今や僅かに二倍。そして通路へ同時に立てる小鬼は二、三匹。

　対する戦士が二である以上、局地的に見れば、もはや互角と言っても過言ではあるまい。

　こと戦闘において主導権イニシアチブを握ることは、これほどまでに重要である。

　何となれば、常にゴブリンは冒険者より多いのだから。

　往々にして、その当たり前過ぎる事実を認識できない冒険者の末路は、悲惨だ。

「ＧＯＲＲＯＢ！」

「イィィアッ！」

　未いまだ目に残光が焼きついたまま迎え撃つゴブリンどもの攻撃は、恐るるに足らず。

　蜥蜴僧侶の爪爪つめつめ牙尾が踊り、一匹の小鬼がしたたかに打たれ、一匹が切り捨てられる。残八。

　蜥蜴人リザードマンは獣性を尊ぶ。知性と獣性を兼ね備えるのが竜であるが故に。

　荒々しく猛々しく、咆哮ほうこうと祝詞のりとを撒まき散らす蜥蜴僧侶に、生き残りのゴブリンがたじろぐ。

　一方、その真横。

「ふん」

　黙々と義務的に的確に、ゴブリンスレイヤーが小鬼の急所を突いて殺していた。

　喉のど。心臓。あるいは頭。人型の生き物であればこそ致命的部位は多い。

　ゴブリンスレイヤーは喉を好んだ。突けば、即死させずとも無力化できるからだ。

　がぼがぼと濁った声をあげるゴブリンを蹴倒けたおし、奥にいる一匹へ剣を投げ撃つ。

「ＯＲＡＧＡＧＡ!?」

「十、十一」

　喉を貫かれ、もう一匹も斃たおれる。暗所であっても、その狙いは的確だ。

　残六。ゴブリンスレイヤーは死んだ小鬼の棍棒こんぼうを蹴り上げ、奪い取る。

　横合いの一匹が手斧ておのを振るうのを盾で受け、腹目掛けて棍棒を突き込む。

「ＯＲＡＲＡＯ!?」

　口から汚物をぶちまける小鬼へ、続けざまの一撃。これでさらに二匹。

　無慈悲に頭蓋ずがいを打ち砕き、ゴブリンスレイヤーは盾に散った吐瀉物としゃぶつを平然と払った。

「十三。そろそろ敵が立ち直るぞ」

「はいっ！」

　残四。無論、手を抜く気はない。

　女神官は緊張を顔に滲にじませながらも、錫杖を手繰たぐり寄せて魂削る祈りを捧ささげる。

「《いと慈悲深き地母神よ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》!!」

　地母神は敬虔けいけんな信徒の祈りに応こたえ、またしても奇跡を賜たまわった。

　目も眩くらまんばかりの白光が、洞窟の闇を塗り潰つぶす。

　しかし、小鬼どもも、決して間抜けではない。

　知識に欠けようと、知恵となればその悪賢さは他ほかの追随ついずいを許さない。

　倫理観なき悪童に暴力が備われば、どうなるかは明白だ。

　あの小娘が掲げた杖つえが光った。

　また杖を掲げようとしてる。

　なら、また光るはずだ。

　至極単純明快な事実から、ゴブリンのうち一匹が咄嗟に顔を伏せる。

　悪いことに、そのゴブリンの得物は弓矢であった。

　他三匹の仲間が次々と殺される中、彼は顔を伏せ、機を見計らい、矢を番えて弓を引き絞る。

「──ッ、あぁ!?」

　驚愕きょうがくの声にも似た悲鳴。弾はじかれたように転げたのは他でもない、妖精弓手だった。

　ゴブリンの矢は見事に前衛二人の間隙かんげきを突いて、彼女を穿ったのだ。

　まさしく会心の一撃クリティカルヒット。

「これはしたり……！」

「む……」

　妖精弓手のすらりとした太股には、禍々まがまがしくも粗雑な矢が、無惨に突き立っている。

　ゴブリンスレイヤーはちらりと背後へ一瞥いちべつをくれると、棍棒を投げ撃ってから駆け出した。

「ＯＲＡＡＧ!?」

　くるり。宙で一度回転した棍棒はゴブリンの頭をしたたかに打ち据すえ、悲鳴を上げさせた。

　だがそれだけでは即死せしむるには一手足りない。

　ゴブリンスレイヤーは走りながら足元より短剣を拾い、最後の数歩を一跳びに襲いかかった。

　ゴブリンは逃れんと咄嗟に矢を摑つかんで振り回すが、もう遅い。心臓を貫き、抉えぐり、仕留める。

「ＧＯＡＯＲＲ……!?」

「……十七」

　これで、皆殺しだ。

　累々たる屍しかばねを見回し、ゴブリンスレイヤーは手ごろな長剣を拾い上げて鞘さやへ叩き込んだ。

「おいおい、平気か、耳長娘……！」

「い、つつ……。だ、大丈夫。ごめん。失敗しちゃった」


「すぐに手当をしますね……！　毒は──……？」



「どれ。まずは矢を抜かねばなりますまい……」

　青ざめた顔で気丈に振る舞う妖精弓手は、矢傷を抑えながら「お願い」と呟く。

　本来であれば、すぐに仲間たちの元へ駆け寄って様子を見るべきなのだろう。

　しかれど、ここは未だ敵地だ。伏兵に備え、周辺を警戒する必要があった。

　ゴブリンスレイヤーが見る限り、致命傷ではなく……それに、確かめたい事もある。

　彼は最後に仕留めた小鬼射手の死体を、無造作に脚で蹴り転がす。

「……む」

　ごろり。露わになった肩口に、癒いやされた矢傷の痕あとがあるのを認め、彼は呻うめく。

　そのゴブリンに見覚えがあった。

「……あっ!?」

「どうした」

　と、その時である。

　背後から聞こえた驚きの声にゴブリンスレイヤーは振り返る。

　ずかずかと足早に歩み寄れば、うずくまった妖精弓手の真横、女神官が彼を見上げる。

「ゴ、ゴブリンスレイヤーさん。これを……見て、ください」

　女神官が妖精弓手の血で汚れ、震える手で差し出したのは、一本の矢柄だった。

　そう、矢柄だ。鏃はない。

　ゴブリンの手によると思わしき、その辺の枝を削り、申し訳程度の矢羽を括った矢柄。

　しかしその鏃の固定が、甘かった。いや、甘くされていたのだろう。

　矢柄は鏃から抜けて、妖精弓手の体内に鏃を留めさせていた。

「……学習した、だと？」

　迂闊うかつだった。

　いや、思案するのも後悔するのも今は後回しだ。

　ゴブリンスレイヤーは、躊躇ためらわず妖精弓手の横へとひざまずいた。

「痛むか？」

「へ、へいき、だってば……。オルクボルグ、気にしすぎ……」

　僅かに動くだけでも痛むのだろう。妖精弓手は太股から血を流しながら、呻く。

「傷口を押さえていろ。血止めになる。応急だが」

「う、うん。わ、わかった」

　妖精弓手は気丈に応じているつもりだろうが、その声は普段より弱々しい。

　ゴブリンスレイヤーは彼女への質問を切り上げ、女神官へと問うた。

「毒の類はどうだ」

「今のところは、ないと思います。けど……」

　女神官は答えながらも、気遣わしげに妖精弓手の傷口を見やった。

　ギュッと手で押さえていても、指の隙間すきまからじわりじわりと血が滲んでいる。

「鏃が残っていては、治癒の奇跡で傷口を塞ふさいでも意味がないので……」

　神為る奇跡と言えど、地上に在る限り万能とは程遠い。

　体内に異物が埋まったまま《小癒ヒール》を施ほどこすのは、なかなかに難しい事だった。
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　ゴブリンスレイヤーは蜥蜴僧侶を見やるが、彼もまた重々しく首を横に振る。

「《治療リフレッシュ》も、肉体が持つ治癒力を増すものですからな」

　とすれば、決断は早い。鉱人道士が触媒の鞄を探りながら言った。

「つーたかて、放っておくわけにもいかんだろ。かみきり丸、ちと手伝えや」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーと鉱人道士は目配せをしあい、すぐに行動をはじめた。

　意図を解した女神官が憂うれいた顔をし、理解していない妖精弓手が不安げな顔をする。

　ゴブリンスレイヤーは小鬼から奪った物でない、自分の短剣を鞘から抜き、刃を検あらためた。

「俺がやる。火を頼む」

「あいよ。《踊れや踊れ、火蜥蜴サラマンダ。尾っぽの炎をわけとくれ》」

　鉱人道士が鞄から火打石を取り出し、それをガチガチと叩いてまじないを口にする。

　途端にぼぅ、と小さな鬼火が空中に躍おどり出て、ゴブリンスレイヤーの短剣に灯ともった。

　ゴブリンスレイヤーは丁寧に刃を炙あぶり、軽く素振りして炎を消す。

　それと同時に雑囊から手拭てぬぐいをひとつ抜き取って、妖精弓手へと放った。

「咥くわえていろ」

「な、何をする気？」

「ナイフで鏃を抉りだす」

　妖精弓手の長耳がびくーん！　と大きく跳ねた。

「い、いやよ、そんなの！　帰ってから、帰ってからで……！」

　尻しりもちを突いたまま片足でずりずりと後退しようとする彼女に、鉱人道士が溜息ためいきを一つ。

「駄々をこねるない、耳長娘。かみきり丸が言うとったろう。こっから脚が腐り落ちるぞ」

「そうなっては、もはやくっつける事もできませんなぁ……」

　隣では蜥蜴僧侶が天から石が降ってきたような、諦観ていかんしきった調子で首を左右に振る。

「う、ぐ、ぐ、ぐ……」

「皆さん、あんまり脅かさないほうが……」

　見かねた女神官が、困り顔で男性陣をたしなめる──が、別に止めようとはしない。

　彼女は一度、強引ごういんに矢を抜かれた事があった。

　怖さも痛みも、そして放置した際の害悪も理解している。

「……せめて、なるべく痛まない方法でお願いしますね」

「そのつもりだ」

　ゴブリンスレイヤーは赤々と熱された刃が、程よい温度まで冷えるのを待った。

　こうすれば刃の毒気が失せることを、彼は旅の医師から教わっていた。

「傷を見せろ」

「う、うう……。ほんとに痛くしないでよね……？」

　恐る恐るといった様子で、顔から血の気の失せた妖精弓手が手をどける。

　ゴブリンスレイヤーは答えず、血を溢あふれさせる傷口の具合を確認した。

「酒を」

「おうとも」

　鉱人道士が火酒を口に含み、《酩酊ドランク》の術を使う時のように、ぷぅっと噴き出した。

　燃えるような酒精を傷口に浴びせられ、妖精弓手が目に涙をためてのけぞる。

「っ、う……！」

「布を食い縛れ。舌を嚙かむぞ」

「もっぺん言うけど、い、痛く、しないでよね……？」

「保証はできん」ゴブリンスレイヤーは首を横に振った。「だが、努力はする」

　諦あきらめきった様子で妖精弓手が布を嚙んで、ぎゅっと目を瞑つむった。女神官が彼女の手を握る。

　そしてゴブリンスレイヤーは刃を妖精弓手の太腿ふとももへと埋うずめ、抉るように傷口を押し開いた。


「ッ──ぅ、ぐ、うぐ、あ、ぎ、いいぃ……ッ！」



　陸に上がった魚が跳ねるように、妖精弓手の細い身体がのたうちまわる。

　その肩に手を当て押さえたのは蜥蜴僧侶であり、女神官は彼女の手を握り続ける。

　ゴブリンスレイヤーの手つきは残酷な程に躊躇がない。

　妖精弓手にとっては数時間でも、一ひと欠片かけらの石鏃が取りだされるまで数秒とかからなかった。

「良いぞ」


「っ、ふぅーッ……！　ふぅーッ……！」



「《傷つき尚も美しい蛇發女怪龍ゴルゴスよ、その身の癒しをこの手に宿せ》！」

　荒く息吐く妖精弓手の太股に蜥蜴僧侶の鱗手があてがわれ、恩恵がもたらされる。

《治癒リフレッシュ》。恐るべき竜の力が、森人の傷を見る間に癒していく。

　肉が繫がり皮膚が盛り上がり、泡立つようにして傷が消えてしまうのだから、まさに奇跡だ。

「動きますかな？」

「う、うん……」

　目尻にたまった涙を拭ぬぐい取り、おっかなびっくりと言った様子で妖精弓手は足を動かした。

　ひょこひょこ、片足を引きずるようにして具合を確かめ、彼女は情けなく耳を垂らした。

「……う、ぅ。ヒュ、只人の手当って、荒っぽいわね……ズキズキする」

「だ、大丈夫ですか？」

「たぶん……」

　慌てて女神官が肩を貸すように彼女を支え、妖精弓手はゆっくりと立ち上がった。

「弓は撃てるか」

「撃てるわよ」

　ゴブリンスレイヤーの問いに、どこかむっとしたように妖精弓手は答えた。

　意地を張っているわけではないだろう。

　しかし射撃こそ問題もなかろうが、彼女から機動性は損なわれている。少なくとも今日は。

「引き返すべきだろうが」ゴブリンスレイヤーは首を振った。「まだ無理だな」

「術、奇跡ともに残りは心許こころもとないですぞ」

　蜥蜴僧侶が淡々と事実を告げるのに、彼は鉄兜てつかぶとをゆっくりと縦に振った。

「奥に部屋が残っている。調べる必要がある」

　ゴブリンスレイヤーは鎧、兜、盾、武器。装備を検め、仲間たちを見返す。

「俺だけが残っても良いぞ」

「冗談」怪我けがをした妖精弓手が真っ先に応えた。「行くわよ。ね？」

「はいっ。もちろんです」

　続けて女神官が健気けなげに頷く。

「む」と唸ったゴブリンスレイヤーの肩に、笑いながら蜥蜴僧侶が手を置いた。

「とならば、全員で参りますか」

「ったく、耳長娘はワガママでいかんわい」

　鉱人道士がにんまりと笑ってわざとらしく肩を竦すくめると、妖精弓手がきっと睨にらみつける。

「ちょっと、だいたいオルクボルグが……！」

　喧々けんけん囂々ごうごう。

　いつもの喧嘩けんかを聞き流しながら、ゴブリンスレイヤーはもう一度大広間を見回した。

　これだけ追い詰められて、ゴブリンどもは逃げようとする素振りをまるで見せなかった。

　彼の工夫を模倣するゴブリン。矢傷の手当を受けていたゴブリン。それを率いるゴブリン。

「気に入らんな」

　本当に、気に入らない。
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「ふん」

　ゴブリンスレイヤーの一蹴りによって、腐りかけた扉がみしみしと音を立てて倒れた。

　途端に冒険者たちは部屋へ雪崩なだれ込んで陣を組み、その中央で女神官が松明を掲げる。

「む……」

　食糧庫か武器庫、あるいは便所。いや、照らしだされた部屋は、そのいずれとも違う。

　先の大広間と同様に、その洞もまた広々とした空間であった。

　土を掘り抜いて作られたそこには、腰かけと思わしき盛り土が幾本も並んでいる。

　そして奥にはどこからか持ち運んできたのだろう、長方形に似た形の大岩。

　明らかにそれは祭壇だ。

　ここは礼拝堂であり、つまるところ洞窟は神殿であったのか。


　となれば、その祭壇には贄が捧げられるべきで──……。



「あ……！」

　真っ先にそれに気づいて駆け出したのは、やはり女神官であった。

　ふと脳裏に、以前の地下水道で遭遇した罠の記憶が蘇よみがえる。

　だが、それは躊躇う理由にならない。警戒はする。けれど助けない理由にはならない。

　冷たい石の上に無造作に横たわった、一糸まとわぬ少女の姿。

　裸体は薄汚れ、瞼をきつく閉じた顔には憔悴しょうすいの色が濃い。


　そして汚濁に塗まみれたその髪は蜂蜜はちみつにも似た、黄金色──……。



「息はあります……！」

　彼女をそっと抱き寄せた女神官が、喜びの声をあげる。

　豊かな胸元むなもとは緩やかに上下し、呼吸、生の証拠が息づいていた。

「依頼遂行完了、ね」

　妖精弓手が、ちっともそうは思っていないような唇で呟いた。

　相変わらず、ゴブリン退治というものに達成感はない。

　彼女は唇を尖とがらせ、ぐるりと神殿を見回した。原始的な祭祀さいし場じょう。

　とうてい上かみの森人エルフたる彼女には、ここに神の存在など感じ取れそうにもなかった。

「……邪教の神官でもいたのかしら」

「あるいは、古い時代の遺跡だったのやもしれませぬ」

　爪先でがりがりと壁土を削って調べながら、蜥蜴僧侶がふうむ、と目を回した。

「こうも簡素ですと、さて、何の神のものやら見当もつかぬが……」

「んにゃ、こら……」と鉱人道士が壁を指で擦る。「土が新しい。最近掘ったもんだの」

「ゴブリンか」とゴブリンスレイヤー。

「たぶんな」

　鉱人道士は頷き、その考えを肯定する。

　ゴブリンが堕落した圃人レーア、森人、鉱人、あるいは緑の月から降りた者のいずれかは不明だ。

　しかし地の底に棲すまうものどもとしての掘削くっさく技術は、決して侮るべきではない。

　いかな辺鄙へんぴな土地であれ、いつのまにか穴が穿たれ、小鬼どもが潜むようになるのだ。

　いわんや冒険者たちを相手取っての奇襲などは日常茶飯事。


　ゴブリンスレイヤーならずとも経験している。女神官などは初めての冒険で──……。



「あの、これ……！」

　その女神官が困惑を滲ませた声をあげ、視線が再び虜囚の冒険者へと向けられた。

　手が汚れる事も厭いとわず女の金髪をかきあげた女神官が、そのうなじを示している。

「……ひどいわね」

　思わず妖精弓手が呟いたのも、無理はない。

　意識なき女の首筋には、くっきりと痛々しく、焼印が押し付けられていた。

　赤黒く刻みつけられたそれは、彼女の白い肌を文字通り穢けがしている。

「ふむ……」

　周囲に転がっていた金型を、ゴブリンスレイヤーは拾い上げた。

　拾って来た蹄鉄ていてつや何かを複雑に組み合わせたものだろう。

「そいつが焼印かね？」

「そのようだ」

　何か──円形のものを示しているのだろうか。円環の中に、瞳ひとみを模した紋様。

　ゴブリンスレイヤーは、松明を翳かざし、丹念にそれを調べ、記憶を掘り起こす。

　いずれかの氏族の徴しるしだろうか。ゴブリンの生態には未だ謎なぞが多い。

「しかし……どうも、ゴブリンのトーテムではないようだが」

　そもそもゴブリンは自らの手で「物を作る」発想がない。

　必要なものは奪えば良い。ただそれだけで事足りる。

　このような焼印を、既成の物を組み合わせただけとはいえ、作るのは……。

「緑の月……だと思います」

　震える声。そっと女の首筋を撫なでながら、女神官は呟いた。

「神の御印みしるしです。外なる、智恵の神。覚知かくち神しんの……」


　────この盤面には数多あまたの神々が集つどい、見守っている。



　中には叡智えいちを司つかさどる知識神も当然いて、学者や文官などの間で信仰篤あつい。

　世の真実、理ことわり、未知を探らんとする者に、知識神は閃ひらめきを授さずけるという。

　そう、知識神が与えるのは知識そのものではなく、道標なのだ。

　真理へ辿り着くまでの道のり、挫折、苦難もまた、貴重な知識であるが故に。

　しかれど、外なる智恵の神──覚知神は、いささか趣おもむきが異なる。

　覚知神は知識へと導くのではなく、求むるものへ無差別に知恵を授ける神なのだ。

　それによって世界が、盤面が、どうなろうと覚知神は興味の埒外らちがいであるのだろう。

　例えば日常のささやかな不幸を前に「世界が滅びないかな」と呟く青年がいたとする。

　本来ならばそれは愚痴、ぼやきでしかなく、無邪気な不平不満の吐露とろでしかない。

　しかし一度覚知神に目をつけられてしまえば、どうか。

　次の瞬間、彼の脳裏には世界を滅ぼす恐るべき外法が閃き、行動を始めるのだ。

　思いもよらぬ知恵を与えてくれるが故、信ずる者とて少なくはないが……。

「……脚だけじゃなくて、頭も痛くなってくるわね」

　妖精弓手が言葉通り、頭痛でも堪こらえるような様子で顔をしかめた。

「私は見張ってるから、先、進めて」

「おい」と鉱人道士が呆あきれ顔でぼやく。「見張るのは良いが、せめて話ぐらいは聞いてろ」

「……はぁい」

　気のない返事を零こぼし、妖精弓手は大弓を意味もなく爪弾つまびき、矢を緩く番えた。

　痛みが気になるのか、せわしなく脚を踏み替えながら、耳を微かに揺らして注意を配る。

　ちらりとそちらへ横目をくれたゴブリンスレイヤーは、再び焼印に目を落とした。

「……緑の月、と言ったな」

「はい。わたしも神殿で昔、少しだけ習っただけですけれど」

　女神官が自分でも半信半疑といった様子で頷いた。手習いの記憶は、もう随分と遠い。

「ゴブリンどもの、来る。あそこか」

　ゴブリンスレイヤーは低く唸り、その焼印を握りこんだ。

「ならば間違いなく、相手はゴブリンだ」

　ゴブリンスレイヤーは躊躇なく、一切の迷いなく、そう断言する。

「あの小鬼には、治療の痕跡こんせきがあった」

　わざわざ奇跡を起こしてまでゴブリンを助けようとする者が、他にいるだろうか。

「慈悲深き混沌こんとんの輩やから」蜥蜴僧侶が、忌々しげに鼻から息を噴いた。「ありえんでしょう」

「なら、やっぱりゴブリン？　でも……そんな……」

　女神官は信じがたいという気持ちで目を瞬かせる。

　外なる智恵の神は奇矯ききょうな神だから、ゴブリンに声をかけてもおかしくはない。

　おかしくはない、けれどどうしても、女神官の心には疑念が残る。

　しかし、だとしても儀式を取り仕切るというのであれば。

　それは「たまたま神の声を聞いた」といった位階で済む話ではない。

「……闇人か何か、高位の邪教神官イビルプリーストではないですか？」

「えー、それはないでしょー？」

　凛りんとした声が、女神官の推理に飛び込んでくる。

　はぁ、とあからさまに溜息を吐ついた鉱人道士が、苛立たしげに口髭を捻ひねった。

「……見張るって言った端から、茶々入れすんない」

「話聞いてろって言ったのは鉱人じゃないの。聞くなら口突っ込む権利だってあるもんね」

　にしし。悪びれずに笑った妖精弓手に「うむ」と蜥蜴僧侶が重く頷き、それを認める。

「して、野伏殿。その心は？」

「だって」

　彼女はくるり、人差し指を立てて回して見せた。

「小鬼ども率いて適当に掠奪りゃくだつするなんて、それこそ小鬼並のおつむじゃない」

「いや、そりゃお前、山賊が宗教に目覚めて小鬼従えたっつーこともあるかもしんねぇし」

「言ってて自信なくなってきたでしょ」

「……まぁな」

「ふぅむ」

　喉を鳴らして唸った蜥蜴僧侶が、腕を組み、思案を巡らせながら指折り条件を上げ連ねる。

「小鬼並の知恵で、小鬼を率い、小鬼を癒し、人を襲う、邪神の徒」

「小鬼神官ゴブリン・プリースト……神官戦士ウォークレリック……」

　女神官もまた、唇に人差し指をあてがって、ううん、と思いつく端から並べていく。

　どれも、いまいちしっくりこない。敵は何者なのか。ゴブリンとして……何なのか。

　その時、天恵のように女神官の脳に、その説が閃いた。

　まさか、そんな、ありえない。

　だがしかし。

　異教に抗う軍勢を率いる者であるとすれば。

「ううん……。違う、そんな、まさか……」


「…………」



　いやいやと、信じられないと、怯おびえた様子で肩を抱き、首を振る女神官。

　その横で、ゴブリンスレイヤーの握り締めた拳こぶしの中、焼印がひしゃげる音がした。

　ありえない。馬鹿げている。だが、ありえないという事こそが、ありえない。

　ならば、答えは一つだ。ゴブリンスレイヤーは、敵の正体をはっきりと認めた。

「小鬼ゴブリン、聖騎士パラディン……！」
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「あそこが、奴やつらのねぐらですのね」

　斬りつけるような冷たさの雪中にあって、娘の美貌びぼうはいささかも衰おとろえていなかった。

　およそ鉛なまり色の空の下、北方の山々にいるより、華やかな舞踏会の方が似つかわしい令嬢。

　美しく波打った蜂蜜はちみつ色の髪を二つに括くくり、きりりとした目鼻は、その誇り高さを滲にじませる。

　胴鎧どうよろい越しになお豊かな胸、細く締まった腰にはコルセットも必要ない。

　吊つるされた突剣も見事な細工が施ほどこされ、鑑賞に耐えるという意味で、主あるじと印象を同じくする。

　その首元では、真新しい白磁の認識票が、雪の照り返しを受けてきらきらと輝いていた。

　彼女は四名の一党パーティを従えて、数日かけて雪中登山を成し遂げた冒険者であった。

　眼前、雪山の腹にぽっかりと空あいた、虫食いのような黒い穴。

　入口に顔をしかめたくなる汚物の山が堆積たいせきしているのを見れば、巣穴なのは明白だ。

　何の巣穴かといえば──新人冒険者が相手取る以上、もはや言うまでもない。

　ゴブリン。

　その存在を思うだけで、令嬢剣士の心には炎のように戦意が滾たぎる。

　もはや家もなく財貨もなく、権力もない。頼みの綱は己おのが才能と仲間だけ。

　まさしく冒険である。

　その第一歩として、北の寒村を襲うゴブリンを退治する。これ以上なく、鮮やかに。

「さあ、用意はできていますわね！」

　彼女はしなやかな腰に手をあて、胸を強調する傲慢ごうまんな仕草で、巣穴に突剣を突きつけた。

「ゴブリンを、兵糧ひょうろう攻めにしてやりましょう！」

　それが、数週間前のことだ。

　なるほど、小鬼どもの坑道を突き止めて、その前に防御柵を巡らせたのは良かった。

　天幕を構え、火を焚たいて暖を取り、待ち伏せる備えを整えたのも、特に間違いはない。

「小鬼どもが村を襲うということは、つまり蓄えが不足しているということでしょう？」

　と、令嬢剣士は自信をたっぷりと滲ませて言ったものだ。

「間抜けな生き物なんですわよ。きっと数日でしびれを切らして、飛び出てきますわ」

　実際、その通りではあった。

　突如として洞窟の入口を塞ふさいだ柵を壊そうとした小鬼どもを狙ねらい、数匹。

　幾日か後に、飢えた個体が数匹飛び出してきたところを叩たたいて、これも仕留めた。

　順風満帆だった。そう言っても良いだろう。

　危険を犯さずに、最低限の労力で、鮮やかに依頼をこなす。

　それは遍あまねく駆け出し冒険者が、白金等級の勇者になるのと同じく、夢見る行為だ。

　しかし、それで済むならば、ゴブリン退治が「冒険」などとは呼ばれまい。

　ここは北方。氷河さえ近い、極寒の──言葉持つ者の領域外である。

　吐はく息は白くなる端から氷となって肌を焼き、凍りついた睫毛まつげは瞬またたきの度たびに音を立てた。

　武具は冷え切って重たく、体力は日に日に奪われ、娯楽の類たぐいはほとんどない。

　五人の冒険者には令嬢剣士の他ほか、女性が二人いたが、もちろん男たちは弁わきまえていた。

　故に彼らは食べる事で気を紛らわせ、体力を補おぎなおうとする。致し方のない流れでは、あった。

　しかし装備に柵、防寒具の類まで加えた大荷物。個々で運べる糧秣りょうまつは、たかが知れている。

　一行には猟師の心得を持つ者もいたが、五人分の獲物を安定して獲れるとは限らない。

　そもそも、矢の類は消耗品だ。突き刺さったものを回収して再利用するとしても……。

　そして、まず最初に水が尽きた。

　悪い事に彼女たちはまず、氷や雪をそのまま食べて腹を下し、さらに消耗を強しいられていた。

　彼女らは愚かではない。手間でも何でも、火にかけて溶かすよう心がける。

　必然、次は燃料が不足する。

　食料は乏とぼしく、水はなくなり、暖を取る事も困難。

　かくて令嬢剣士が練り上げた大胆不敵な作戦は、儚はかなくも崩れ去った。

　しかし今更討伐を諦あきらめるなどというのは馬鹿ばかげている。

　なにしろ敵はゴブリン。最弱の怪物。初心者向けの相手。最初の冒険。

　それを相手取って戦わずして敗北、逃走するなんて認められるわけもない。

『ゴブリンから逃げ帰った冒険者』などと、レッテルを貼はられては……。

　となると誰だれかが村まで下山し、補給物資を調達し、戻らねばならない。

　狭い天幕の中で顔を突き合わせた冒険者たちの視線が、一点に集中した。

　軽銀剣を杖つえとして携たずさえ、寒さに身を震わせ、しかし決然と皆を見返す令嬢剣士。

　どうしてこうなったのか──誰だって、自分のせいとは思いたくないものだ。

「お前が行けよ」

　圃人レーアの斥候スカウトが、心臓を突き刺すような鋭さで言った。

　令嬢剣士が兵糧攻めを提案した時、面白おもしろそうだと一番に賛成したのにもかかわらず。

「ここんとこ、俺ばっか働かされてるじゃねえか。獲物獲って来いってさ」

「……そうだな。私もそれに賛成だ」

　納得がいかねえ。そう呟つぶやく圃人に、外套がいとうを着込んだ魔術師が重々しく頷うなずいた。

「正直、私は最初からこの案には反対だった。これでは、術を振るう機会もない」

「ああ、そりゃあ、あたしも同じさね。いい加減飽き飽きしてたんだ」

　続けて、はすっぱな半森人ハーフエルフの女戦士が、欠伸あくび混じりに言う。

　令嬢剣士の記憶が確かならば、なるほど、二人とも兵糧攻めを歓迎してはくれなかった。

　けれどこの方が安全だからと言ったら「そうか」と、納得してくれたのに。

　それに半森人の彼女とはこの数日の行軍で、仲良くなれたと思ってはいたのだけれど。

　裏切られた思いで令嬢剣士が視線を向けると、彼女は小馬鹿にしたように鼻を鳴らした。

「それで消耗しちゃあ意味がないし……。御坊はどうだい？」

「……まあ、誰が行っても良いとは思う」

　知識神の聖印を弄もてあそびながら、鉱人ドワーフの僧侶が言葉少なに言った。

「だが鉱人、圃人は、手足が短い。半森人は、柔い。只人ヒュームに頼みたいが」

　黒髭くろひげに埋没した瞳ひとみが、狡猾こうかつな光を宿して令嬢剣士を見る。

　単独行をさせるなら魔術師よりも戦士が向いている。

　言外に、お前が行くべきと主張しているようなものだった。

「……良いでしょう。わたくしが、参ります」

　今まで、一言も言い返さずに黙り込んでいた令嬢剣士が、ぽつりと言った。

「それが、一番合理的でしょうから」

　そう、合理的だから向かうのだ。決して作戦が間違っていたからではない。

　繰り返し自分に言い聞かせながら、令嬢剣士はとぼとぼと、長い山道を下って行った。

　家宝の軽銀剣を杖代わりに、寒さと重さに耐えかねて外した胸甲きょうこうを背囊はいのうに仕舞いこんで。

　冒険者の武具が、もはや重荷でしかないという事の屈辱に、彼女は唇を嚙かみ締める。

　その上で、ようやく戻った村で彼女が歓迎されたか。

「おお、冒険者殿、戻られましたか！　して、首尾は──？」

「それが、その……」

「よもや、どなたかお怪我けがでもされたので？」

「いえ、まだ……戦って、いませんの」

「なんと……」

「……それで、食料を、少しわけてくださらないかしら？」

　答えは否であった。

　はたして、村長の──そして村人たちの心境は、いかほどであったろう。

　頼みの綱と呼び寄せた冒険者たちが、数週間を経へて、未いまだ何も為なしていないとは！

　そればかりか食料を、燃料を、飲み水を、もっと分けてくれなどと……！

　五人の武装した若者を長期間養える余裕があれば、逐一冒険者に依頼するものか。

　自分たちの越冬でさえ困難なのだ。冒険者たちへの支援は渋いものになった。

　それでも僅かばかり心ばかり、品物を融通してもらえたのは幸運と言えたろう。

「……」

　しかし増えた荷物の分、令嬢剣士の復路は、さらに足取り重いものとなった。

　一歩雪を踏み締める度、泥水が滲むようにして後悔が脳裏に浮かぶ。

　もっと準備を整えていけば良かったのか？

　他の冒険者を勧誘して一党パーティを組めば良かったのか？


　いや、兵糧攻めを強行せず、一度撤退した方が良かったのでは──……。



「ありえませんわ！　ゴブリンなんかに……！」

　感情に任せて言い返したところで、応こたえる者は誰ひとりとしていない。

　今や彼女は、雪の荒れ狂う白い闇やみの中、訪れた夜に閉じ込められていた。

　荷物が増えた事と疲労を推しての行軍は、令嬢剣士にとって酷こくでさえあった。

「……ゴブリン、なんかに……」

　かじかむ手に、はぁと息を吹きかけ、どうにかこうにか天幕を張り巡らせる。

　雪と風とを遮さえぎるだけでも、ずいぶんと違う、が……。

「……寒い、ですわね」

　冷えきった夜の空気は容赦がない。肩を抱いてぶるりと震え、彼女は薪まきを不器用に並べた。

「《トニトルス雷電》」

　ばちりと指先でか細い紫電が弾はじけて、薪に火が熾おこる。

　令嬢剣士は家伝であるからと、前衛に珍しく雷の魔術を修めていたが……。

　この状況で稲妻を飛ばせて何になろう？

　せいぜい日に一、二度、唱えられる呪文で焚火をおこし、暖を取るのが関の山。

　それさえも、村から分けてもらった乏しい薪を用もちいての贅沢ぜいたくであった。


「…………」



　びゅう、びゅうと吹き荒れる雪の音から逃れるように、彼女は膝ひざを抱えて丸くなった。

　つい数日前までは仲間がいた。

　今や、一人きりだ。

　あと何時間か登った先には、仲間がいる。待っていてくれている。恐らくは。

　けれど、そこまで行こうという気力は、とても残っていなかった。

　──疲れた。

　ただ、それだけだった。

　聞きかじっただけの知識で、腰帯や装具の留金を緩め、体を投げ出す。

　炎の熱はじんわりと体の芯しんから蕩とかし、心を揉もみほぐしていく。

　冴さえたやり方で颯爽さっそうと小鬼を退治し、瞬く間に等級を上げて、末は金か、白金か。

　親の力ではなく、己が才覚だけで功名を得る事の、何と難しい事だろうか！

　──ううん。きっと、当たり前のことなのでしょうね……。

　家柄にしろ財貨にしろ、決して一朝一夕で手に入るようなものではない。

　何十年、何百年、代々に亘わたる積み重ねがあってこそ、なのだ。

　それと同じだけの力を、どうして自分一人で即座に発揮できると思ったのか。

　──謝らなくては、いけませんわね。

　仲間に対してなのか。それとも家族に対してなのか。

　わからぬまま、けれど確かな謙虚さを胸に抱いて、令嬢剣士は目を閉じた。

　うつら、うつら。精神が緩めば、疲労は伸し掛かり、まどろむのは必然だろう。

　なればこそ、彼女はそれが何か、すぐには気づく事ができなかった。

　べしゃり、と。湿ったものが叩きつけられる音。

　風が吹いたか天幕がめくれ、焚火の傍そばに落ちたもの。

　身を起こして四つ這ばいになった令嬢剣士は、それをしげしげと眺めた。


「…………？　なに、かしら」



　耳であった。

　只人のものではない。

　半ばから無惨に引き千切られた、半森人の長耳。

「ひ、う、ぅ、うぅあぁ……!?」

　転げるようにして尻もちをつき、悲鳴を上げて後ずさる。

　途端、天幕の周囲を満たすように、げたげたと耳障りな哄笑こうしょうが響き渡った。

　ぐいと外から引っ張られた天幕が覆おおいかぶさるように倒れたのは、次の瞬間だ。

「あ、や、ぁ、いやあぁっ!?　なに!?　なんですの……!?」

　令嬢剣士は半狂乱になって、纏まとわりつく天幕に包まれ、のたうちまわる。

　焚火の炎が天幕に移り、ぶすぶすと焦こげた煙を吹きあげ、たまらず彼女は咽むせび泣いた。

　やっとの思いで這うように抜けだした頃ころには、もはや、その美貌は見る影もない。


　括った金髪は乱れに乱れ、瞳と鼻は涙と鼻水で汚れ、顔には煤すすがこびり付き──……。



「ひ、ぃっ!?　ゴ、ゴブリン……!?」

　あまつさえ、その薄汚い怪物の嘲笑ちょうしょうを前に、悲鳴をあげて仰のけ反ぞるとなれば。

　暗黒の夜に吹きすさぶ雪の中、令嬢剣士は小鬼どもによって、完全に囲まれていた。

　手に手に粗雑な棍棒こんぼうや石器を持ち、みすぼらしく毛皮を巻いただけの、怪物たち。

　しかし真に令嬢剣士を恐怖させたのは、ゴブリンどもの姿ではなかった。

　彼らが手に持った見覚えのある圃人の、鉱人の、只人の、頭。

　遠くでは髪を摑つかまれた半森人が、ぐったりと弛緩しかんしたまま雪の中を引きずられている。

　白い雪の中、薄紅色の痕あとが筆で塗られた絵具のように続き、滲んでいた。


「ぁ……ゃ……ッ」



　いやいやと、令嬢剣士は首を左右に振った。駄々っ子のような動きで、髪が揺れる。

　彼らは令嬢剣士が離れた隙すきを突いて襲われたのか。

　はたまた彼女がいない間にと、洞窟に挑んだところで返り討ちにあったのか。


　令嬢剣士は、かたかたと震える手で剣を手繰たぐり寄せ、鞘さやを払おうとするが────……。



「ど、どうして、ですの!?　ぬ、抜けない……抜けない……っ!?」

　失態であった。

　雪にまみれた剣をそのままに火の傍に置き、すぐに寒さの中へ晒さらせばどうなるか。

　溶けた水に濡ぬれた鍔つばと鞘とが、再び寒さに晒され凍りつくのは必然といえよう。

　目に涙を滲ませる令嬢剣士の周囲を、ゴブリンどもは十重とえ二十重はたえに取り囲む。

　ぎゅっと唇をかみしめ、ならばと彼女は、寒さで上手うまく回らぬ舌で呪文を紡つむがんとする。

「トニトルス雷電……オリエンス発生……！」

「ＧＲＯＲＲＡ!!」

「ん、ぶぅっ!?」

　無論ゴブリンどもは、それを待ってやるほどの慈悲を持ち合わせてはいない。

　容赦のない礫つぶての一撃が顔に叩き込まれ、たまらず令嬢剣士は倒れ込む。

　小鬼の慈悲とは、怯おびえた獲物が哀れっぽく嘆願する様を、嘲あざけるためのものでしかないのだ。

　形の良い鼻がひしゃげ、ぼたぼたと滴したたる血が雪原を赤く汚していた。

「ＧＲＯＯＯＯＵＲ!!」

「ぃ、ゃっ！　やめ、やめなさい、あっ!?　ひ、ぎっ!?　やめ……っい、やあぁっ!?」

　髪を摑まれ、泣き叫び、剣を奪われ、悲鳴をあげて。

　そして宙を蹴けるように足搔あがく脚だけを最後に見せて。

　両手の指よりも多くの小鬼たちが寄ってたかり、令嬢剣士の姿は埋もれていった。

　はたして、兵糧攻めされていたのはどちらだったのか。

　そもそもここは小鬼どもの本拠地で、自分たちは挑む立場だったからか。

　あるいは、ろくな準備もないままに相手との根くらべを始めてしまったせいか。

　いずれにせよ彼女がどのような目にあうか、もはや語るまでもないだろう。

　冒険者たちは、全滅したのだ。
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　ぱちり、ぱちりという火花の弾ける音がして、令嬢剣士は目を瞬かせた。

　身体がぽかぽか暖かく、しかし首筋の鈍痛──焼けるような──が現実を教えてくれる。

　何があったか。何をされたか。閃光せんこうのように瞬く記憶の数々。

「……」

　令嬢剣士は無言で毛布を剝はがし、身を起こした。彼女は寝台の中にいたようだった。


　見れば、丸木の建物の中。つんと鼻につく臭いは、酒か何かか──……。



　汚物溜ための中に押し込まれても嗅覚が馬鹿にならなかったのは、不運のひとつだ。

　酒場の二階。宿の一室だろうと、彼女は見当をつけた。これが妄想の類でなければ。

　と、同時、暖炉以外に光源のない薄暗い部屋の、隅の闇。

　うずくまるように腰を下ろした、人影を認める。

　安っぽい鉄兜てつかぶと、薄汚れた鎧。佩剣はいけんは中途ちゅうと半端はんぱな長さ、立てかけられた小さな円盾。

　首に下がる銀を除き、あまりにもみすぼらしい姿。だが、もはや彼女の声が震える事はない。

「……ゴブリン」

　か細い呟き。誰に対して向けたわけでもない、独り言が彼女の唇から漏もれる。

「ああ」

　しかし、その男は応じた。低く、ぶっきらぼうな声で。

「ゴブリンだ」

「……そ」

　令嬢剣士はそう短く呟いて、再びベッドへと身を横たえた。

　瞳を閉じて、瞼まぶたの裏の暗闇を見つめ、それからほんの僅かに目を開く。

「……皆は？」

「死んだ」

　淡々とした答えだった。慈悲深いほどに、端的で冷徹に、事実だけを伝える言葉。

「そ、っか」

　令嬢剣士は少し考える。心に波紋の一つも浮かばない自分に対して。

　涙でも零こぼれるかと思ったのだが、まったく、何も、驚くほどに心が凪ないでいる。

「……助かった……ううん。終わったの？」

「いや」

　ぎしり、と。床板の軋きしむ音がした。

　男が立ちあがったのだ。

　彼は左腕に盾を括り、兜の具合を確かめると、ずかずかと無造作な足取りで彼女へ迫る。

「いくつか、聞きたい事がある」

「……」

「答えられる範囲で良い」

「……」

「構わんな」

「……」

　令嬢剣士の沈黙を肯定と受け取ったのか、その異様な男は淡々と続けた。

　遭遇したゴブリンどもの数は。規模は。種類。遭遇場所。方角。

　彼女は、それにぽつぽつと答えた。

　わからない。わからない。似たようなのばかりだった。洞窟の傍。北。

　男は、僅かに「ふむ」と唸うなったっきり、その回答に何か付け加えようとはしない。

　ぱちり、ぱちり。間を繫つなぐように、暖炉で火の粉が上がる。

　男は立ち上がって火かき棒を手に取り、意味もなく薪をかき混ぜた。

　やがて彼は暖炉に向かいながら、これまでの質問と同様、静かに口を開く。

「何をした？」

「……兵糧攻め」

　令嬢剣士はそう答え、僅かに口元をひきつらせた。

　僅かに。ささやかに。外見からはわからぬ程、小さく。

　笑った、つもりであった。

「……上手くいくと思ったの」

「そうか」

　淡々とした相槌あいづちに、こくり、彼女は小さく頷く。

　洞窟の入口を封じ、小鬼どもが餓えるまで待ち、そこから仕留めていく。

　仲間と共に。冴えたやり方で。活躍して。等級をあげて。それから。それから。

「……上手くいくと、思ったのに」

「……そうか」

　彼は、同じ言葉をもう一度繰り返して、頷いた。

　最後に一度、火かき棒が暖炉をかき混ぜて放り出される。

　からんと鉄が転がる音を残して、彼は立ち上がった。床が軋む。

「そういう事も、あるだろう」

　令嬢剣士は、ぼんやりと男の顔を見上げた。

　鉄兜に遮られて、その表情はまるでわからない。

　しかし思えば、この男が初めて口にした、慰なぐさめらしい言葉であった。

　男は既に令嬢剣士へ興味をなくしたのか、ずかずかとドアに向かって歩いている。

　その背に、令嬢剣士は声をかけた。

「……ねえ。待って」

「なんだ」

　曖昧あいまいで、遥はるか遠い昔のようにも思える記憶の彼方かなたに、ぼんやりと浮かぶものがあった。

　薄汚れた革鎧。安っぽい鉄兜。中途半端な長剣。腕に括った小振りな円盾。

　偏屈で、変わり物。首から下がった銀の認識票。小鬼退治。ちぐはぐな印象。

　だけれどそれは、彼女の脳裏にふと以前に聞いた歌の文句を思い出させた。

　もはや遠い遠い昔、仲間たちと街で笑いあっていた頃の記憶。

　辺境最優と呼ばれる冒険者。

「……あなた、ゴブリンスレイヤー？」


「…………」



　一瞬の沈黙。

　男は振り返ることなく。

「そう、呼ばれている」

　やはり感情を窺うかがわせない声で応じて、それきり、部屋を出て行った。

　ばたんとドアの閉まる音。床に転がった火かき棒だけが、その名残なごりだ。

　令嬢剣士は、ぼんやりと天井てんじょうを見上げた。

　肌や服は誰かに清められ、飾り気のない粗末なものに代えられている。

　呼吸に伴って豊かな胸が動くのを、彼女はそっと抑えた。

　あの男に身体を拭ふかれたのか、違うのか、それすらもどうでも良い。

　もう、何もない。なにも。

　家は捨てた。仲間もない。貞操も奪われた。お金も。装備も。

　──ううん。

　彼女の眼は、見つけていた。

　部屋の片隅。男が──ゴブリンスレイヤーが、最初に座っていた場所。

　引き裂かれ、びりびりに千切られた無惨な革鎧と、汚された彼女の道具入れ。

　ずきりと、首筋が鈍く痛む。

「小鬼をゴブリン、殺す者スレイヤー」

　鞄かばんの奥底、念のためにと二重底にしたのを、小鬼どもは見抜けなかったらしい。

　突剣とは本来、対ついの手に盾となるものを握って振るう武具だ。

　隠されていたのは、すなわち生家より持ち出した宝剣がもう一振り。

　雷槌いかづちによりて赤き宝玉より鍛きたえられし、軽銀の短剣であった。





§






「どうでした？」

「目は覚めたようだ」

　階下に降りたゴブリンスレイヤーは、心配を声に滲ませた女神官へ、淡々と言った。

　酒場──前回の会議の時は集つどっていた村人たちも、今はいない。

　ゴブリンスレイヤーたちが帰還した頃には、もうすっかり夜が周囲を包んでいた。

　小鬼どもが皆殺しになったとなれば、夜を徹して警戒する必要はない。

　暗闇、寒さ、恐怖に苛さいなまれながら震えて過ごす日々は終わったのだから。

　唯一人の例外はといえば、村長であろう。

　不幸にも冒険者一党パーティを出迎えた彼は、村の誰よりも早くその一報を聞いてしまった。

『ゴブリンどもは他に巣を作っているらしい』

　村長が呆然ぼうぜんと口を半開きにしたのも、無理はあるまい。

　なにせ、北方の寒村。それも冬越し前の、という情勢。余裕などあるわけもない。

　そこへ来て、これである。

　洞窟のゴブリンたちは退治され、依頼は終了──と言われてもおかしくはなかったのだ。

　またギルドへ赴おもむき、依頼し、さらに報酬を支払わねばならないのか。

　あるいは村が滅びるのか。

　ゴブリンスレイヤーが「討伐を継続する」と伝えた時は、心底安堵あんどした様子だったが……。

　さりとて、村の食糧事情が解決されるわけもなし。

　一党パーティが囲む円卓に乗った食事は、やはり塩漬けの野菜や何かばかりの、質素なものだ。

　その皿の間に、一枚の羊皮紙が広げられていた。

　洞窟攻略に先立って猟師に記しるさせた、この雪山一帯の地図である。

　ゴブリンスレイヤーは席につくと、その地図が自分から見て北が上に来るよう、回した。

「ねえ」

　その様子を、じとりと半眼になって見ていた妖精弓手エルフが、刺すような口調で言った。

「一人にしといて、良いの？」

「わからん」

「わからんって……」

「わかるものか」

　思わず眉まゆをひそめた妖精弓手へ、ゴブリンスレイヤーは苛立ちを滲ませて言った。

　淡々と、ぶっきらぼうで、冷徹で。けれど声を荒らげる事のほとんどない、彼が。

「仲間が死んで可哀想かわいそうだ。だがお前は生きている、良かったな。そう言えば良いのか？」

「……。……だとしても」

　勢いを削そがれた妖精弓手が、口を開き、一度閉じ、それからようやく言葉を続ける。

「言い方ってものが、あるでしょ」

　ゴブリンスレイヤーの返答は短い。

「中身は変わらん」

　──そういえば。

　女神官は、そっと唇を嚙み締めた。

　自分の時も……彼は、その手の慰めを口にしなかった。

　遺跡で傷ついた森人の冒険者を助け出した時も。

　いつも、彼は、決して。

　微かすかに滲む血の味は、涙が出そうなほどに苦い。

　ちらりと彼女が目を向けても、ゴブリンスレイヤーは気づいた素振りもない。

「怪我はどうだ。移動に支障はあるか」

　む、と妖精弓手が唇を尖とがらせた。露骨な話題転換。彼のいつもの癖くせだ。

　しかも心配──ゴブリン退治に係わる事としても！──されている以上、文句も言えない。

「……へーき。まだ少し痛むけど。治療もしてもらったし」

「そうか」こっくり。ゴブリンスレイヤーは兜を揺らして頷いた。

「では、装備の補給についてだが……どうだ」

「うむ」

　重々しく頷いた蜥蜴僧侶リザードマンが、傍かたわらに置いた麻袋を軽く叩いて示した。

　彼は長い尾をどうにか丸めて座った椅子いすを、ぎしぎしと軋ませる。

「ひとまず、糧秣の類は。村の備蓄を出してもらう故、高くつきましたが」

「いつも通りだけど、採算度外視よね」

　はあ、と。呆あきれ半分諦め半分、溜息ためいきを吐ついて、妖精弓手が頰ほお杖づえを突いた。

　付き合いが一年近くにも及ぶのは、彼女も同じだ。

　慣れもする──同時に、冒険へ連れて行かねばという決意も増すのだが。

「おうおう。耳長娘が金の心配かや。こら、いつもと逆だの」

　そんな妖精弓手の気持ちを知ってか知らずか、鉱人道士ドワーフが喉のどの奥で笑う。

　触媒としての酒を補充しただけでは飽きたらず、会議の席で尚も一杯やっている始末だ。

　無味無臭のきつい蒸留酒、瓶びんごと雪に埋めてとろりと蜜状にしたそれを、かぱかぱ呷あおる。

　妖精弓手からすれば、見ただけで二日酔いになりそうな光景。

「当然でしょ」じろりと彼女は鉱人道士を睨にらんだ。「ゴブリン退治の報酬、安いんだから」

「とはいえ、今回は件くだんの冒険者の救助でありましたがな」

「ま、銀等級が好んで五人六人でゴブリン退治っつーのも、珍しいかんのう」

「わたしは、まだ黒曜等級なんですけどね」

　ぽつりと呟いて、女神官は曖昧に笑った。


　たった一人だけ生き残ってしまった事。引きずってはいない──……と思いたい、が。



　それでも、あの令嬢剣士と、自分との間に、どれほどの差があったというのか。

　それが宿命によるものか、偶然によるものかはわからないが……。

　神の見えざる賽さいの目の良し悪しを思う度、女神官の胸中に、澱おりの如ごとく溜まるものがあった。

「とまれ、薬の類は調達できたぞ」と鉱人道士は、またも酒を呷り、注つぎ、呷る。

「あの子の姉……」ゴブリンスレイヤーは一瞬口ごもった。「……薬師は、未熟と聞いたが」

「水薬ポーションを拵こしらえんのは無理でも、薬草ならいくらでも差し上げます、とよ」

　鉱人道士はにんまりとだらしなく笑って、髭をしごいてみせた。

「ああいう嫁さんでも貰もらった方が、お前さん良いんじゃねえか？」

「知らん」

「……あの」と女神官は、何やら居ても立ってもいられず、考えもなく声をあげていた。

　会話を遮られた鉱人道士とゴブリンスレイヤーを筆頭に、皆の視線があつまる。

「えっと、その……」

　女神官は居心地悪げに眼を伏せ、もじもじとして。

「これから、どうしましょう」と結局、当たり障りのない言葉を口にした。

「無論、ゴブリンを叩く」

　ゴブリンスレイヤーの返事はいつも通り冷徹そのもの。

　彼は卓上に身を乗り出し、地図の周囲を埋める杯と料理をじろりと一瞥いちべつする。

「皿をのけろ」

「ほいきた」

　我が意を得たりと鉱人道士が皿上の蒸むし芋をひとつかみ口に放り込んだ。

　取っておいたつもりの妖精弓手が「あっ」と声をあげて不平を垂れつつ食器を片付ける。

　意趣返しに酒まで下げられては敵かなわんと、鉱人道士が大慌てで蒸留酒の瓶と杯を確保。

　蜥蜴僧侶が二人の様子に「愉快愉快」と舌を出し、空いた杯に新たに酒を注いで回り。


「…………」女神官は最後に、黙ったまま、円卓を丁寧に拭き清める。



「よし」

　ゴブリンスレイヤーは頷くと、改めて地図を卓上に広げた。

　そして腰の雑囊から炭を木で挟んだだけの筆記具を抜き取り、洞窟の印に×をつける。

「あの洞窟が、連中の居住区でなかったことは明白だ」

「礼拝堂か何かよね」妖精弓手が、ちびりと葡萄ぶどう酒しゅを舐なめた。「まだ信じらんないけど」

「しかし事実でありましょうや。それは認めねばならぬ、とはいえ……」

　蜥蜴僧侶は、シュゥッと舌と共に息を吐き出して目を閉じた。

　そして一瞬後、片目を開いて女神官を見やる。視線が交わり、彼女はびくりと身を震わせた。

「神官殿はどう思われますかな」


「えっ、あっ…………あ、はい」



　慌てて、女神官は椅子の上で姿勢をただし、膝の上の錫杖しゃくじょうを縋すがるように握りしめる。

　気遣われている。その意図は、明らかに伝わってきていた。

　──切り替えないと。

　こくり。彼女は喉を鳴らして葡萄酒を飲み、濡れた唇を軽く舌で舐めて、湿らせる。

「わたしもゴブリンスレイヤーさんの意見に同意です。えと……三十……？」

「三十六匹だ」ゴブリンスレイヤーが淡々と補おぎなった。「仕留めたのは」

「……三十六匹も、あそこで寝泊まりできたと思えませんから」

「確かに、メシだの酒だの、連中の好きそうなもんはほとんどなかったかんの」

　ゴブリンとは愚か者の同意語だが、しかし知恵がないわけではない。

　彼らが何らかの製造技術を持たないのは、ひとえに、略奪すれば事足りるためでしかない。

　一方、寝床となる洞窟──生活環境ばかりは、そうもいかない。

　屋敷だの遺跡だの、既に存在するものを乗っ取るのならともかく、洞窟を掘るとなると……。

　小鬼は小鬼なりに、貯蔵庫なり、寝床なり、ゴミ捨て場なり、工夫して整えるものだ。

　そうでなくとも大いに食べて散らかすのが小鬼だが、そんな饗宴きょうえんの痕も残ってはいなかった。


　あったのは石の祭壇、礼拝堂と思おぼしき広場、そして生贄いけにえの娘──……。



「故に、連中の本拠地は別にある」

　ゴブリンスレイヤーはそう断じて、地図の中、さらに山の奥に位置する凸印を丸で囲んだ。

「地元民の話では、さらに登った高地に、古代の遺跡があるそうだ」

「……十中八九そこでありましょうや」蜥蜴僧侶が重々しく頷く。「して、どのような？」

「鉱人の砦とりでだ」

　種族を呼ばわれた鉱人道士が、「ふぅむ」と唸りながら、確保した酒を一口呷った。

「神代の、鉱人砦か。正面から城攻めはちと厄介だの、かみきり丸。火でもかけるか？」

「燃える水ガソリンは多少なりあるがな」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊から、黒い液の詰まった瓶を取り出してみせた。

「しかし、岩の城だろう。外から火をつけて燃えるとは思えん」

「外から……」女神官が細い指を唇にあてて、思案する。「……なら、中なら？」

「良手かと」

　すかさず、蜥蜴僧侶が口を開いて肯定する。

　彼は羊皮紙の地図へ爪つめを這わせ、丹念に行軍ルートを検あらためながら、頷いた。

「古今東西、内に敵を入れた城の末路は、陥落かんらくと相場が決まっておりますれば」

「でも、どうやって中に入りましょうか。正面から、は難しいでしょうし……」

　うぅん。声を漏らした女神官に、ぴこーんと妖精弓手が長耳を大きく立てて身を乗り出した。

「潜入ね！」

　喜色満面。うんうんと独り合点して頷いて、それに合わせて長耳が揺れる、揺れる。

「うん、うん。冒険らしくなってきたじゃないの。良い感じ！」

「ぼ、冒険……なんですか？」

「そりゃあ、そうよ」

　妖精弓手は明るく、元気よく、その凛りんとした声を響かせる。

　それは生来の性質でもあろうし、努めてそう振る舞っている面もあるだろう。

　陰鬱いんうつな状況だからといって、気分まで陰鬱にしなければならない法はない。

「岩山の奥、切り立った高地、聳そびえ立つ砦！　君臨する首魁しゅかい！　忍び込んで、討つ！」

　これが冒険でなくば何なのか。

　妖精弓手は拳こぶしを振って力説し、意味ありげに視線をゴブリンスレイヤーへと向けた。

「ま、敵が大魔王とかじゃなくて……ゴブリン退治っていうのは、ちょっと違うけどね」

「潜入というのも、いささか違うがな」

　ゴブリンスレイヤーは、息をついた。

「敵は冒険者の存在を認知している。下手へたには近づけん」

「手ぇあるんかい」と鉱人道士。

「今考えた」

　ゴブリンスレイヤーが、ぐるりと頭を動かした。

　その表情は兜に隠れてわからないが、視線が二人の聖職者へと向かう。

「偽装は教義に反するか？」

「さぁて。どうでありましょうかな」

　蜥蜴僧侶がそう言って、ぐるりと目を回して見せた。

　爬虫類はちゅうるい的な瞳が、真まっ直すぐに女神官の方へ向き、悪戯いたずらっぽく細められる。

　それを受けて、女神官もまた、意識して頰を緩めた。

　──皆に気を使われているばかりでは、ダメですね。

「と、時と場合に、よると思います？」

「よし」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊に手を突っ込んで搔き回し、取りだした何かを放る。

　それはごろりと音を立てて机の上、地図の上と転がっていき、倒れる。

　禍まがつ目を模した焼印であった。

「せっかく奴らが手掛かりを残してくれた。のっかってやらん手はない」

「ははぁ、なるほど」

　我が意を得たり。ぽん、と分厚い鱗うろこに覆われた手を叩く蜥蜴僧侶。

「邪教徒になれ、と。……ふぅむ、良ぉ御座いましょう」

「そうだ」


「拙僧が邪神に仕つかえる竜人。その従者たる戦士、鉱人の傭兵ようへい──……」



「じゃ、私は闇人ダークエルフってとこね！」

　妖精弓手が、にこにこと猫のように目を細めて、女神官へ言った。

「墨を体に塗らなくっちゃ。ね、ね、あなたも付け耳つけない？　おそろい！」

「え、あ、え。わ、わたしも、身体に墨を塗る、んですか？」

　思わず視線を彷徨さまよわせる女神官の前に、ひょいと妖精弓手が廻まわり込む。満面の笑み。

「ゴブリンの内臓被かぶるよりはマシでしょ？」

「比較対象がおかしい気がします……！」

　あんなのが良い。こんなのが良い。いや、それはちょっと。でも派手な方が。

　かしましく二人の娘が騒ぐのをゴブリンスレイヤーはちらと見て、男衆に向き直った。

　蜥蜴僧侶が、僅かに目を細める。

「良い娘御たちでありますな」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「知っている」

　無理や無茶をして勝てるならば、そうしよう。

　暗く陰鬱な気分で深刻シリアスに戦って勝てるなら、そうしよう。

　しかし、現実はそうはいかないものだ。

　笑えること。明るいこと。それがどれほど貴重なものかは、一行の全員が承知している。

「さて、変装については詰めねばなりませんな」

「冒険者とバレては困る。装備はともかく、服は変えねばならん」

「なぁに」

　鉱人道士が、酔いどれ息をげっぷと共に漏らして、呵々かかと笑った。

「端切れの類なぞ集めりゃ、わしが何着かこさえちゃるよ」

「ほほう。術師殿は手技が多くありますな」

「旨い飯、酒。良い音楽に歌。綺麗きれいな着物。後はま、女でもおりゃあ、人生は楽しいのよ」

　とぷん、と。未だ蜜のようなままの酒を手酌てじゃくでやりながら、鉱人道士は目を瞑つむる。

「独りだと、料理に楽器に歌に裁縫は覚えるしの。女は、街に馴染なじみの娼婦もおるでな」

「おや。妻帯されておらぬので？」

　蜥蜴僧侶が意外そうに問うと、鉱人道士は「おうよ」と笑みを浮かべる。

「もうあと百年ばかしは気楽な独り身でいたくて、ぶらぶらしとる道楽者じゃて」

「ふふふ」蜥蜴僧侶が、舌を伸ばして舐めるように酒を楽しみ、声を漏らした。

「術師殿は、じつにお若い様子。羨うらやましい限りですな」

「じゃけど、お前さんらよか年上だとも」

　どうだ、と。酒瓶を掲かかげる鉱人道士に、蜥蜴僧侶が首肯して杯を差し出す。

　次いでゴブリンスレイヤー。彼もまた「む」と唸ると、素直に杯を差し出した。

　なみなみと、酒精が杯に満たされる。

「だから、まあ、お前さんらも人生を楽しめ」

　小鬼だの神さんだのも良いけどよ。そう言って、鉱人道士は酒を楽しむ。

　彼の視線の先、きゃいきゃいとじゃれ合う、二人の娘たちの姿があった。

「笑って、泣いて、怒って、楽しんで──あの耳長娘は、その点……上手いわな」

「……」

　ゴブリンスレイヤーは、黙って杯に視線を落とした。

　ランプの橙だいだい色の照り返しに混ざり、安っぽい鉄兜が杯の中から見返している。

　彼はそれを兜の隙間から一気に呷り、飲み干す。喉と胃が焼けるようだった。

　息を吐く。長い道のりを歩いて、後ろを振り返り、前を見て、また進む時のように。

「……そう、簡単にはいかん」

「ああ。いかぬな。いかぬとも」

「いかねぇか。…そうよなぁ」

　三人の男はそう言い合い、声も出さず微かに笑い合った。

　娘たちがふと、その様子を見て不思議そうに小首を傾かしげている。

「どうしたの？」

「どうかしました？」

　何でもないと鉱人道士が手を振り、間を見計らってゴブリンスレイヤーが言った。

「それで、ゴブリンの事だが」

「おう。来たな、かみきり丸よ」

　ぐい、と。鉱人道士が髭についた雫しずくを拭ぬぐって、居住まいを正した。

「聖騎士っぽいってぇやつが頭だろうな。……実在すんなら、だが」

「ああ」ゴブリンスレイヤーは頷いた。「俺も、相手をした事はない」

「……さてはて、どれほどの知恵者か」

「少なくとも、奴は俺の工夫を模倣した」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊から、鉄片を取り出し、手の内で弄んだ。

　妖精弓手の血によって赤黒く汚れた、鏃やじり。

　忌々しげにそれを握り締める。

「そして三十六匹から使い潰つぶせるとなると、敵は多勢だ」

「小鬼どもが小賢こざかしくて数が多いのは、毎度のことだけんどの」

　収穫祭の時は何とかなったが、あれは地理地形を把握して準備の上でだ。

　牧場の時並だとしてもこちらは五人。相手の領域で戦うには無理がある。

　うむ、と。仲間たちの会話を聞いた蜥蜴僧侶が、重たく言った。

「それに、問題はもう一つありますぞ」

　尻尾しっぽで床を叩き、腕を伸ばし、爪を地図の凸印へと突き立てる。

「首尾良く敵の砦に入り込んだとして、そこからどのようにするか」

「ああ、それだが……」

　ゴブリンスレイヤーが「入り込めさえすれば」と言ったその時だった。

　ぎしり。

　木の軋む音に、冒険者たちは即座に手元の武器を握った。

　息をひそめる。酒場の主は早々に引っ込んでいる。

　やがて、軋みは軽い足音になり、階上より階段を下りるに至って、誰かが息を吐いた。


「…………ゴブリン？」



　それは掠かすれた、吐息のような声だった。

　階段の手すりに縋るようにして、あの令嬢剣士が、ゆらり、ゆらりと降りてくる。

　薄い寝巻の上に、つぎはぎだらけの鎧。手には剣呑けんのんな光を見せる、銀の短剣。

　──真銀ミスリル……にしちゃあ、色が軽い。魔法の武具かなんか、か……？

　その光に、思わず鉱人道士は目を細めた。金属の友である彼が、見た事がないとは。


「…………なら、わたくしも、行く」



「ダメよ」

　彼女の発言に、まっさきに声をあげたのは妖精弓手だった。

「私たちは、あなたの親御さんの依頼で、助けに来たの」

　妖精弓手は森人らしい率直さでもって、真っ直ぐに令嬢剣士の瞳を見る。

　暗く深い、井戸の底のような瞳だと、そう思った。

　親という言葉を聞いたにもかかわらず、波紋一つ浮かばない。

　僅かに、息を呑のむ。

「また命を危険に晒す前に、帰って話すのが筋でしょう？」


「…………そうは、いかない」



　ふるり、と。令嬢剣士が首を横にふると、蜂蜜色の房がきらきらと揺れた。


「…………取り戻さないと」



　蜥蜴僧侶が、両手を奇妙な形で組んで、その上に顎あごを乗せた。

　瞑目した彼の姿は祈りを捧ささげるようであり、苦痛を堪こらえるかのようでもある。

　静かな問いかけ。

「……何を、ですかな」

「全すべてを」

　令嬢剣士は、きっぱりと、そう言った。

「喪うしなった物を、全て」

　夢を。希望を。明日を。貞操を。友人を。仲間を。装備を。剣を。

　小鬼どもによって彼女から奪われ、ほの暗い洞窟の奥底へ持ち去られた何もかも。

「……わからなくもない」

　それはつまり、誇りとか、生き様と呼ぶべきものなのだろう。

　蜥蜴僧侶はしゅう、と口から息を吐き、奇怪な手つきで合掌をした。

「竜とは竜なればこそ、誉ほまれがある。誉なき竜は、もはや竜に非あらず……か」

「ちょ、ちょっと……！」

　慌てたのが妖精弓手だ。

　冷静沈着な蜥蜴僧侶が──いや、そういえばわりと戦闘好きだったな。

　一瞬情けなく垂れた妖精弓手の長耳が、気を取り直したようにぴんと立つ。

「鉱人！　何か言ってよ！」

「好きにさせたら良かろ」

「うぇっ!?」

　またしても、である。妖精弓手の喉から、いつにも増して森人らしからぬ声が漏れた。

　興味もなさそうに酒瓶の中身を、蜜の最後の一滴を杯に垂らし、鉱人道士は続ける。

「救助までがこっちの依頼。その後のことは、自己責任じゃろ」

「鉱人まで、そんな事言って……！　死んじゃったら、どうするのよ！」

「お前さんだって死ぬかもしれん。わしらだって、死ぬかもしれん」

　彼はかぱりと最後の一杯を呑んで、口元を拭った。

「生き物はいずれ死ぬ。森人はそれを知っておるだろう。誰よりも」

「それは……そう、だけど……」

　長耳が、垂れる。

　どうしてよいかわからない。迷子の子供のような表情で、妖精弓手が顔を巡らせる。

　目線があって──だから、女神官はその一言を口にするのが、ひどく躊躇ためらわれた。

　俯うつむき、唇を嚙み、未だ杯に残っていた僅かな酒を、そっと飲み干す。

　そうでもしなければ、とても言えそうにない。

「……つれて、行きましょう」

　けれど、彼女以外に、それを言える者はいないのだ。


「たぶん、そうでなきゃ──……」



　救われない。

　きっと、救われない。

　自分がそうだったように。

　そして多分──かつての彼も、そうだったように。

「……俺は」

　彼──ゴブリンスレイヤーは、慎重に、極めて慎重に、言葉を選んで言った。

「お前の親でもなければ、友達でもない」

「……」

「頼みがあるならば、何をするべきかは、わかるはずだ」

「……わかっている」

「あ！」と妖精弓手が声をあげるよりも早く。

　ぶつり、と。嫌な音がして。

　蜂蜜色の髪が、宙に舞った。


「…………報酬。前払い」



　それは今まさに切り落とされた、彼女の蜂蜜色をした髪、一房。

　さらにぶつりと令嬢剣士は短剣で髪を切り落とし、卓へと放る。

　リボンで二つに髪を括った令嬢の姿は、もはや無惨に喪われて……。
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「…………自分も、行く」



　今やそこには、ざんばらに髪を短く切り、決意に唇を嚙んだ、一人の復讐ふくしゅう者しゃの姿があった。

　ゴブリンスレイヤーの鉄兜の奥で、微かな呻うめき声があったのを、女神官は耳にする。

「……ゴブリンスレイヤー、さん？」

「何ができる？」

　女神官の視線を無視し、ゴブリンスレイヤーは淡々と言った。令嬢剣士は澱よどみなく答える。

「……剣。それと、術。《稲妻ライトニング》」


「…………」



　ゴブリンスレイヤーの兜が、ぐるりと鉱人道士の方を向く。

「雷霆らいてい招来だの。威力のでっけぇ、大砲みてぇなもんだ」と、彼はつまらなさそうに応じた。

「……良かろう」

　ゴブリンスレイヤーは静かに、そう言った。

「構わんな？」

　そして、問う。

　次に鉄兜が向いた先は、縋るような目で彼を見ていた、妖精弓手だ。

　彼女は目をそらし、両手でぎゅうっと杯を摑み、俯いたが……。

　やがてごしごしと目尻を腕で擦こすって、しょんぼりと顔を上げた。ぽつりと、答える。

「……オルクボルグが、良いんなら」

「よし」

　ゴブリンスレイヤーは地図を丸めて、立ち上がった。

　やるべき事は明白だ。

　いつだって変わらない。

　いつでも。

　どこでも。

　何があっても。

　十年前から、ずっと。

「ならば、ゴブリン退治だ」
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「ぷぁあっ！　寒い寒い……っ！」



　ギルドの扉を押し開けるなり、牛飼娘は言葉と裏腹に喜ぶような悲鳴をあげた。

「もう雪まで降って来ちゃってるよ」

　冬だねえ。そう言いながら雪を払い落とした彼女は、ギルドの待合室に足を踏み入れる。

　長椅子ながいすに座った冒険者たち、暖炉の火にあたる彼らの姿は平素に比べるとまばらだ。

　時間の問題もあるが──まあ、好んで冬に冒険をしたがる者が、単純に少ないのだ。

　寒いし、野宿もおちおちできないし、雪が降るし、危ないし、やっぱり寒い。

　北方の山を越えた遥はるか彼方かなたの蛮族は、こんな寒さは物ともしないと言うけれど。

　──ひ弱な文明人にとっては、ぬくたいものが恋しい季節なのですよ、と。

　暖気に満ちた空間を歩きながら、ほっと一息。

　そんなわけで金銭目当ての冒険者は、その多くが春から秋に金を稼ぎ、冬越しをする。

　とはいえ今残っている者が単に稼ぎの悪かった冒険者ばかりか、というとまた違う。

　小鬼、汚染ないし堕落した精霊に怪物、冬といえど祈らぬ者どもの脅威は少なくない。

　それに雪の舞い散る季節のみ門を開く遺跡だの、見つかる秘宝の類たぐいもある。

　修行者、探求者、あるいは寒さを感じない種族の冒険者は、冬といえど活動を止やめない。

　何より冒険者が少ないからこそ冬場の需要はあるのだ──とは、以前に教わった話だ。

「冬ですねえ」

　その友人、受付嬢はカウンターの中から牛飼娘の独り言に応じた。

　頰杖ほおづえを突いて物憂げに窓の外を見やる姿に、牛飼娘は「おや？」と小首を傾かしげる。

「どうしたの？」

　はい、と食料の納品書を出しながら問うと、受付嬢は「いえ」とあいまいに笑った。

「雪が降ってきてしまったなぁ、と」

「ああ……」

　つられて、牛飼娘も窓の外へと視線を向けた。

　ちらほらと舞い散るそれは只中ただなかにいると気づかないが、部屋の中から見ると実に美しい。

　綿毛のような雪が、じきに街を白く塗りつぶすだろう。

「大丈夫でしょうか……」

　誰だれが、とも、何が、とも言わない独白めいた言葉。

　牛飼娘は何となしに豊かな胸の前で手を組んで「大丈夫だよ」と呟つぶやいた。

「……彼、前は雪山にいたみたいだし」

「そうなんですか？」

　思わぬ新情報。受付嬢が目を瞬またたかせる。

「知りませんでした。そうだったんですか……」

「あんまり、何してたかは教えてくれないんだけどね」

　言いたくないことは、誰にだってある。

　彼は無口だし、それは少し寂さびしかったけれど、それで良いと牛飼娘は思う。

　──あたしだって、言ってないことあるもんね。

　はい、と返された納品書のように、彼女は豊かな胸の内に自分の思いをしまい込む。

「うへぇ、冷えたァッ！　寒いっつーより、痛ェよな。相手も打撃だけつっても」

「霜の、巨人……の、末裔まつえいだったもの、ね」

「長く苦しい戦いだったぜ」

　と、ギルドの扉が開いて、冷気と共に顔なじみの冒険者が入ってきた。

　槍やりを肩に担かついだ美丈夫と、豊満な肢体に装束しょうぞくを張り付かせた魔女の二人。

　入口でぱっぱと雪を叩たたき落とし、髪を整えた彼が意気揚々と受付へ向かってくる。

「……まったく。いつも彼より先に戻ってくるんですよね。無事なのは何よりですけど」

　受付嬢が溜息ためいき混じりに笑顔を貼はり付けたのを見て、牛飼娘はゆっくりと立ち上がった。

「じゃ、お仕事頑張ってね」
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「はい。頑張りますよ。──別に、嫌ってるわけじゃないですし」

　ちょっと苦手なだけで。そう呟く受付嬢に、牛飼娘は笑顔を向けた。

「でも、大丈夫だと思うよ？」

「何がです？」

「年越しのお祝いまでには、帰ってくると思うから」

　──きっと。
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「なっとくいかなぁーい！」

「あ、あははははは……」

　翌朝。山道を行く妖精弓手エルフの姿は、木柵の檻おりに入れられていた。

　傍かたわらで引きつった笑みを浮かべる女神官ともども、その身に纏まとうは襤褸ぼろ一枚。

　それはもう苛立たしげに長耳をぴこぴこと揺らしながら、格子を摑つかんでガタガタと揺らす。

　上に棒一本通して担かつがれてる檻もあいまって、虜囚としては迫真の演技だろう。

「なんで私たちが戦利品扱いなわけ!?」

「俺や他ほかの奴やつらが戦利品になるわけがあるまい」

　問題はそれが演技でない辺りだが、ゴブリンスレイヤーに取り付く島はない。

　いつもの薄汚れた鎧よろいをさらに上から黒い塗料を塗りたくり、もはや異様な有様である。

　つい数時間前に墓場から蘇よみがえった死霊の兵士かなにかと言われても、納得の出来栄え。

「おう、おう、間抜けな女冒険者が騒いどるわい。僧正殿、ここは一つ灸きゅうを据すえて……」

「ふふふふ、じきに外なる智恵ちえの神への供物くもつとなるのです。好きにさせてやりましょう」

　籠かごの前棒を担ぐ邪悪な鉱人ドワーフが、先頭を行く邪竜の僧正と厭いやらしく笑い合う。

　衣裳を用意し、顔や鱗うろこに顔料で紋様を入れる段から、ノリノリだったのは言うまでもない。

　ぐぬぬぬぬ、と。妖精弓手は歯嚙はがみして、喰くってかかる標的を切り替える。

「ねえ、ちょっと、もっと怒っても良いのよ!?」

「いやあ……。もうなんか、慣れちゃいましたし……」

　檻の隅で膝ひざを抱えている女神官は、諦あきらめたように微笑ほほえむ。

　そうすると華奢きゃしゃで儚はかなげな容貌ようぼうと相まって、彼女もまた虜囚そのものであった。

　名演、と言えよう。やはり演技でないのが、問題と言えば問題ではあったが。

「……」

　対して、一言も口を利きかないのが、件くだんの令嬢剣士である。

　彼女は檻の隅で膝を抱え、じっと宙一点を睨にらみつけたまま微動だにしない。

　しかしその白い肌は血の気が失せ、薔薇ばら色だった唇も、今や菫すみれ色。

　女神官は、そっと寄り添うように彼女の傍そばへと四つ這ばいで近寄った。

「あの、寒くは……？」


「…………平気」



　ぽつりとした簡素な返事。

　ふつうならここで怯ひるもうものだが、女神官はくすりと笑みを零こぼした。
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　──「ああ」「そうか」「そうか？」「そうだな」よりは、うん。

　出会ったばかりの頃ころの彼を思い出せば、この程度、なんということもない。

「わたしは寒いので……傍、寄っていますね」


「…………好きにすれば」



　ぷい、とそっぽを向く彼女に、見えなくとも頷うなずいて、女神官は同じように膝を抱えた。

　雪道は長い。

　吹雪ふぶきく中を、えっちらおっちら、籠の中で揺らされて運ばれていく。

　雪山に聳そびえる城を目指して徒歩での行軍。とても女性の足で楽に行けるものではない。


　──……とすると、わたしたちが捕虜役なのは、気遣いなんでしょうか？



　不器用にもほどがある。

　女神官は、そっと令嬢剣士の肩を抱きながらそう思い……。

「へくちっ」

　と、寒さから可愛かわいらしく声をあげて、くしゃみをしてしまう。

　ぱっと顔を赤らめ手で覆おおうけれども、もう手遅れだ。

　鋭敏な長耳を持つ妖精弓手がにんまり笑う、のはまだしも。


「────」



　令嬢剣士が、きょとんと呆気あっけにとられたように女神官を見上げたるのは、バツが悪い。

「さ、寒いから、しかたないですよね？」


「…………そうね」



　ぽつりと呟つぶやく令嬢剣士の口元が、微かに緩むのを、女神官は確かに認めた。笑っている。

　──うううう……。

　やった、と思う反面。怪我けがの功名こうみょう、というには恥ずかしすぎたが。

「でもちょっと、ホント寒いわね、この格好」

　対して妖精弓手は顔色が悪い。ひっきりなしに長耳を震わせている。

「耳がちぎれちゃいそう」

「雪山だからな」

　檻の外からちらりと一瞥いちべつをくれたゴブリンスレイヤーが、鉱人道士ドワーフを促して足を止めた。

　荷物から取り出した毛布を申し訳程度に被かぶせて防寒とするが……。

「風が強いかんの。どうするね、鱗の……おっと、僧正よ」

「拙僧も、厚着せねばまともに動けぬ故、なかなか……」

　普段の装束しょうぞくの上から、おどろおどろしい外套がいとうを羽織った蜥蜴僧侶リザードマンが、僅かに目を細める。

「恐るべき竜は寒さにて滅びたとも言われるぐらいでありまして」

「先祖伝来の弱点かい。仕方ねえのう……火石でもこさえて、懐炉かいろにすっか」

　鉱人は触媒の詰まった鞄かばんから火打石の他、手のひら大の石ころを一つ二つと取り出す。

「《踊れや踊れ、火蜥蜴サラマンダ。尾っぽの炎をわけとくれ》」

　途端、組んだ掌てのひらに包まれた石が、徐々にぼう、と内側から光りだす。

《着火ティンダー》の呪文で、術一つの消費。とはいえ、これを無駄と言う者はいない。

「石は燃えねェんで温まるだけ、と……あちち。良い塩梅あんばいだの」

「……私その呪文にすっごい嫌な思い出があるんだけど」

　妖精弓手が思わず足を庇かばうようにしながら言うと、鉱人道士は鼻を鳴らした。

「文句言うならわけたらんぞ、ほれ」

　じきに熱持ち温まってきた石を、鉱人道士は慣れた手つきで布に包み、檻に放り入れる。

　嫌そうな顔をしていた妖精弓手も、これには目をパチクリ。瞬またたかせて、素直に受け取った。

「あら、ありがと。鉱人のくせして気が利きくじゃない」

「あ、ありがとうございます……っ」

「……」

　反応は三者三様。なぁに、と太鼓腹を叩たたいた鉱人道士、妖精弓手に溜息ためいきを吐つく。

「もちっと素直なら良いんだがのう。かみきり丸はなんぞあっか？」

「……そうだな。城についてからと思ったが」

　そう言って、ゴブリンスレイヤーは雑囊ざつのうから何かを一摑み分、無造作に取り出した。

　檻の中に放られたそれを女神官が受け取ると、青い貴石のついた小さな指輪がいくつか。

「《呼気ブリージング》の術が封じてある指輪だ」

　ゴブリンスレイヤーは淡々と言った。呼吸を保持する呪文。

　こういった小技の使える呪文遣いを、女神官は魔女くらいしか思い浮かばない。

　あの肉感的で豊満な肢体を思うと、華奢な自分が少し哀しくもなる、けれど。

「それよりゴブリンスレイヤーさん、水中呼吸の指輪、って……」

　と、言って「ああ」と脳裏に過よぎるのは、いつかの遺跡でオーガを屠ほふった巻物。

　海底から《転移》してきた高圧の水流。水攻め。

「……そりゃあ、持ってますよね。うん」

「あまり長時間はもたん」ゴブリンスレイヤーは鋭く言った。

「雪の中でも多少は寒さが和やわらぐが……」

「やたっ！　もう、こういうのあるなら早く出しなさいよね、オルクボルグ！」

　パンと手をうち、長耳を振って、喜色満面、妖精弓手がさっさと指輪をつけてしまう。

「んーっ！」などと目を細めるのを見る限り、寒さが和らぐのは本当らしい。

　考えてみれば水も雪と同じだから……効果はあるのか。

「指輪だけだとそんなじゃないけど、鉱人の石もあるから暖まるわね」

「えと、じゃあ、わたしも……」

　女神官もおずおず、遠慮がちながらも指輪を嵌はめる。

　途端、ふわりと膜一枚が体の周りに張り付いたかのように、ほんの少し寒さが和らぐ。

「あ」と思わず彼女の声が漏もれる。「これ、すごいですね！」

「でしょ？」

　我がことのように妖精弓手が片目を瞑つむり、自慢する。

　それを聞いた鉱人道士が鼻で笑うと、彼女は「なによぅ」と唇を尖とがらせ突っかかっていく。

「まったく……」と溜息を吐いた女神官は、すぐ傍の令嬢剣士の顔を覗のぞき込んだ。

　むりくり、その張り詰めた氷のような瞳ひとみと、しっかり視線を合わせて。

「ほら、あなたも指輪、つけちゃいましょう？」


「…………いらない」



　ふるふると、彼女は乱雑に切られた金髪ごと首を振った。


「…………寒くない」



「もう、そんな事言って……」

　ふと思い出すのは、神殿の後輩として暮らしていた少女たちだ。

　どういうわけだか意地を張って、冬でも薄手の服を着て、鼻を垂らして言い張るのだ。

　そっと女神官が彼女の手をとると、やはり凍えそうなほどに冷たい。

「ほら、指輪つけてあげますから」


「…………寒くな──くしゅんっ」



　くしゃみであった。

　思わずきょとんとした女神官の目の前で、ぷいと令嬢剣士が顔をそむける。


「…………寒くない」



「……はいはい」

　どうして笑みが溢あふれるのを抑えられようか。

「そういうことにしておいてあげますから、指輪つけちゃいますね」


「…………む」



　有無を言わさず、女神官は令嬢剣士の手をとって指輪をつけた。

　三人の娘の指先で、きらりと青い光が揺れる。

「ふふん。これでもう逃げられないわね」

　妖精弓手までもがそう言ってくすくすと笑う。


「…………」



　令嬢剣士はムスッとしたまま、他を向こうとはしないけれど、三人で温石を囲んで。

　揃そろいの青い指輪。短時間しか効果はないとはいえ、物自体は残るのだから。

「ほい、おら、娘っ子ども。そろそろ静かにして、緊張した風にせい」

　と、そんな雰囲気を締めるように、鉱人道士がガツガツと格子を叩いた。

「ちょっと、鉱人、空気読みなさいよぉ」

「バカモン。そっちこそ空気読まんか、耳長娘。へらへらしとる奴隷がおるものか」

　そう言われてしまうと仕方がない。むぅ、と妖精弓手は唇を尖らせて黙りこむ。

「先導を頼む」ゴブリンスレイヤーは言った。「俺では夜目がきかん」

　かと言って松明たいまつをつけるのは混沌こんとんの手勢として奇異。

　ゴブリンスレイヤーは籠の棒を担ぎながら、蜥蜴僧侶の後につく。

「任されよ。しかとついてくるが良い、我が彷徨さまよう騎士よ」

　喉のどの奥でぐるると唸うなるように笑いながら、蜥蜴僧侶が厳おごそかな足取りで歩を進めていく。

　白く塗りたくられた視界の先、黒々とした城門は、もはや目の前であった。
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「たのもう！」

　吹雪のびゅうびゅうと抜けていく音にも負けず、蜥蜴僧侶の大音声だいおんじょうが響き渡った。

　まさしく竜の咆哮ドラゴン・ロアー。これを聞き逃す者とてあるまい。

「拙僧は外なる智恵の神、緑の月の目が僧正である！　はらからよ、開けられませいっ！」

　流石さすがに本職の聖職者、それも相応の研鑽けんさんを重ね、銀等級まで昇り詰めた男である。

　堂々たる振る舞いは、なるほど、いかなる宗派であれ、相応の地位が相応ふさわしかろう。

　木霊こだまの尾が雪風の向こうへと消えていく中、鉱人道士がゴブリンスレイヤーを肘ひじで突く。

「やつぁ、はまり役だとは思わんか、え？　あの娘では、いささか役が重かったかんの」

「ああ」

「邪神の巫女みこっつーのも衣装こさえる分には面白おもしろいんだがの。薄くてひらひらの」

「そうか」

「なんでぇ、こないだの祭りで褒めてたじゃねえか。着せたくないんかい」

「興味がない」

　二人は門を向き、蜥蜴僧侶に従う姿勢を崩さぬまま、早口に言葉を交わし合う。

「……小鬼の聖騎士とやらは強いかな、かみきり丸よ」

「わからん」と、彼はぼそぼそ呟いた。「が、我々を上回っていると思っておけ」

「事実はどうあれ、それぐらいがちょうど良い……かの？」

「そうだ」

「まあ、間抜けと思って転がされたんじゃ、こっちが大間抜けだかんの」

　ゴブリンは愚かであっても間抜けではない。

　常からそれを信条としているゴブリンスレイヤーは、黙って鉱人道士に頷いた。

「……ふぅむ」

　しかし蜥蜴僧侶の声に反応はない。

　城門は固く閉ざされたまま、返事といえばびゅうと吹き抜ける雪精の声のみ。

　ならばと蜥蜴僧侶は、おどろおどろしく彩いろどられた僧衣の袂たもとに手をいれる。

　取り出し掲かかげるは、あの焼印に似せて鉱人道士が細工した、木彫の目。

「外なる智恵の神の碧眼へきがんにかけて！　はらからよ、知を分かつ友よ、門を開けられよ!!」

　はたして、反応があった。

　ぴたりと隙間すきまなく閉じられていた城門に、すっと一筋線が入る。

　途端、がらがらと鎖で滑車が回る音を伴い、ぎしぎし軋きしみながら、その門が動き出した。

　ゴブリンスレイヤーはじぃっと門の動きを注視する。

　はたして、この大門を動かすのに何匹の小鬼が従事しているのだろうか。

　いずれにせよ、敵の戦力は多い。まったく、楽しくなってくる。

「……あの、大丈夫……ですよね？」

　不意に背後からか細い声が聞こえて、ゴブリンスレイヤーは兜かぶとの下で目を動かした。

　格子の向こうで女神官が、僅かな怯おびえに瞳を揺らし、彼を見上げていた。

「いきなり、その、地下ちか牢ろうに放り込まれたり、とか……」

「恐らく、そうなるだろう」

　ゴブリンスレイヤーは頷いたが、小鬼たちの視線がある以上、ほんの僅かに、であった。

「生贄の祭壇よりマシだ」

「……そうですか」

「そうだ」

「……助けては、くれるんですよね？」

「そのつもりだ」

　女神官は、何かを言おうと口を開け、すぐに閉じた。

　ふ、と。諦めたように表情が和らぐ。

「なら、良いです」

　そう言って、女神官はそっと息を吐はいた。魔法の守りがあっても、すぐに白く煙る。

　大丈夫だ、とか。任せておけ、とか。小鬼には指一本触れさせない、とか。

　女の子の喜びそうなことを、彼は何一つとして言ったためしがない。

　まあ誰彼だれかれ構わず愛想よくするなんて、装備が同じなだけの別人だろうけれど。

　──ほんと、仕方のない人。

　何故なぜだか頰ほおが緩んでしまうのだけれど、女神官は無理くりそれを引き締めた。

　すぐ傍らにいる令嬢剣士の体が、緊張か恐怖か、強張こわばるのを感じ取ったからだ。

「大丈夫ですよ。……ゴブリンスレイヤーさんも、みんなも、ついていますから」

　と、ぴくりと長耳を震わせた妖精弓手が、鋭く言った。

「来るわよ」

「ＧＲＯＯＯＢＲ！」

　開かれた大門と比較して小さな体軀たいく。蜥蜴僧侶の大音声よりも小さな叫び。

　現れたのは襤褸のようになった僧衣の裾すそを引きずって歩く、一匹の小鬼だ。

　威厳たっぷりを気取っているのだろうが、とてとてとおぼつかない歩調は滑稽こっけいであり……。

　故にこそ、戯画化された高慢な司祭のようで、かえっておぞましくもあった。

「ＧＯＲＡＲＯ！　ＧＯＲＢＢ!!」

　その小鬼は蜥蜴僧侶の目前でふんぞり返り、手をぶんぶんと振り回し甲高かんだかい声で喚わめく。

　蜥蜴僧侶はといえば、聖印を掲げたまま、うむ、うむ、と重々しく頷いている。

　ゴブリンスレイヤーと鉱人道士は、従者らしく頭こうべを垂れ、黙して語らず。

「……なんて言ってるの？」

「さあ……」

　妖精弓手に囁ささやかれた女神官は、曖昧あいまいに首を横に振る。小鬼語など、わかろうはずもない。

「……あれが、小鬼聖騎士ゴブリンパラディン、でしょうか？」

「見たとこ、騎士っていうよりは司祭よね、あれ」

「……違う」

　囁き合う二人に、ぽつり、零すように令嬢剣士が声を漏らした。


「…………あれは、あいつじゃない」



　その目に、爛らんと怒りの火が灯ともるのを、女神官は確かに認めた。

　──ああ。そうか。

　あの小鬼がどこから僧衣を手に入れたか。考えれば明白ではないか。

「……大丈夫ですよ」

　そう言って、彼女は令嬢剣士を抱きしめる。どこまで気持ちが伝わるかは、わからないが。

　さて。

「では、この砦とりでの頭目、聖騎士殿にお目通り願えますかな」

「ＧＯＲＡ！　ＧＯＲＡＲＡＲＵ！」

「ああ、これなるは我が忠僕二人。そして、貢物に御座いまする」

　大仰な身振りで手をふり、檻を指し示す蜥蜴僧侶の仕草は、実に堂々たるものだ。

「小癪こしゃくな女冒険者めをひっ捕らえましたのでな。うち一名に、供物の御印みしるしがありましたので」

「ＯＲＲＲＧ！　ＧＡＲＯＯＭ！」

「ああ、そうでしょう。そうでしょう。では、獄へ入れ、逃れぬよう手足を断ちませぬと」

　頷いた小鬼司祭が、蜥蜴僧侶を真似まねた滑稽な仕草で手招きし、一行を門内へ導き入れる。

　無論のこと、蜥蜴僧侶とて小鬼語などわかろうはずもない。

　ゴブリンの言葉はだいたいの場合、喚き散らす子供の叫び声で、意味も同じだからだ。

　あれがほしい。これをよこせ。あいつがやった。あいつがわるい。

　ではどうすれば良いかといえば──その鋭い舌が顎中あごなかで呟く祈禱きとうに依る。

「《大地を冠せし馬普龍マプロンよ。仮初かりそめなれど、我らも群れに加え給う》」

《念話コミュニケート》の奇跡である。

　群れで狩りを為なしたという父祖が一柱の力を借りて、彼我の意思疎通を実現する。

『双方に会話の意思がなければ通じませんでな。布教には役立ちまするが』

　昨晩、酒場の円卓につき、裁縫を続ける鉱人道士の横で、蜥蜴僧侶はそう語った。

『やはりいずれ小鬼語を学ばねばなるまい』

　そしてゴブリンスレイヤーは大おお真面目まじめにそう応こたえたものだが……。

「ふぃーっ、何とかなったわい……」

「まだ門を潜っただけだ。気を抜くな」

「わぁっとる、わぁっとる」

　どっと一息吐く鉱人道士へ一瞥をくれた後、ゴブリンスレイヤーは周囲を見回した。

　ゴブリンだ。

　古城の中庭。かつては泉から水も湧わいて、饗宴きょうえんにも用もちいられたろう白亜の広場。

　だが泉は枯れ、雪に覆われ、庭から草木は失せ、騎士の姿も失われて久しい。

　今やそこは小鬼どもの遊び場として血、汚物にまみれ、ゴミ溜ためと化していた。

「……神代の、鉱人の細工による建物よ？　それを、まぁ……」

　冒険と未知とを愛する妖精弓手が、思わず苦々しげに呟いたのも仕方あるまい。

「価値がわからないって、やぁね……」

「……でも、すごい数……」

　声の震えを抑えようと、女神官がぎゅっと唇を嚙みしめる。

「……何とか、しなくっちゃ」

　そして小鬼どもが彼女たちを、哀れな贄としてしか見ていなかったのは幸いだった。

　いくら高慢に騒いだところで、すぐに無様に泣き喚くことを、彼らは知っていたからだ。

　ゴブリンの数、十や二十ではきかない。

　有象無象、雑多な小鬼どもは、庭、城壁の上、物見塔、狭間、至る所にいた。

　思い思いに粗末な──小鬼にしては上等な──装備を纏い、じぃっとこちらを睨んでいる。

　それは好奇、好色などの感情が入り混じった、貪欲で怖気おぞけを震ふるう眼差まなざしだ。

　獣の目、知性なきけだものの視線なら、まだ良い。

　悪意と欲望に満ち満ちた視線は、決して野生ではありえない。


「…………っ」



　女神官は我知らず、彼らの目から令嬢剣士を庇うように、ぎゅっと抱く手に力を込める。

　それが小鬼どもをさらに昂たかぶらせることは経験でわかってはいたが、仕方ない。


「…………」



　その間、ゴブリンスレイヤーは、その兜の下で、じいっと周囲を睥睨へいげいしていた。

　地形、構造、全すべてを叩きこまねば、十中八九、袋叩きにあって死ぬだろう。

　死ぬのはまだしも、このゴブリンどもが野放しになるのはいただけない。

「ＧＯＲＡＲＡ」

「うむ。さあ、ついて参れ。こちらとの事だ」

「あいよ、僧正殿。ほれ、いくぞ、鎧の」

　小鬼の導き、蜥蜴僧侶の下知。

　鉱人道士に促され、ゴブリンスレイヤーは棒を担ぐ手に力を込める。

　ゴブリンどものたむろっている廊下を抜け、腐敗したゴミの汁で滑る階段を下る。

　石造りの地下室に、一行の足音が不気味に木霊した。

　薄暗くじめじめとし、得も言われぬすえた臭いの立ち込めるそこ。

　どうあっても食料庫などではありえまい。どうして食べ物に檻が必要というのか。

　そこは、いわゆる地下牢ダンジョンであった。

　頑健かつ美麗な鉱人造りの牢屋と錠前。鎖。その見事さはもはや言うまでもない。

　かつて、ここには混沌の手のものや、城を脅かした悪党などが繫つながれていたのだろうか。

　だが小鬼が支配する今となっては、ここは哀れな娘たちの終ついの棲家すみかだ。

　明らかに死体とわかる腐りかけのものや、息も絶え絶えの娘が繫がれているとなれば……。

「……っ」

　ぎりぃ、と。令嬢剣士が歯を食いしばり、低く唸った。

　女神官の腕の中、彼女が身を強張らせるのが、確かに伝わってくる。

「ＯＲＡＧＡＲＲ」

　小鬼が錆さびた錠前を弄いじくり回し、牢獄の格子が開かれる。

　べたべたと得体のしれない汚れが張り付いた石畳の床。赤錆の浮いた鎖。

　地下故に表よりはマシとはいえ、冷えきった空気。それに入り混じった腐敗臭。

　用を足す穴は詰まり、汚物が溜まっている。ばかりか、無造作に突っ込まれた人の腕。

　妖精弓手が「うぇ」とえずく音が、妙に大きく響く。

　森人エルフの鋭敏な感覚は言うに及ばず……。

　只人ヒュームの目には見えずとも、臭い、気配、その全ては女神官の原体験だ。

　女神官の喉が「ひゅっ」と笛のような掠かすれた音を立てて、息を飲んだ。

　慣れた──事実はわからないが、そう思いたい──とはいえ、しかし。

「……ぅ」

　それでも、思い返してしまうのは初めての冒険。

　目の前でずたずたに引き裂かれた戦士。毒に悶もだえ、そして彼によって介錯かいしゃくされた魔術師。

　そして、小鬼の群れに飲み込まれ、陵辱りょうじょくを受けた武闘家。

　自分の身代わり。自分は彼、彼女らのかわりに生き延びた。生きている。けれど。

　いつか自分の番も来るのではないか？


　────大丈夫。だいじょうぶ。……だいじょうぶ。



　口の中、震える歯の根を抑えるように地母神ちぼしんの名を唱え、ちらりと彼を見る。

　見ようと、して。

「ＧＡＲＯＵ！」

「っ、あ……！」

　髪をぐいと摑まれて、悲鳴をあげた。

　檻の外から手を伸ばした小鬼の僧侶が、不躾ぶしつけ極まりない乱暴さで、彼女の髪を引いていた。

「ＯＲＡＧＡＲＡＯ！」

　檻を開けて、この小娘を牢屋に入れろ。

　どのように神に捧ささげるにせよ、まずは彼女からという事か。

　鉱人道士とゴブリンスレイヤーは目線を交わして頷き、檻を下ろした。

　蜥蜴僧侶が重々しく言った。

「では、そのように。しかし供物を楽しむお心積りならば、まずは聖騎士殿を──」


　そして格子の留め金が外され──……。




「ぅわああああああぁぁっ！！！！」



　令嬢剣士が予想だにしない行動へ打って出た。

　強引ごういんに檻から飛び出し手を突き出し、女神官を嬲なぶって楽しむ小鬼僧侶の喉を摑んだのだ。

「ＯＧＡ……!?」

「うあ、あああっ！　ああああぁっ!!」

　獣の如ごとき咆哮ほうこうをあげて、彼女はそのまま、体格差を利用してゴブリンへ体当たりをかけた。

「ＧＯＲＡＲＡ……!?」

「ひゃっ!?」

　半狂乱になった小鬼僧侶が、石造りのナイフを腰帯から抜いて振り回し、女神官を掠める。

　頰に薄く赤い血の線を引かれながら彼女が身を退しりぞけると、令嬢剣士はナイフを叩き落とす。


「ＯＲＡＧＡＧＡＧＡ！？！？」




「ゴブリン……ゴブリンッ！　ゴブリンッ！！！！」



　そのまま馬乗りになって拳こぶしを叩きつける。

　小鬼僧侶が喚きながら手足を振り回す度、令嬢剣士の白い肌には痣あざが浮かぶ。

　だが彼女はそれを物ともしない。

「あああぁっ!!　死ね、死んでしまえッ!!」

　鼻を砕き、目を潰つぶす。歯をへし折って。顎を叩く。

「ＧＡＲＡＯ!?」

　いかなゴブリンどもといえど、これで異変に気づかれぬわけがない。

　地下牢に控えていた──捕虜を使って役得を楽しんでいた──小鬼が声をあげた。

　そしてその見張りのゴブリンはゴブリンらしい行動を取る。

　立ち向かったりなどせず、外の仲間を呼ぼうと階段を駈け上がりだしたのだ。

「……ちぃっ」

　ゴブリンスレイヤーが舌打ちをした。彼の動きは迅速かつ的確であった。

　降ろした檻の棒を放り出すや否や──妖精弓手の抗議を無視し──腰の剣を抜き撃つ。

　その刃は音もなく宙を飛び、階段を上がるゴブリンの後頭部へと埋まった。

「ＯＲＡＧ!?」

　何が起こったかわからず痙攣けいれんしながら階段を転げ落ちた小鬼へ、彼は真まっ直すぐ飛びかかる。

「ふん」

　剣を捻ひねって脊髄せきずいを砕き、確実に止とどめを刺すと、彼は剣を抜きざま死体を蹴けり落とす。

　ゴブリンの軀むくろは階段を転げて汚物の中に斃たおれて沈む。死体はこれで隠せた。

　しかしゴブリンスレイヤーは油断なく、階段の上、地上との境から外の様子を窺うかがう。

「ＧＯＲＡ？」

　やはり、であった。

　階段での騒音に気づいた見回りの一匹が、何だ？　と近づいてきている。

　ゴブリンスレイヤーは素早く剣を握り直しながら、仲間へと声を投げた。

「感づかれた。もう一匹来るぞ」

「ああぁあぁっ！　っ、ああぁああぁぁっ!!」

　令嬢剣士は、未いまだガツガツと死した小鬼僧侶を殴り続けている。

　小鬼の乱杭らんぐい歯ばが拳に食い込んで皮を破ろうが、気にも留めていない。

　またたく間、彼女の両拳は赤黒く血で汚れだす。

「や、やめてくださいっ！　そんなことしてる、場合じゃ……あ、ぅっ!?」

　縋すがり付くようにして止めようとした女神官が、振り払われて尻しりもちをつく。

　薄い尻を冷たい石にしたたかに打ち、痛みを堪こらえながら、彼女は皆を見上げた。


「っ、えと、《沈黙サイレンス》の祈りを……ッ？」



「いや、音が一切いっさいしねえのもおかしかろ。となら、ええと……！」

　鉱人道士が触媒の詰まった鞄を漁あさり、ああでもない、こうでもないと声を漏らす。

「……致し方あるまい」

　ゴブリンスレイヤーは呻うめき、剣を握る手に力をこめた。

　今近づいてくる小鬼を仕留めたところで、もっと拙まずいことになるだろう。

　このままゴブリンとの決戦に挑むか？　いや、それではあまりに分が悪い。

　彼が素早く算段を纏めている間、黙していた蜥蜴僧侶が鋭く声をあげた。

「野伏レンジャー殿、悲鳴を上げませい！」

「ふぇっ!?　え、あ、わ、私？」

　ともかく令嬢剣士を止めようとしていた妖精弓手が、不意に呼ばわれ長耳を跳ねさせた。

　苛立たしげに尻尾しっぽで床を叩き、蜥蜴僧侶が繰り返す。口からは怒気が漏れていた。

「良いから、はよう！　時がありませぬぞ！」

「わ、わかったわよう。え、と……悲鳴ね、悲鳴」

　すぅ、と。妖精弓手の形の良い唇が、大きく息を吸って、開かれて。

「い、いやああぁっ！　やめてえぇええぇぇえぇっ!!」

　喉を震わせる凛りんとした声が、絹を裂くような悲鳴を紡つむぎ出した。

　森人の声はよく通る。地下に木霊し階段を通って、地上にも僅かに届く。

「ＧＯＲＡＲＡ」

　ああ、なるほど。察したらしいゴブリンが、無残な女の姿を思い描いて立ち止まる。

　ゴブリンは下卑た仕草で、階段に立つゴブリンスレイヤーへ目配せをした。

「ＧＯＲＡＲＵＲＵ？」

　ゴブリンスレイヤーが肩を竦すくめると、ゴブリンは厭らしく笑い、ぐるりと手を回す。

「後で来る、か」

　にたにたと醜悪な笑みを浮かべたまま去って行く小鬼の背を、ゴブリンスレイヤーは睨む。

　僅かとはいえ大きく浪費した時間を、稼ぐことができた。無駄にはできない。

　当初の予定では、供物たる娘らを検分させるべく、砦の主あるじを牢獄に呼ぶつもりであった。

　小鬼聖騎士──いるならば！──を確実に仕留められるなら、そこだろうと。

　もはや計画は完全に破綻した。

「……まあ、予想はできたな」

　ゴブリンスレイヤーは淡々と呟きながら扉を閉め、楔くさびを挟み、階段を降りた。

　見張りのゴブリンの死体が汚物溜に浮いていたのを、躊躇ちゅうちょなく蹴りつけて沈める。

「そっちのゴブリンも寄越せ。気休めだろうが、隠す」

　振り返って見れば、未だ令嬢剣士が死んだ小鬼を殴り続けているところだった。

　肉を叩く重たい音は、いつのまにかびちゃ、びちゃという水っぽい音に変わっている。

「ちょっと、あなた、いい加減にしな……さい、よッ！」

　妖精弓手が強引に令嬢剣士を死体から引き剝はがす。

　肩口を摑んでぐい、と体重をかけて。華奢な森人でも、銀と白磁では等級が天地の差だ。

「あのねえ！　なに考えてるの!?　事前に説明したでしょうっ！」

　ごろんと汚物に濡ぬれた床に転がされた令嬢剣士が、昏くらい瞳で妖精弓手を睨む。


「…………ゴブリンは、殺さなきゃいけない」




「ああ、もう……っ！」



　話にならない。悪びれもしない様子に、妖精弓手は唇を嚙む。

　苛立たしげに自慢の髪をぐしゃぐしゃにかき回すと、長耳がピンと立つ。

　只人の予測不能さは妖精弓手の好むところだ。


　オルクボルグの奇怪な行動の数々も、文句を言いつつ楽しんでいたことは──……。



　──認め……なくも、ないに、しても！

　目前、つんと澄まし顔で両手を血に染め立つ冒険者の、これは……違う。

　何がどう違うのか妖精弓手にはわからなかったが、何か、決定的な違いがある。

「だから反対だったのに……！」

「いきなり術をぶっ放さなかっただけマシ……じゃねぇかなぁ」

　鉱人道士は、溜息を吐いて腰の酒瓶さかびんを揺すった。

　とぷんと音がしたのを聞いて、栓を抜き、ぐびり、ぐびりと呷あおる。

　髭ひげについた雫しずくを袖口そでぐちで拭ぬぐい、げふ、と一息。厄払いに酒精は調度良い。

「場が引ひっ搔かき回されたつーても、手持ちの札でやるしかないのは同じじゃろうて」

「ま、致し方有りますまい。放っておいて無茶をされるより、目のつく方が宜よろしい」

　蜥蜴僧侶の平然とした言葉に、妖精弓手が目を吊り上げた。

「……それでまた巻き添えで、ひどい目にあうわけ？」

　腰に手をあて、じろりと令嬢剣士を睨みつける。

　我関せずと、赤黒い手のまま突っ立った彼女の姿に、また怒りが渦うずを巻く。


「お、落ち着いて、落ち着いてください……っ！　怒ってる、場合じゃ……！」



　それを察した女神官が、さっと視線に割って入った……が。

「あなたが一番怒るべきなのよ！」

「ひゃっ!?」

　さっと手を伸ばした妖精弓手が、女神官の頰を撫なでた。

　ぴりぴり痺しびれる痛みに、女神官が思わず目をつむる。

　いくらゴブリンの粗雑な石器とはいえ、刃は刃だ。

　彼女の頰に走った赤い線は、じくじくと滲にじむ様に血を滴したたらせていた。

「この子が突っかかった時、反撃の巻き添え食ったじゃないの！」

　女神官は、僅かに瞳を震わせた。小さな手で、頰を抑え……。

「わたしは、平気ですから」

　迷った末に選んだ表情は、微笑だった。このくらいなら、大丈夫、と。

　その健気けなげな姿が、ますます妖精弓手の怒りを昂ぶらせる。

「怪我してるんだから、平気じゃないの……！」

　そう、せめて──せめて、あの冒険者は、女神官へ謝罪をするべきだ。

　ぼんやりと立っている令嬢剣士へ、妖精弓手は摑みかからんばかりに身を乗り出し、

「落ち着け」


「オルクボルグ……ッ！」



　ぬぅっと横合いから出てきた、薄汚れた鉄兜に阻まれる。

　ぐっと睨みつける妖精弓手の目尻には、僅かに涙が浮かんでいた。

　昂ぶった感情がそうさせるのだ。落ち着けと言われて、落ち着けるわけがない。


「でもっ！　ついて来るって言ったなら、さぁ……！」



　駄々を捏こねるように、妖精弓手は令嬢剣士を指さし、思いを伝えようと声を張り上げる。

「落ち着け、と言っている」

　だがゴブリンスレイヤーは、そう言って首を横に振った。

　殴り殺された小鬼を僧衣ごとひっつかみ、汚物の中へと投げ込む。

　汚らしい音がして、その死体もまた排泄はいせつ物ぶつに沈んでいった。

　ゴブリンスレイヤーは「ふーっ、ふーっ」と肩で息を吐く妖精弓手から視線を切る。

「おい」

「あ、は、はいっ！」と女神官は慌ててぴんっと背筋を伸ばした。

　ゴブリンスレイヤーは、こつこつと自分の兜の頰を叩く。

「まず自分を手当してから、治療をしてやれ。手が腐る」

　一瞬の沈黙。唸るような声。言うべきか言うまいか迷った末の。

「痕あとも、残る」

「……はい。水薬ポーションで……？」

「薬草からだ」

　彼がそう言うと、女神官は「はいっ」と頷き、ぱたぱたと令嬢剣士の下へと駆けて行く。

　化膿かのう止め、痛み止めの薬草は、水薬のように劇的な効能こそないが、いつでも頼りになる。

　んしょ、と声を漏らしつつ、女神官が頰に膏薬こうやくを貼はっているのを確かめて、彼は頷いた。

「すまんが、捕虜の中に生存者はいるか見てくれ」

「ほいきた」

　次いで指示を出された鉱人道士が、酒をもう一口呷って応じる。打てば響くような返事。

「鱗の、付き合え。わし一人じゃ、運び出したりすんのも辛つらいわ」

「はははは。呪文遣いのたぐいは、貧弱と相場が決まっておりますからな」

　軽口、冗談。牢獄の淀よどんだ空気への抗あらがい。

　ちろりと舌を出して鼻先を舐なめた蜥蜴僧侶が、ゴブリンスレイヤーへと向き直る。

「怪我人がいたら治療しても構いませんかな」

「奇跡は残しておけ」とゴブリンスレイヤーは言った「どの道、捕虜を戦力にはできん」

「承知、承知」

　奇怪な手つきで合掌をひとつ。

「気持ちはわかりまするが、今は後回しにすべきかと」

　去り際ぎわ、ぼそりと呟かれた言葉は、確かに森人の耳に届いている。


「…………仕方なかったじゃ、済まないじゃないの」



　むすりと頰を膨らませる妖精弓手の前で、ゴブリンスレイヤーは黙って腕を組んだ。

　気にかかるのは──小鬼僧侶などというありえない存在もだが──捕虜の事だった。

　村から攫さらわれた娘はいなかったはずだ。

　となると、あの寒村以外の、各地から拐かどわかされ、運ばれてきたと見るべきだろう。

「……」

　各地から拐かされた？　ゴブリンスレイヤーは自分のその考えに、苛立たしげに唸る。

　ゴブリンが、こんな雪道を捕虜に歩かせた──歩かせられるのか？

　ゴブリンが広範囲で活動するのか？

　小鬼聖騎士とやらに、率いられて？

「……気に入らんな」

「……私もよ」

　ゴブリンスレイヤーのひとりごとに、妖精弓手の不貞ふて腐くされた言葉が返ってくる。

「なんであの子を連れてきたわけ？」

　不機嫌さを隠そうともせずに長耳を揺らしながら、彼女はじろりと彼の兜を睨む。

　相変わらず、その表情は鉄兜に隠れて見えないけれど。

「必要だからだ」とゴブリンスレイヤーは淡々と言った。

「必要」はっ、と嘲あざけるような吐息を妖精弓手は漏らした。「お尻でも引っ叩いてやれば？」

「どの道、切り抜けねば帰還もできん」

　それに、と。彼は言葉を続けた。いつものように淡々と。

「ゴブリン退治だ。挑んだからには、勝つか負けるかしかない」

「そういう事を、言ってるんじゃ、なくて……！」

「……わかっている」

　けれど。

「わかっている、つもりだ」

　その声は、珍しく疲れたようで。


「…………」



　思わず、妖精弓手は声を失くした。

　オルクボルグ？　唇を動かすだけの、音のない呼びかけ。

　それが届いたわけでもなかろうが、彼はゆっくりと息を吸って、吐いた。

「見張りをする。捕虜の確認と治療が終わったら、装備を整えろ」

「……ここで？」

「そうだ」


「…………」



「今の格好じゃ、戦力になるまい」

　汚物と腐臭、死体に満ち満ちたこの地下牢で。

　ああ、と。妖精弓手は呻いた。頭痛をこらえるように眉間みけんに指をあてがう。

「もっかい聞くけど、ここで？」

「そうだ」

「着替えろって？」

「そうだ」

　──ああ、まったく、もう。やっぱりいつも通りのオルクボルグじゃないの。


「あのね」と妖精弓手は溜息を吐いた。「森人には、品位ってものが──……」



「気になるなら、毛布でも使って幕にしろ」

「わ、ぷ!?　……ん、もう！」

　檻にひっかかっていた毛布を放り投げられ、頭からかぶった妖精弓手は声をあげた。

　怒りの表情が一瞬崩れ、慌てて取り繕っても、もう遅い。

　ゴブリンスレイヤーは既に背を向けているし、妖精弓手はしぶしぶ毛布を羽織った。

　首のところでしっかり止めて、ごそごそとその中で着替えるのだ。何とも情けない。

　虜囚の冒険者らしく薄汚れた襤褸をぽーいと脱ぎ捨て、いつもの狩人かりうど装束を手に取る。

　戦いに備えて防具を着込んで、弓矢を背負い、下着は……まあ、良いか。意味わからないし。

　──ああ、もう、何を怒ってるんだろ、私。

　らしくない。まったくもって、らしくない。怒る気も失せてくる。

　──あれ？

　と、妖精弓手はくるりと身を捻って服の具合を確かめながら、首を傾かしげた。

　オルクボルグに振り回されても、怒りは不思議と湧いてこない。

　それは慣れたから、でもあるけれど。

　──それだったら、あっちに振り回されても、怒らないはずよね。

「うぅーん……」

　未知の難問に対して、妖精弓手はぴこぴことせわしなく長耳を揺らして思案する。

　──ということは、やっぱり、あの子とオルクボルグは違うんだ。

　何が違うんだろう。どこが違うんだろう？

　ぐるり、ぐるぐる。頭のなかで様々な考えが渦を巻いて巡っていく。

　答えは出ない。かわりに、行き着く言葉は二人の共通点。

　──ゴブリン。

　ゴブリン、ゴブリン、ゴブリン、ゴブリン、ゴブリン、ゴブリン！

　まるで呪のろいのように纏わりつく言葉に、妖精弓手はぶるりと身を震わせた。


「ああ、もう、良くないなぁ……！」



　ぴしゃりと両手で頰を叩く。目尻をごしごしと擦こする。気持ちは晴れない。

　気持ちは晴れない。

　答えは出ない。

　状況は最悪。

　ああ、だけど。


「…………やるべきことは一つなのよね」



　妖精弓手は「うー」と呻いて長耳を振ると、毛布から首だけをつきだした。

　ゴブリンスレイヤーは油断なく武具を構えたまま、階上の扉を見張っている。

　その背に向けて、妖精弓手はそっと言葉を放った。


「…………ごめん、オルクボルグ」



　一度口を開いて、舌を彷徨わせる。言葉を探して、もう一言。

「ちょっと、カッとなってた」

「そういう事は、ある」

　ゴブリンスレイヤーは、背を向けたまま短く言った。

「お前も、あの娘も、俺も」

　彼の言葉は、いつも通りに淡々とした、冷たさすら感じさせるものだった。

　思わず、妖精弓手の頰がくすりと緩む。

「オルクボルグでも？」

「そうだ」

「見えないわね」

「そうか？」

「そうよ」

「そうか」

　ゴブリンスレイヤーは大した興味もなさそうに呟き、ぐるりと首を巡らせた。

　一瞬の間。いつだったか女神官が言っていた事を、妖精弓手は思い返す。

　考えている時。何かを言おうとしている時。彼は黙るのだ。

「他の皆にも」と、彼はぼそりと言った。「言うべきだと思うなら」

　妖精弓手は、ひらりと毛布からつきだした手を振った。大丈夫。

「ん、自分で言っとくわ。……ありがとね」

　毛布をばさりと引き剝がす、その刹那せつな。

　こちらの顔も隠れるのを良いことに、妖精弓手は微かに口元をゆるめた。

「意外と、気配りよね。オルクボルグ」

「……そうか」ゴブリンスレイヤーは低く唸った。「手早く、やれ。他の娘も着替えさせる」

「はいはい」

　彼の顔は見えないが──それでも、妖精弓手にはどんな顔をしてるか、何となくわかった。

　それで、十分だった。





§






「……いないわね」

「よし」

　ひょこりと扉の隙間から長耳を突き出した妖精弓手の報告に、一行は素早く地下牢を抜けた。

　むせ返るようなゴブリンの獣臭は、決して気分の良い物ではない。

　石造りの城内も似たようなものだが地下牢よりはマシで、女神官は大きく息を吐いた。

「あの人たち、残しておいて良かった……んでしょうか」

「ぞろぞろと連れて歩くよりは安全でしょうや」

　女神官の呟きに、隊列の一番最後から蜥蜴僧侶が応じた。

　幸い、あるいは不幸にも、衰弱してはいたが虜囚の娘たちは幾人かが生き延びていた。

　脱出こそ確約したものの、蜥蜴僧侶の言うとおり、連れて行くには危険が多い。

　しかし奇跡も時間も一行にとって貴重とはいえ、治療さえ施せないのは……。

「……なるべく早く、戻って助けてあげないと」

「つーたかて、現状、どもこもならんじゃろ」

　心残りに背後を気にする女神官へ、石壁の様子を探りながら、鉱人道士がぼそぼそと言う。

　一党パーティを先導するのは、鉱人道士である。

　きっちりと隙間なく組まれた石砦は、質実剛健な鉱人の造りだ。

　となれば野伏より、職人クラフトマンとしての技量がモノを言う。

　索敵を妖精弓手、道案内を鉱人道士が担当する形で、一行は隊伍たいごを組み直していた。

「で、かみきり丸よ。どこ行くつもりだの。天守かや？」

「いや」と、問われたゴブリンスレイヤーは首を横に振った。

「敵の頭を叩くのはまだ早い」

「……ッ」

　淡々とした言葉に、令嬢剣士がぴくりと身を震わせた。

　先のようなことがないように、今の彼女は最後尾から二番目。女神官の傍にいる。

　妖精弓手の「ごめん！」という謝罪を経へて尚、彼女は未だ、ほとんど口を開こうとしない。

「見たことのない剣だの。業物わざものと見るが、素材はなんじゃろか」


　鉱人道士がそう問うた時だけ、彼女はぼそりと「…………軽銀」と応じたくらいだ。




「…………赤の宝玉を、雷霆らいていでもって鍛きたえた、刃」



「軽銀、のう。聞いたことがないけんども……。見せてもらえんか？」

　彼女からは返答の代わりに突き刺すような拒絶の視線が向けられ、鉱人道士は肩をすくめた。

「ふむ」ゴブリンスレイヤーは低く唸った。「まず、向かうのは倉庫だ」

「武具庫かや。食料庫かや」

「両方だが、まずは武器だ」

「ほいなら、こっちだ」

　一行は音もなくするすると、影の如く城塞じょうさいを駆け抜けた。

　元より、この一党パーティにガチャガチャと騒々しい重装備を纏った者はいない。

　そもそも金属鎧を着込んでいる者からして、女神官とゴブリンスレイヤーの二人だけ。

　女神官はといえば薄手の鎖くさり帷子かたびらのみ。ゴブリンスレイヤーは鎖帷子と革鎧の補強のみ。

　回廊に響くのは、毛皮で裏打ちした長靴ブーツがもたらす、ささやかな足音。吐息。

　冒険者たちは隊伍を組んで、順調に歩を進めていく。

　罠わなを探り、周囲に気をつけ、仲間へ目を配り、しかし緊張せず、油断なく。

　なにしろこの場にいる六名のうち、四名は第三位たる銀等級なのだ。

　息をするように迷宮を踏破することができるのは、ある種、当然と言って良いだろう。

「……来るわよ」

　と、妖精弓手がぴくりと耳を震わせて足を止めた。

　身をかがめ、大弓に矢を番つがえて引き絞る。狙ねらい定める先は、前方の曲がり角。

　無言でゴブリンスレイヤーが腰の剣に手をかけ、鉱人道士の前へ出る。

　交代した鉱人道士が触媒の鞄に手を入れ、女神官がぎゅっと錫杖しゃくじょうを握る。

　蜥蜴僧侶が尾を揺らして悠然と背後を窺う横で、令嬢剣士は歯を軋らせた。

　やがて、どたどたと無防備な足音が二つ、曲がり角の向こうから近づいてきて、

「……ッ」

　音もなく弦つるが弾はじかれた。

　妖精弓手の矢が宙を走ってゴブリンの眼窩がんかを徹とおり、そのまま一匹を壁に縫い止める。

「ＧＲＯＯＡＢ!?」

　突然同胞が壁に倒れこんだように見えたのだろう。もう一匹が混乱の声をあげる。

　そして何が起こったのかも気づかせぬまま、遅れてその喉に剣が生はえた。

　ゴブリンスレイヤーが躊躇なく投げ撃ったものである。

「死体を隠さねばならんな」

「そんな手間かけるなら、殺さないで隠れればよかったんじゃない？」

「見つかって戦闘音で気づかれるよりはマシだ」

　彼はずかずかと無造作な足取りで近づき、死体を踏みつけて剣と矢を抜き、矢を放った。

「うぇ」と妖精弓手は事さら気持ち悪そうに矢を受け取り、慌てて血を振り落とす。

　別に獣の血ならばどうとも思わないが、小鬼の血は忌避すべきものでしかない。

「術、奇跡はいくつ残っている？」と、ゴブリンスレイヤーは一同を見回した。

「えと……」と、女神官が唇に細く白い指をあてがって、考えこんだ。

「わたしは、まだ一回も使ってませんから、あと三回で……」

　指折り数える。道中で《着火ティンダー》、砦に入ってからは《念話テレパス》。

「他はお二人とも一度ずつですから、やっぱり三回で、あわせて九回分……？」

「んにゃ。そっちの娘っ子をいれとらんぞ」

　そっけなく言った鉱人道士が、親指で令嬢剣士を指差した。

　我関せずと一同の会話から遠ざかり、じぃっと小鬼の軀を睨んでいた彼女は、ぼそりと呟く。

「……二回」

　それだけ──？　呪文ではなく、言葉が。

　女神官は困ったように眉まゆを寄せつつ、「ありがとうございます」と健気に言った。

　しかし令嬢剣士はぷい、と外方を向いてこちらを見ようともしない。

「うぅん……」と、微かな呟きが女神官の口から漏れた。

　神殿にいた見習いの娘たちを思い起こす仕草だが、その中でも特に手のかかる子のようだ。

「……ともかく、全部で十一回、ですね」

「ふむ。まだ消耗というには遠い故、多少なり使っても構わぬと思いますが」

「いや」と、ゴブリンスレイヤーは蜥蜴僧侶の見立てに首を横にふる。「九回分だ」

「なんと」蜥蜴僧侶が目をぱちくりと瞬かせた。「よもや」

「《稲妻ライトニング》の二回分は、温存しておくべきだ」

　ぴくりと、令嬢剣士が身を震わせた。

　硝子ガラス球だまのように透き通った瞳が、はっきりとゴブリンスレイヤーの方を向く。

　その声はか細く、そしてどこまでも低かった。


「…………ゴブリンを、殺せる？」



「上手うまく行けばな」

　令嬢剣士は、ゴブリンスレイヤーの素っ気ない言葉に、表情のわからぬ鉄兜をじっと見た。

　そしてやがて、こくんと小さく頷いた。

「って言っても、そのためにはこれ、何とかしないといけないでしょ？」

　と、妖精弓手は術の残数など気にした風もなく、死んだ小鬼の軀を、先の矢で軽く突いた。

　この寒いのに毛皮を腰と足に巻いただけ。武器も粗雑な手槍てやり。剝げる身包みは有ってない。

「手はあるか？」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊の中を引っ搔き回し、自分の道具を確かめながら問うた。

「手って言われてもねぇ。んーんー……あ」

　ぴくり。妖精弓手の長耳が、勢い良く跳ねた。

　彼女はいたずらを思いついた子供のような顔で、鉱人道士へと手をつきだした。

「鉱人。お酒ちょーだい。瓶ごと」

「ほほう」と、鉱人道士がにんまり、小こ馬鹿ばかにした笑みを浮かべる。

「なんじゃい、耳長娘が。気付けか？」

「いいから、ちょうだい」

「ほいほい。飲み差しだかんの。全部呑のむなよ」

「呑みはしないわよ」

　きゅぽんと栓を抜き、くんくん鼻を寄せて嗅ぎ、きつい酒精に彼女は思い切り顔をしかめた。

「呑みはね」と一言呟いて、その中身を床にぶち撒まける。

「ああ!?」

　鉱人道士がこの世の終わるような悲鳴を上げた。

　大声をあげなかったのは、せめてもの理性といえるだろう。

　彼はその低い背丈せたけから飛び上がらんばかりに、妖精弓手の薄い胸ぐらへ摑みかかる。

「なんつーことしおる、この金床……！」

「ちょうだいって言ったじゃない。必要なんだからしかたないでしょ」


「必要って、お前……しかたないって、お前！　わしの、わしの酒をだなぁ……！」



「いや、助かった」

　ゴブリンスレイヤーは既に動いていた。

　すぐに妖精弓手の意図を察した彼は、傷から滴る血を襤褸で拭い、壁際へ死骸を座らせる。

　傷口が隠れるよう俯うつむかせ、小鬼が落とした槍を蹴っ飛ばし、すぐ傍に転がす。

「ぐ、ぐぬぬぬぬ……」

「ふふん。だって、さ？　まあ、私も後で奢おごったげるから」

　それに気分を良くした妖精弓手は目を細め、ゴブリンの傍らに酒瓶を置いた。

「あ……」と目を瞬かせた女神官が、なるほどと頷く。

「真面目なゴブリンなんて、いない……ですよね」

「そゆこと」

　妖精弓手が、ぱちりと片目を閉じて、くつくつと喉の奥で笑った。

　一見して酔いつぶれたゴブリンどもが二匹。血臭は強い酒精にまぎれてわからない。

　見回りの最中に酒を飲んで居眠りこくなど、ゴブリンでは日常茶飯事だろう。

「隠せないなら、見つかってもバレなきゃ良いのよね」

「だからつーて、わしの酒を、なぁ、お前……」

　名残なごり惜しげに指をくわえ、石畳に広がっていく水たまりを眺める鉱人道士。

　その背を、蜥蜴僧侶がバシリと力強く叩いた。

「なんの、拙僧も奢ります故な。ここは野伏殿の機転に後で乾杯といきましょうぞ」

　む、と肩越しに鉱人道士が見上げると、蜥蜴僧侶はぐるりと目玉を回して見せた。

「なあ、小鬼殺し殿？」

「ああ」と、呼ばわれたゴブリンスレイヤーは頷く。「酒手さかては、俺も出そう」

　こう言われてしまうと、もうこれ以上は駄々を捏ねるに捏ねれない。

　ぐぬぬぬぬ、と。鉱人道士はひとしきり唸ると、はぁ、と重たく息を吐いた。

「う、む……む。まあ、鱗のと、かみきり丸がそう言うんなら、まあ……」

「うむ。まずは急がねばなりますまい。武器庫はどこでしょうや？」

「……おうさ、こっちだ」

　手を振って一行を先導するべく歩き出す鉱人道士。

　その真横に「ふふん」と鼻高々の妖精弓手が並ぶ。

「耳長娘、この金床！　酒場に戻ったら泣くまで奢らせっかんな！」

「はいはい。鉱人の好きなだけ飲ませたげるから、そう怒らないでってば」

　喧々けんけん囂々ごうごう。いつものように仲良く喧嘩けんかする二人に、女神官はくすりと笑みを零す。

　──良かった。

　先ほどの地下牢では、揉もめてしまったから。

　仲間が争うのは、どんな時だって見てて良い気分ではない。だから。

　──本当に、良かった。

　心からそう思い、女神官はその場に軽く片膝をついた。

　錫杖を手繰たぐり、縋るように握る。蜥蜴僧侶が彼女の方を見て頷く。先に行っている、と。

　そうして女神官はいつものように目を閉じて、


「…………なに、してるの？」



　不意に横合いからかかった、低く静かな声に祈りを遮さえぎられた。

「え、あ、は、はい」彼女は、ドギマギとしながら、姿勢もそのままに頷いた。

「鎮魂の祈りを……時間もないので、簡単に、ですけど」

　途端、錫杖を握る彼女の手を、令嬢剣士の小さな手が、しっかと握りしめた。

　困惑に小首を傾げる女神官へ、しかし令嬢剣士は、きっぱりと首を横に振る。


「…………必要ない」



「え？　でも……」

　死んだらみんな同じです。そう女神官が言うよりも早く、令嬢剣士は軀へ蹴りを入れた。

　壁にもたれていたゴブリンが、ぐらりと横倒しに傾いで倒れる。


「…………必要、ない。こんな、奴らには……！」



　またしても、令嬢剣士が声を荒らげようとした、その時だった。

「行くぞ」

　低く、鋭く、ぶっきらぼうで、淡々とした、いつもの彼の声がかかった。

　見れば、他の一行が城塞の奥へと進む中、ゴブリンスレイヤーだけがそこに残っていた。

　剣を構え、盾を携たずさえ、鉄兜をゆっくりと巡らせて周辺を見回しながら。

　──待ってて、くれました？

　そう口にして問うことはない。いや、問うまでもない、と言うべきか。

　いつだって彼は待っていてくれる。この一年で、よくわかった事ではないか。

「……はい。今、行きますね」

　素早く──けれど疎おろそかにせず──女神官は目を瞑り、死せる小鬼の冥福めいふくを祈った。

　ぱんぱんと膝を叩いて立ち上がり、彼女は令嬢剣士へと笑みを向ける。

「ほら。行きましょう？」


「………………」



　ぷい、と目を逸そらした令嬢剣士は、すたすたと素っ気ない足取りで、城塞の奥へ向かう。

　参ったな、なんて。困ったような笑みへと変えて頰をかき、女神官は首を横に振った。

「嫌われ、ちゃいましたかね？」

「わからん」

　ゴブリンスレイヤーはきっぱりと首を横に振り、何かを思案するように兜を傾かたむけた。

「お前は、仲良くしたいのか？」

「ん……」

　問われ、女神官は人差し指を唇にあてがって、俯く。

　──放っておけない……んですよね。たぶん。

　それは目の前の冒険者へ向ける想おもいとは、似て非なるものではあったけれど。

　女神官は、花のほころぶような笑みを浮かべた。

「……多分、そうだと思います」

「そうか」

　彼は、こっくりと頷いた。

「なら、そうすれば良い」

　それだけを言って、ゴブリンスレイヤーは背を向け、歩き出した。

　女神官は「はいっ」と答えて、その後を追う。

　薄暗い回廊の先では、仲間たちが二人を待っていた。

　武器庫は、もう、すぐそこだ。





§






　ゴブリンだとて鍵かぎをかけるくらいの知恵は回るものだ。

　石造りの迷宮、その一画に聳える重厚な鉄の扉。

　小鬼の背丈ではノブに手がとどかないのか、ご丁寧に踏み台まで置いてある。

「ほいじゃ、交代だの」

「はいはい。任せて……って自信満々に言えないけどね」

　鉱人道士と入れ替わり、ドアに当たったのは妖精弓手だ。

　彼女はまず扉の表面を、矢筒から取り出した木芽の矢で擦っていく。

　そして何事もないことを検あらためてから、そっと長耳を押し当てて室内の音を探った。

　何かが動く音はしない。

　これだけ不潔で薄汚れた小鬼たちの棲家にもかかわらず、ネズミの類たぐいがいないのは驚きだ。

　ゴブリンにとっては良いツマミなのだろう。考えたくもないが、ありがたくはあった。

「中は……たぶん何もいない、と思う」

「開けろ」とゴブリンスレイヤーがきっぱりと言った。

「最悪、扉は壊しても構わん」

「ま、最悪ではありますがな」

　重々しく蜥蜴僧侶は頷いた。

　彼は奇怪な手つきで合掌をし、触媒となりうる竜牙を一摑み握りこむ。

「小鬼が押し寄せてくると厄介故、拙僧らは周辺を見張るとしましょう」

「ほいきた」

　蜥蜴僧侶の指示に鉱人道士が応じ、三人の男は女性陣を囲むように円陣を組んだ。

　しゃがみ、衣服から針金のような細い小枝を抜き取って、妖精弓手は鍵穴を探る。

　その手つきは繊細だが、やや拙つたない。

　彼女は野伏であって、けっして盗賊や斥候スカウトではない。

　街で出会った冒険者から、手慰てなぐさみ、簡単な罠の解除、鍵開けの技法を習っただけだ。

　自分の好奇心を満たすため使う分には大いに役立ったものだが、さて……。

「危ないわよ？」

　軽く舌を出して唇を舐めながら、彼女はちらりと真横へ目を向ける。

「傍にいると、罠、巻き添えくっちゃうかもだし」

「でも、傍にいたらすぐに手当できますから」

　にこにこと微笑む女神官は、ぺたりと薄い尻を床に降ろし、妖精弓手の隣に座っている。

　両手に錫杖をしっかと握っているのは、いつでも祈禱の態勢へ入れるよう備えているのだ。

「本当は、《予見プレコグ》とか《幸運ラック》の奇跡があれば良いのですけど」

　友人である妖精弓手が心配なのが理由の半分。残り半分は、自分の力量不足に依る。

「仕方ないわよ。どの奇跡がもらえるかは、神様任せなんでしょ？」

　とは言ってくれるものの、だからといって何もできないのは申し訳ない。

　そんな女神官の内心を察したのか、緊張に汗を滲ませつつ、妖精弓手は唇の端を上げた。

「……やっぱり専業の斥候が必要よね」

「ん、でも、ちゃんと罠とか探ってくれたり、鍵を開けたりしてくれますし……」

　頼りにしてますよ？　そう囁かれ、妖精弓手は照れくさそうに長耳を振る。

　さあ、ここからは集中しなければならない。

　小鬼どもに罠を仕掛ける知識は乏とぼしくても、神代の時代に砦を築いた鉱人は違う。

　鍵穴から酸が吹き出たり、ノブが強烈な熱を持っていたりするならまだマシな方。

　ひどいものだと正規の呪文を唱えぬ限り、触れた者の記憶を消してしまう扉もあるという。

　そこまででなくとも、ゴブリンの悪辣あくらつさは特筆ものだから……。


「……………」



　ちら、と一瞥をくれた先。令嬢剣士は、ぼんやりと佇たたずんで宙を見ている。

　──本当に大丈夫なのかしら？

　いや、大丈夫なわけがあるまい。どれほど苛烈かれつな経験をしたものか、想像もつかない。

　正気を保っていられるのが、まだマシだと言えるだろう。

　それだけに……。

　──ああ、もう、ダメダメ。集中集中。

　ぎゅっと唇を嚙み締め、妖精弓手は鍵穴を探る指先に意識を振り分ける。

　ややあって、ピンっと何かが弾ける音がし、ガチャリと錠が上がった。

「……ふぅ。開いたわよ」

「良くやった」

　ゴブリンスレイヤーの言葉は端的で短い。

　ふふんと妖精弓手が薄い胸を反そらすのと同時、彼は足を振り上げ、がつんとドアを蹴破る。

　反応は、ない。

「大丈夫そうですな」

　するりと先陣切って滑るように踏み込んだ蜥蜴僧侶が、ふん、と鼻を鳴らした。

　室内に潜む怪物に備え、ドアを蹴破るのは、比較的常套じょうとう手段である。

「そりゃあ、私が調べたんだもん。当然でしょ？」

「お前、さっき自信ねえつーてたろうが」

　鼻高々の妖精弓手が続き、呆あきれ顔の鉱人道士がその後に入る。

　ドアを蹴破ったまま通路を警戒していたゴブリンスレイヤーが、女神官を見て頷いた。

「あ。明かりですね。つけます」

「頼む」

　女神官は荷物からてきぱきと松明を取り出し、慣れた調子で火打石を叩く。

　小鬼の砦。もはや夜も更け、周囲を吹き抜ける吹雪の音もひどく、星明かりすら届かない。

　ゴブリンたちは夜目が利くため平然としているが、只人はそうもいかない。

　少なくとも倉庫の中を調べるのなら、その間くらいは炎がなければ……。

「よし、できました……と」


「…………」



　赤々と炎が燃える松明を手に「ふう」と女神官は息を吐く。それに当てられ、炎が踊った。

　そして彼女はくるりと振り返り、じいっと自分を見つめてくる、令嬢剣士へと歩み寄る。

「じゃあ、お願いしますね？」


「…………？　なに、を？」



　不意に声をかけられ、まさか自分のこととも思っていなかったのだろう。

　きょとんと不思議そうに首を傾げる彼女へ、女神官は柔らかく、言い含めるように続けた。

「松明。お願いします」


「…………」



　差し出した松明。女神官はさらに彼女の手を取って、強引にそれを握らせてしまう。

　目前で燃え盛る炎に、令嬢剣士は一瞬、びくりと身を震わせた。

　こわごわ、周囲を見回す姿に重なるのは、おっかなびっくりな幼い娘の姿。


「…………っ」



　何を言おうとしたのか、僅かに開いた唇から微かに声が漏れる。

　令嬢剣士は両手でしっかと握った松明と、炎に目を瞬かせ。


「……………………わかった」



　とだけ呟くと、そそくさと倉庫の中へと駆け込んでいった。

　そして再び、通路を暗闇くらやみが満たす。

　しかし女神官が頰を緩ませているのはわかるのだろう。

　ゴブリンスレイヤーが、ずかずかといういつもの足取りで、その横に並んだ。

「……何故あの娘に持たせた？」

「たぶん、ですけどね？」

　問いかけはまるで詰問のようだけれど、女神官の答えは柔らかい。

　彼が怒ってないことくらいは、もう声を聞けばわかる。

「手持てもち無沙汰ぶさたで放って置かれるのって、辛いと思うんですよ」

「そうか？」

　──まあ、あなたはだいたい何か考えてますもんね。

　とは、女神官も口にはしなかったけれど。

　いきなり新しい場所に放り込まれて、周りはてきぱきと動いていて。

　自分は何をして良いかわからなくて、ただぼうっと立っているしかない。

　それは──それは、彼女自身にもよくわかる事だった。

　神殿で育った孤児。捨て子だったからこそ。

「気づきませんでした？」

「何がだ」

「松明もらった時、ちょっと照れてましたよ」

「……そうか」

　一言そう呟いたゴブリンスレイヤーを伴って、女神官もまた倉庫へと踏み入った。

　ぷうんと鼻につく黴臭かびくささ、埃ほこり臭くささに顔をしかめながら、後ろ手にドアをしめる。

　するとすかさず鉱人道士がドアの蝶番ちょうつがいに飛びついて、楔を打ち込んで細工を施す。

「普通は、開きっぱなしになるようにすんだけどよ」

　触媒の詰まった鞄に楔と小鎚こづちをしまい込みながら、彼は肩を竦めた。

「今回は小鬼ばらに入り込まれたら拙いかんの」

「もっとも、これで敵が押し寄せてくれば、拙僧らは逃れられぬわけですがな」

　ははははは、と乾いた笑いを上げたのは、さて蜥蜴僧侶か鉱人道士か。

「やめてよね」と妖精弓手が顔をしかめ、女神官が「あはは」と顔を引きつらせる。

　黙っていたのはゴブリンスレイヤーと令嬢剣士であった。

　令嬢剣士はしっかと握りしめた松明を、ゆっくりと掲げる。

　揺れる炎、踊る影。朧おぼろに照らしだされた武具倉庫の中を、ゴブリンスレイヤーは睥睨する。

「武具庫というには……」

　そう言いながら、彼は手近な樽たるに、無造作に突っ込まれていた得物を手にとった。

　安っぽく泥と錆にまみれた、しかし使い込まれている、粗雑な鶴嘴つるはし。

　見れば他にも円匙スコップだの、土を掘り抜くために必要な工具の類が、雑然と転がっている。

「……いささか趣おもむきが違うな」

「穴でも掘ってるんじゃないの？　ゴブリンなんだし」

　さして興味もなさそうに妖精弓手が言った。彼女は武具の類などどうでも良いのだろう。

　むしろ耳をそばだてて、外からの足音に警戒している節があった。

「あるいは、何ぞ採掘しておるやもしれませぬぞ」

　ゆらり。尾を揺らして空気を混ぜつつ、蜥蜴僧侶が手を伸ばす。

　鶴嘴の合間、転がされている手槍を拾い上げながら、彼は言葉を続けた。

「小鬼聖騎士なるものがいるとすれば、ただ巣穴を広げるだけとは思えませぬ」

「ありうっぞ、それ」

　鉱人道士が苦々しげに言って、周囲を見回した。

　汚されているとはいえ、石を精緻せいちに組み合わせた砦の構造は、余人には真似できまい。

「ここは鉱人の砦だもの。鉱床ぐらいあろうや」

「だが」とゴブリンスレイヤーは唸った。「ゴブリンどもが剣を鍛えるか？」

　掘って何をする？　答えは出ない。

　小鬼聖騎士──未だ対面せぬ敵の影が、重く覆い被さってくるようでさえある。

　ゴブリンスレイヤーでさえ答えを導き出せぬのだ。


　他の誰にわかろうか──……。



「……どのみち」

　その空気を、ぎゅっと錫杖を握りしめた女神官の呟きが破った。

　一言言葉を紡げば、ただそれだけで続いて声にする勇気が湧いてくる。

「どのみちゴブリンが何かを企たくらんでるなら、放っておいたら、ダメですよね」

　決意を秘めたその言葉。誰知らず、この場にいる冒険者は皆が頷きを返す。

「この道具も、武器も、何とかしないと……」

「ああ、ならば拙僧にお任せあれ。術法をひとつ心得ておりまする」

　ざらりと手にした竜牙をばらまいて、奇怪な手つきで印を結び、合掌する蜥蜴僧侶。

　それを見ていた鉱人道士が、仕方あるまい、と小さく呟いた。

「……ふむ。おい、娘っ子」

「……ッ　──？」

　松明を握ることに注力していた彼女は、びくりと一度身を震わせ、鉱人道士の髭面ひげづらを見た。

　彼は髭をしごき、僅かに唸ると、顎をしゃくって周囲の武具の類を示す。

「ちと手伝え。なんぼか武器を持ち出しとくぞ」

　言うなり、鉱人道士は既に見繕っていたのか、雑多な工具の山から剣を引き抜いている。

「かみきり丸は、武器使いが荒いかんの。それにお前さんも、短剣だけではどもこもならん」

　む。と僅かに唸ったのは、無論ゴブリンスレイヤーだ。

「適切に使っているつもりだ」

「……ふふっ」

　むっつりとした声が、不貞腐れているようにも聞こえて、女神官が微かに笑みを零した。

　一方、唐突に指示を出された令嬢剣士も、一瞬はきょとんとしていた。

　しかし指示の内容を理解すると、そそくさと慌てて武具を拾い集め出す。

　剣、槍、棍棒こんぼう……ゴブリンの武具である。と言っても、彼女は細身の娘だ。

　いくら戦士といえど持てる武具の数には限りがある。その上……。

「小鬼どもの胸当てでは収まらぬな」

　彼女の豊かな胸元むなもとは、拾い物の防具で包むにはいささか厳しいものがあった。

　横合いから覗き込み、ふん、と小鼻を鳴らした妖精弓手が、ツンケンとした声で言った。

「無理くり押しこんじゃえば良いんじゃない？」

「だぁほう。金床のお前さんにゃわからんだろうが、合わん防具なぞ却かえって毒だわい」

　金床ってなによ！　という妖精弓手を無視し、鉱人道士はジロジロと令嬢剣士を眺める。

　魔術と剣戟けんげき。両立できる軽装。武器は今のところ短剣。主兵装ではあるまい。

「となら、まずは剣の類から選ぶか……」


「……っ！」



　それを聞いて、令嬢剣士が顔を強張らせ、鉱人道士から飛び退のいた。

「お？」


「…………ない」



　か細い声。どうした、と鉱人道士が首を傾げると、彼女はその髭面をきっと睨んだ。

「……武器は……」

「……」


「……武器は…………いらない……ッ」



　それは怒気さえも滲んだ、低く小さな拒絶の言葉だった。

　ほとんど無表情にも近い透明な顔を、くしゃくしゃに歪ゆがめて。

「ふむ」

　鉱人道士は呆気にとられたか、目を瞬かせ、その白髭を扱いた。

　そしてにんまりと、まるで美味なる料理でも食べたかのように破顔する。

「そうかそうか、武具は嫌か。良いぞ！　それが付き合いの始まりっちゅうもんだ！」


「…………」



　今度、呆然ぼうぜんとしたのは令嬢剣士の方であった。

　目をぱちくりさせる彼女へ、鉱人道士は、さも当然の事のように言葉を続ける。

「自分の言いたいことくらい言えんでどうする。ん？」

　となら、せめて外套の類か……。呟き、鉱人道士は、がさがさと武具庫を引っ搔き回す。

　ゴブリンの選んだ軽装ばかりとはいえ、その多くは略奪品だ。

　薄汚れていても実用に耐えうるものばかり。

　革の外套。鉄板補強の施された籠手こて。いやさ、せめて頭に鉢金の一つでも……。

「……？　……!?」

　されるがまま、流されるがままに色々と上着を被せられ、令嬢剣士は目を白黒させている。

　なにしろ武具防具の見立てと扱いにかけて鉱人の右に出る種族はいない。

　あれよあれよというまに装備させられ、剝がされ、交換され、くるり、くるくる。

「もう。ダメですよ？　あんまりいっぺんにやっては……」

　助け舟は「仕方ないですね」という風に女神官から差し出された。

　お姉さんぶって……というより、意識してそういう風に振る舞う彼女。

　腰に手をあて、人差し指を立てて「ダメですよ」ともう一度、厳しくも柔らかく。

「彼女、困っているじゃあないですか」

「む……」と鉱人道士は一声唸り「困っとるんか？」と彼女の顔を覗き込む。


「…………」令嬢剣士は、まごまごと視線を彷徨わせて「……。…………。…………少し」



　か細い声に、女神官は微笑を隠しながらも「ほら」と鉱人道士に指摘した。

「おう、すまん、すまん」

　笑みを押し殺しているのは鉱人道士も同様。僅かに漏れているのはご愛嬌あいきょうだ。

　小さい体にもかかわらず、巧みに回収した武具を括くくって背負いながら、彼はちらと目配せ。

「けど、もっと言いたいことは言わんとな。かみきり丸なんぞ、そらもう凄すごいぞ？」

「あの何か変なのは例外じゃないかしら。……ねえ？」

　くすくすと、これはもう笑いを誤魔化ごまかしもしない妖精弓手だ。

「オルクボルグったら『そうか』『そうだ』『ゴブリンだ』ばっかりだもん」

　むっつりと黙りこんで腕組みで壁際に佇む彼に、流し目をくれて、猫のように目を細める。

　女神官もまた、仕方ないですよ、と言いつつも。

「だって、ゴブリンスレイヤーさんはゴブリンスレイヤーさんですし」

「……そうか」

　その一言に、もう堪たえ切れなかった。

　冒険の最中、危険なのは重々承知の上、それでも笑ってしまうのは、悪い事ではないはずだ。

　普段の彼の言葉ではないけれど。

　──深刻になって勝てるなら深刻になります、けど。


　そうでないのならば。所々で気をゆるめた方が、絶対に良いにきまっている──……。



「拙僧も、小鬼殺し殿はそれで良いと思いまするが、さて」

　と、そんな歓談を、良い頃合いで切るのは、蜥蜴僧侶の「シュッ」という一息。

　彼は尻尾で床を打ち、一同をぐるりと見回して

「宜しいかな？」

「ま、あとでよかろ。おい、鱗の良いぞ」

「うむ」

　しからば、と重々しく威厳たっぷりに頷いた彼は、奇怪な手つきで合掌をする。

「《白亜の層に眠りし父祖らよ、背負いし時の重みにて、此れ為る物を道連れに》」

　途端、床にばら撒かれた竜牙の触媒が、ふつふつと音を立てて沸騰しはじめた。

　すると、どうだろう。

　空気に触れたところから、見る間に散らばった武具が錆びだし、朽ちていくではないか。

「う、わぁ……」

　女神官も話には聞いていた。

　およそ邪悪な奇跡の類として、あまり見かけることはないけれど。

「これ、《腐食ラスト》の祈禱ですか……？」

「お、ご存知でありましたか」

　驚き、興味深げな彼女の問いに、蜥蜴僧侶は「然しかり」と頷いてみせた。

「《風化ウェザリング》では朽ちるのに時がかかりますからな」

「実際見るのは初めてですけれど。……これって、わたしたちには？」

「効きませぬ。というより、あまり戦いくさで使える類の祈禱ではない故」

　それを聞いて、僅かに女神官は薄い胸を撫で下ろした。

　聖衣の下に纏った薄手の鎖帷子は、大事なものであったから。

　──消耗品なのは、わかってはいるんですけど。

「準備に手間暇かかるものですが、こういう時には重宝しますぞ」

　そう女神官に説明してやりながら、蜥蜴僧侶はどこか自慢気に尾を揺らす。

「さて、地下牢の虜囚らを摑み、武具は奪った。ここまでは予定通りですな、小鬼殺し殿」

「……ああ」

　ゴブリンスレイヤーは、ゆっくりと頷いた。

　彼は雑囊から水袋を取り出し、栓を抜くと、兜の隙間からがぶりと一口呷る。

「だが、油断はするな。何が起こるか、わからんぞ」

　無論、ここに集つどった冒険者たちはそのことを重々承知していた。

　何故なら神々の骰子サイコロを支配するのが宿命か偶然かは、未だ判別がつかぬのが世の理ことわり。

　予想外のことが起こるからこそ、「冒険」なのだ。
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　錆さびついたラッパの軋きしむように耳障りな音が、朗々と城址じょうしに響き渡った。

　小鬼どもが力任せに管へ息を吹き込むものだから、耳障りであっても大音声だいおんじょう。

　あるいは彼らにとって、これこそが勇壮に聞こえるのやもしれない。

　不格好に、略奪した女たちの衣服を裂いてこしらえた、色とりどりの襤褸ぼろを纏まとい。

　手には骨と皮でできた太鼓を抱えて、乾いた打音で拍子を取りながら。

　続々とゴブリンどもが砦とりでの中庭へと集結していく。

「ＯＲＡＲＡＧ！」

「ＧＯＲＲＢ!!」

「ＧＲＯＯＯＢ!!」

　薄汚い唾液を撒まき散らしながら、拳こぶしを振り上げ、ゴブリンどもは喚わめく。

　興奮に満ち満ちたその声が、意味するところは明白だ。

　罵声であり、憎悪であり、怨嗟えんさであり、嫉妬しっとであり、欲望である。

　すべからく、自分たちが持たぬ物を持つ、遍あまねく全すべてへ向けられた罵詈ばり雑言ぞうごん。

　翻ひるがえって、それはゴブリンどもにとっては、英雄を称たたえる歓声でもあった。

　自分たちの願いを一身に背負い、マヌケな只人ヒュームどもを殺してくれる者へ対しての。

　小鬼は連帯感ばかりが強い。一方で、自ら率先してやる事を厭いとう。

　故にこそ長なり、シャーマンなり、ロードなりに全てを任せてしまうのだ。

　自分たちは楽して、飯なり酒なり女なり武具なりキラキラしたものをせしめれば良い。

　自分たちの持っていない物を持つ者は、引きずり下ろしてずたずたに切り裂いてしまえ。

　自分は死にたくない。仲間が死んだら激高する。その応報をせねばならない。

　その全ては矛盾なく、ゴブリンどもの中では連なっているのだろう。


「ＧＯＲＡＲＡＲＡＲＡＵＢ！！！！」



　やがて一際ひときわ盛大な声があがり、ずしゃりとそのゴブリンが、威厳たっぷりの足取りで現れた。

　薄汚れた鉄兜てつかぶと。全身を覆おおうのは継つぎ接はぎの鉄鎧てつよろい。カーテンを剝はいだ真紅しんくの外套がいとうを引きずって。

　腰に、ぎらりと輝く銀の剣を佩はいた──小鬼の中にあって、神々こうごうしささえ漂わせるそれ。

「ＯＲＡＲＡＧ！　ＯＲＲＵＧ！」

　小鬼聖騎士ゴブリンパラディン。その重々しい声を聞き、ゴブリンは一斉に跪ひざまずいた。

　ずらりと整列して頭こうべを垂れ、まるで海が割れるように、広場に一本の道を開ける。

　そこを、小鬼聖騎士はずるずる、外套を引きずりながら、堂々と歩き出した。

　腰に帯びた銀剣の鞘さや先さきが石畳にあたってガチガチと弾はじけるが、気にした風もない。

　進む先には、ガラクタと死体を寄せ集めて作られた、大きな椅子いす。

　厭いやらしく歪ゆがんだ顔には、いっそ誇らしささえ滲にじんでいる。

　それは滑稽こっけいなまでに戯画化された只人らの姿であり、どこまでも悪辣あくらつで、悪趣味だった。
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「しくじったな」

　武具庫を抜けだした直後。

　回廊から中庭の光景を眺めたゴブリンスレイヤーは、舌打ちをするようにそう吐はき捨てた。

「？　なんでよ。あれが敵の親玉なら、ここから射抜いぬいちゃえば……」

「そうもいきませぬぞ。残るは有象無象の小鬼ばら。何をしでかすかわかりませぬ」

　気の早い妖精弓手エルフが木芽鏃やじりの矢を大弓に番つがえようとするのを、蜥蜴僧侶リザードマンが緩く抑える。

「しかし、そればかりでもありますまいな。小鬼殺し殿」

「ああ」と頷うなずいたゴブリンスレイヤー。低く、唸うなるように「見てわからんか？」と言った。

「……？　ゴブリンよね？」

「そうだ」

　長耳を奇妙にたらし、ううん、と首をひねる妖精弓手。

　しかれども、何を「しくじった」のか、見当もつかない。


　ここまで多少の問題はあっても上手うまくいっていたはず、だが──……。



「あの小鬼は、この砦の主あるじとなるわけだ」

「……？」

「ゴブリンどもの叙勲じょくん式しきだ」

「あ！」

　と、思わず声をあげたのは、妖精弓手でなく女神官だった。

　彼女は慌てて自らの口を抑え、そっと回廊の狭間から中庭を覗のぞき見た。

　幸い、ゴブリンどもはまだ気づいた節がない。騒音めいた演奏が功を奏した。

　ほっと薄い胸を撫なで下ろし、彼女は真剣そのものといった風に、答えを導き出す。

「叙勲式には、聖職者が……！」

　然しかり、であった。

　あれが小鬼どもによる式典の模倣だとすれば、聖職者も当然呼び寄せるだろう。

　なにしろ、そうでなくともあそこにいるのは小鬼聖騎士。

　外なる智恵の神より託宣ハンドアウトを賜たまわったであろう存在なのだから。


　では、小鬼の聖職者と、いえば──……。




「……………ぁ」



　震えるように、か細い声が、令嬢剣士の唇から零こぼれ落ちた。

　透き通った無表情が、僅かに青ざめている。包帯の巻かれた両手を、ぎゅっと握りしめる。

　その手で何をしたか。何をしてしまったか。勝手に。とっさに。

　揺れる瞳ひとみが、そっと様子を窺うかがうように一同を見つめた。

「やつぁ、地下ちか牢ろうでくたばっとるの」

　それを受けた鉱人道士ドワーフが、さも何でもない事のように、平然と応じた。

　白髭しろひげを片手でしごき、一方の手で触媒の鞄かばんをまさぐりながら、表情は真剣そのもの。

「……こら、ちと拙まずいかもしらんな」

　その呟つぶやきに、一同は何も言わなかった。

　わかりきった事だ。

　中庭を埋める小鬼は、軽く見積もっても五十匹を軽く超えている。

　そのまっただ中に、自分たちがいるのだ。存在が露見すれば、どうなるか。

　過去──世が生まれてより幾度となく、繰り広げられてきたゴブリン退治。

　常に冒険者は、ゴブリンどもより少数であった。

　無策で挑んだ者から死んでいく。その巣穴の最奥にいるのならば尚の事。

　それはたとえ、ゴブリンスレイヤーとて例外ではない。

　この奇妙で偏屈な冒険者が、いかにして戦力比を埋めるかに注力していたか。

　共に冒険をするようになって一年。

　わからないわけも、なかった。

「……っ、痛……っ」

「ど、どうしました？」

　その時だった。

　両手を握りしめたまま顔を強張こわばらせていた令嬢剣士が、突然苦悶くもんの声をあげたのだ。

　思わず女神官が傍そばに寄って様子を見るも、怪我けがをしたような形跡はない。しかし……。


「っ、ぅ、ぅぅ……ぁ……っ」



「あ、熱ッ……!?」

　触れたその体が、火傷やけどしそうな程に、熱い。

「どうした」とゴブリンスレイヤー。

「わ、わかりません。ただ、これ……」

　思い出せ。思い出せ。女神官は必死に記憶を探る。

　外傷ではない。毒の類たぐいでもないはず。体に熱。まるで術でもかけられたかのよう。

　術。違う。単純な術ではないはずだ。トーテムはなかった。聖騎士。聖職者。

　神罰。呪のろい──呪い？

「あ……！」

　女神官は見つけた。令嬢剣士の、ばっさり切り落とされた髪の生はえ際ぎわ。

　項うなじに押し付けられた無残な焼印、緑の月の目が、爛々らんらんと燃えるように輝いている。

「これ……！」


「っ、ふ、う、ぐ……うぅ、うぅー……ッ！」



　懸命に苦痛を押し殺し、自身の腕を嚙かんで声を抑えながら身悶みもだえする令嬢剣士。

　女神官は必死に彼女の燃えるような体を抱きしめてやりながら、蜥蜴僧侶を振り仰あおぐ。

　銀等級、第三位、最も経験豊富な聖職者である彼は、シュッと鋭く息を吐いた。

「邪神の呪いか！　となら、解呪……否、時が足りませぬな……！」

　迂闊うかつであった。

　単なる惨たらしい、小鬼の残酷趣味の焼印として看過するとは──いや。

　呪いであるからこそ、治癒の奇跡ですら痕あとが消せなかったということか。


「ッ……！　《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、どうかこの者の傷に、御手をお触れください》！」



　それでも尚、もはや迷っている暇はない。女神官は地母神へ癒いやしの奇跡を嘆願する。

　慈悲深き女神はその指先でもって哀れな娘の首筋を撫で、蝕むしばむ呪いに拮抗きっこうする……が。

「ＧＯＲＵＢ!?」

「ＯＲＡＲＡＲＡＧＵ!?」

　あわせて、中庭の小鬼どもがざわめきだした。

　見れば、叙勲式は滞りなく進行し、後は僧侶と贄にえとの到着を待つばかり。

　しかし現れない。

　来ない。

　とうとう小鬼聖騎士が「ＯＲＧ」とわめき、部下を走らせる。

　地下牢。僧侶の死体が見つかるのも、待たされる虜囚が見つかるのも時間の問題か。

「ＯＲＡＲＡＲＡＧＡＧＡ!!」

　ゴブリンが叫び、ざわめきがさらに大きくなる。

　席を蹴けった小鬼聖騎士が、喚くように、奇っ怪な祝詞のりとをあげた。

「ＩＲＡＧＡＲＡＵ！」


「ぁ、うぁぁぁああぁあぁあぁぁ……っ!?」



　とうとう令嬢剣士が、苦痛を堪こらえ切れずに咽むせび泣いた。

　次の瞬間、あらゆることが同時に起こった。

　ゴブリンスレイヤーは腰の剣を摑つかみながら、中庭を見た。

　小鬼聖騎士が、真まっ直すぐにこちらを見ていた。

　目と目があう。鉄兜の奥に隠れた瞳と、小鬼聖騎士の金目が。

　そして。


「ＯＲＡＧＡＲＡＧＡＲＡＧＡＲＡ！！！！」
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「伏せろ！」

　小鬼聖騎士の号令一下、ゴブリンどもは嫌になるほど見事な動きで弓に矢を番え放つ。

　同時、ゴブリンスレイヤーは横っ飛びに二人の娘を押し倒している。

「きゃっ!?」

「……っ!?」

　女神官と令嬢剣士。小柄な二人がか細い悲鳴をあげるのも厭わず、盾を上げる。

　途端、かつんと力ない音を立てて、降り注そそいだ矢が当たって弾けた。

　小鬼の膂力りょりょくで下方から上へというのを差し引いても、威力が薄い。

　拾い上げてみれば、鏃の固定が随分と緩い。これで長距離を飛ばそうというのだから。

「……下手へたな真似まねだな」

　次々と降り注ぐ矢の雨が、盾に当たっては金属音を響かせる。

　ゴブリンスレイヤーは「ふん」と呟き、面白おもしろくもなさそうに手にした矢を放り捨てた。

　そのまま盾を翳かざして女神官と令嬢剣士とを、流れ矢から守りながら、彼女らを窺う。

「無事か」

「あ、は、はい。……すみません」

「構わん」


「……………」



　ゴブリンスレイヤーの胸の下、令嬢剣士は僅かに目を彷徨さまよわせ、こくんと頷く。

「よし」

　それで十分だった。次いで彼は、離れた場所にいる仲間たちへと視線を向ける。

「そっちはどうだ」

「何とか！」

「むしろ、潰つぶされっちまいそうだがの」

　妖精弓手が喚くように応じ、その横で鉱人道士が無言で手を振る。

　蜥蜴僧侶が大きく体を広げ、庇かばうように森人エルフと鉱人ドワーフとを押し倒していたのだ。

「いやはや、派手になって参りましたな」

　矢の雨が降る中、蜥蜴僧侶はいっそ愉快とでも言いたげに目を細める。

　蜥蜴人リザードマンにとってあらゆる苦境は試練であり、試練とは喜んで挑むべきものであった。

「ふた手にわかれる」

「心得た」

　打てば響くように蜥蜴僧侶が応じた。

「戦力は三と三。戦士、術師、僧侶。神官、野伏レンジャー、術師よろしいか」

「構わん」

「囮おとりはどちらが」

「俺がやる」とゴブリンスレイヤーは言った。「壁役の方が囮向きだがな」

「しかれど地下の虜囚を運ぶには拙僧の膂力が適任。引き受けましたぞ」

「頼む」

　二人の冒険者は素早く顔をよせ、早口に言葉を交わし、作戦を立て終えた。

　ことゴブリン退治においてゴブリンスレイヤーの右に出るものはいない。

　そして戦いくさを生業なりわいとする限り、種族として蜥蜴人を上回るものはいない。

「しからば参るとしましょうや。野伏殿、術師殿。動けますかや？」

「平気、だけど、ああ、もう……！　イライラする矢の撃ち方ね、これ……！」

「言うとる場合か」

　蜥蜴僧侶の鱗うろこを盾がわりに、三人が回廊をずるずると這はうように進む。

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。後はこちらが目立てば良い。

「よし、行くぞ」


「あ、はい……っ！」




「…………ッ」



　しかし、令嬢剣士は動かなかった。いや、動けなかった。

　苦痛もある。項の焼けるような痛み。うずくまって、啜すすり泣いて。

　だけれど。それだけではない。

　ぎゅっと固く握りしめられた拳は、爪つめが包帯を破って、血を滲ませている。

「……ダメ、ですよ？」

　そっと、寄り添っていた女神官が、その手に自分の手を重ねた。

　華奢きゃしゃで細い手と手を、つなぐように握って、包んで。

「……」

　ふるり。令嬢剣士は、僅かに体を震わせた。


「…………わ」



　か細い声が喉のどから漏もれる。

「……か、ってる。わかってる。わかって、……る」

　いやいやと、ざんばらになった蜂蜜はちみつ色の髪を揺らして、首を振り。


「……………でも」



　一言漏れれば、後はもう、止めどなく。

「……でも……ッ!!」

　言葉と涙がとめどなく溢あふれ出る。

　悔しい。悔しい。辛つらい。悲しい。なんで自分ばかり。こんな。

　こんなはずじゃなかった。なんであいつら。好き勝手。笑って。

　バカにして。なのに。惨めで。何もできない。情けなくて。

　また自分のせいだ。自分のせいで、こんな。こんな。

　剣を。返して。取り返さないと。返して。返してよ。

　帰りたい。

　お父様。お母様。


「もぉ……や、だぁ……っ」



「……」

　意味を成さない単語の羅列でしかないような、言葉。

　ぐずぐずと、駄々を捏こねる子供のように少女は啜り泣いていた。

　彼女が必死に紡つむいだ言葉の数々を、ゴブリンスレイヤーはじっと聞いていた。

　涙でくしゃくしゃになったその顔を、彼は鉄兜越しにずっと見ていた。

　そして思う。

　──はたして小鬼に奪われたものの中で、取り戻せるものがどれほどあろうか。

「そうか」と彼は言った。「わかった」

「……ぇ」

　呆然ぼうぜんと。令嬢剣士は彼を見上げた。傍かたわらにいる女神官を見た。

「……まったく。本当、仕方のない人ですね」

　はぁ、と。彼の体の下、組み伏せられたままの女神官は息を吐き。

「──とは、言いません」

　今回ばかりは。いや、今回も、か。

　わかっていた事ではないか。

「ゴブリンスレイヤーさん、何か頼まれるといつも『そうか』って、断らないんですもの」

「そうか？」

「ほら」


「…………そうか」



　間近、花の咲くように微笑ほほえんだ女神官から、彼は強引ごういんに視線を切る。

「お前の剣は取り戻す」

　そして、盾を翳して立ち上がった。降り続ける矢が、当たって弾ける。

「あの小鬼聖騎士も殺す。小鬼は殺す」

　腰に佩いた剣を引き抜く。中途ちゅうと半端はんぱな長さの剣を。

「一匹、二匹という意味ではない。巣穴一つ。この砦一つでもない」

　薄汚れた鉄兜。安っぽい革鎧。それを身にまとった冒険者。

「小鬼ゴブリンどもは、皆殺しスレイだ」

　だから泣くな。

　ゴブリンスレイヤーの言葉に、令嬢剣士は大きく鼻を啜って、そして小さく頷いた。
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「《いと慈悲深き地母神よ、闇やみに迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》！」

　その輝きは燦然さんぜんと、明けの明星みょうじょうの如ごとく小鬼どもを照らしだした。

　女神官の魂削る祈禱きとうのもたらした神の奇跡。《聖光ホーリーライト》。


　しかれども、こうも距離があると目眩めくらましの役には立たない。が──……。



「ＯＲＡＲＡＧＡ！」

「ＧＲＯＡＡＢ!!」

　城壁の上、二組にわかれた冒険者の内一方へ、注意を向けさせるには十分だ。

　汚らしい唾液を滴したたらせて喚く小鬼聖騎士の号令一下、ゴブリンどもが動き出す。

　ひょうひょうと矢が雨の如く降り注ぐ一方、中庭からは一隊がドタドタと走り去る。

　矢幕で釘付くぎづけにしたところに自軍を送り込むのだろう。狙ねらいは明白だった。

「しかし贄を確保している以上、奴やつらもそう派手なことはできまい」

　射掛けられる矢から、翳した小盾で娘たちを庇いながら、ゴブリンスレイヤーは言った。

　盾に当たった矢が、ぱらぱらと辺りに散らばる。それを彼は、容赦なく踏み躙にじった。

「たまには人質を取るのも気分が良い」

　ゴブリンスレイヤーは女神官と令嬢剣士を振り返った後、進路の確保に移る。

「行くぞ。姿勢を低くしろ」


「あ、はいっ！　《聖壁プロテクション》は──……」



「いや」とゴブリンスレイヤーは女神官の言葉を遮さえぎった。「温存しておけ」

　彼女の残した奇跡はあと一度きり。呪文や奇跡の使い所を誤るわけにはいかない。

　女神官は素直に頷き、けれどもどこかいたずらっぽく微笑みかける。

「わかりました。……でも、危なくなったら使いますからね」

「判断は任せる」

　──任せる！

　それは何とも心の踊る言葉であった。

　ゴブリンスレイヤーが「任せる」と、ただ一言を告げてくれる事の、何と嬉うれしいことか。

「はいっ！」と女神官が勢い良く応じると、ゴブリンスレイヤーは頷き返し、視線を動かす。

「走れるか？」


「…………たぶん」



　赤くなった目尻めじりをゴシゴシと擦こすりながら、令嬢剣士は素直に答えた。

　溜ために溜めた感情を爆発させて、少しは気分も変わったのだろう。

　表情は冷たく透き通ったままであっても、ガラス球のようだった瞳には光がある。

「よし」

　彼は雑囊ざつのうを引ひっ搔かき回して松明たいまつを一本抜くと、火打石を叩たたき、慣れた様子で火をつけた。

　それを令嬢剣士へ、ぐいと押し付けるように手渡す。

　彼女はしっかりと片手で松明を握り、煌々こうこうと燃える炎に、目を瞬またたかせた。

「後衛はお前だ。しっかりと守れ」


「…………わかった」



　真剣な面持おももちでこくんと頷く彼女の左手を、そっと柔らかいものが包み込んだ。


　思わず見上げた先には──……。



「大丈夫ですよ」


　──……花のほころぶような、女神官の真っ直ぐな微笑み。



「ええ、もう。ここまで来たんです。負けてなんか、あげられるものですか」

「……ん」

　令嬢剣士は、ぎゅっと彼女の手を握り返す。

　かくて彼らは走りだし、そして戦いがはじまった。

　ゴブリンどもはわかっているのかいないのか、鏃の緩んだ矢ばかりを射いってくる。

　毒も塗っていないあたり、先の戦いがよほど影響を及ぼしたか、根に持っているのか。

　しかしゴブリンスレイヤーに言わせれば猿真似、一つ覚えの類でしかない。

　矢がブレるため、射程も命中率も劣る工夫を、遠距離から繰り出して何とするつもりか。

　ましてや小鬼の膂力で遠距離射撃は困難。さらに鏃は当たった端から外れていく。

　駆け出しならまだしも、防具をきちんと整えれば、およそ痛痒ダメージ足り得ない。

　だが、好都合ではあった。

　ゴブリンスレイヤーらの目的は時間稼ぎ。囮。味方への援護である。

　一匹でも多くの小鬼がこちらに向かう限り、彼らは着実に勝利へと近づいていく。

　無論、それは別れた蜥蜴僧侶ら一行が作戦を果たせれば、の話ではあったが。

「つくづく、一人では上手くいかんことが増えた」

「ゴブリンスレイヤーさん、来ます！　六……ううん、七！」

　彼が思わず漏らした呟きを肯定するように、女神官の凛りんとした声が警戒を促す。

　前方。夜闇の中、爛々と金色の目を光らせ、小鬼の群れが城壁を駆けて来る。

　手にした棍棒こんぼうで、槍やりで、斧おので。冒険者を打ちのめし、蹂躙じゅうりんし、引き裂き、陵辱りょうじょくするために。

「ふん」

　ゴブリンスレイヤーの行動は単純だ。

　走りながら剣を振り被かぶり、投げ撃つ。

「ＧＡＲＯＡＢ!?」

　喉元に剣の埋まったゴブリンが、溺おぼれるように手を振り回して城壁から落ち、闇に沈む。

　無論ゴブリンとて怯ひるまない。

　見ろ。あの冒険者は間抜けにも武器を手放したぞ。襲え。殺せ。八つ裂きにしろ。

　しかし、それは誤りだ。

「まず一。そして、二」

「ＧＡＲＡＲＡ!?」

　彼の左手に括くくられた盾が唸りをあげて振るわれ、先陣切った小鬼の頭蓋ずがいをかち割った。

　鋭く研がれた縁ふちは、ただそれだけで武器としての役目を十二分に果たす。

　小鬼のどす黒い血ち飛沫しぶきを払いながら、ゴブリンスレイヤーは相手の石斧を拾い上げる。

「三！」

　小鬼が武器持ち彼を襲う限り、ゴブリンスレイヤーの武器がなくなるという事はない。

　容赦なく振るわれた石斧は三匹目の小鬼の頭も、前の主同様に打ち砕いた。

「ＯＲＡＧ!?」

　四匹。五匹。六匹。次々と武器を入れ替え、息をするように小鬼を仕留める。

　小鬼を殺す者ゴブリンスレイヤー。

　ゴブリンどもがあげる鬨ときの声に混ざり、断末魔の悲鳴が城址に木霊こだまする。

　狭い城壁上の通路では数の利を活かせぬ。それを小鬼どもはまだ理解していない。

　愚かしくも濁流の如く押し寄せる小鬼どもの波へ、冒険者たちは切り込んでいく。

　無論、その全てをゴブリンスレイヤー一人で捌さばききれるわけもない。

「ＧＲＡＲＡＢ！」

　小柄な体軀たいくを活かして脇わきをすり抜け、女どもへ飛びかからんとする者もいる、が。

「え、ぃっ！」

「ＧＡＲＯ!?」

　女神官が振るう長柄ながえの錫杖しゃくじょうが、それを許すことなくゴブリンを叩く。

　その痛痒ダメージは微々びびたるものだが、怯ませるには十分過ぎる。

「……こ、のぉっ！」

「ＯＲＡＲＡＧ!?」

　そして怯んだ小鬼を仕留める程度ならば、令嬢剣士にとっても容易たやすい。

　彼女はぶんと松明を燃える棍棒として振り回し、小鬼を城壁から叩き落とす。

　ふーっ、ふーっと肩で息を繰り返す彼女の瞳が、背後、闇の奥の影を認めた。

「……後ろからも！」

「数は」

「……わからない」令嬢剣士は唇を嚙んだ。「……とにかく、たくさん！」

「よし」

　ゴブリンスレイヤーは無造作に雑囊から小瓶こびんを抜き、背後へと放り捨てた。

　ひょうと女神官、令嬢剣士の頭上を超えた瓶は、小鬼どもの目前へ。

　がしゃりと音を立てて陶磁が砕け、中のべっとりとした液体が飛び散る。

　令嬢剣士は見たことも聞いたこともなかったろう。しかし女神官は覚えがあった。

　メディアの油ペトロレウム──燃える水ガソリン。

「ＧＡＲＡＲＡＲＡ!?」

「ＯＲＡＧ!?」

　何も敵を倒すのに、直接切り結ぶ必要はないということだ。

　足をとられ滑らせ、バタバタ転げた小鬼どもは仲間を押しつぶしながら、城壁から落ちていく。

　狭い通路に幾匹も押し込んでくれば、こうもなろう。

　しかれどもゴブリンどもは、やはりゴブリンである。

　仲間を踏み潰して油を越え、数を減らしながらも冒険者へと跳びかかっていく。

「ＧＲＡＲＡＭ！」

「……ぇ、ゃ、あっ!!」

　それを令嬢剣士が懸命に振り払う。火の粉を散らし、松明が絵筆のように赤い軌跡を描く。

　一匹を城壁から叩き落とす。二匹目が飛びかかってくる。

　受け止めて、松明で殴る。三匹目が既に来た。脇を抜けられる。

「任せて、ください！」

　女神官の声。答える暇なく四匹目。何度も殴りつけて、仕留める。


　ああ、だが、もう五匹目、六匹目が──……。



　──追いつかない……！

　松明を振るう腕は重く、鈍り、息があがり、目が霞かすむ。

　自分の呼吸、血液の流れる音。耳がきぃんと鳴って、音もよくわからない。

　助けを求めるように、令嬢剣士はちらり、肩越しに背後を見た。


「この……っ！　ああ、もう、相変わらず、数が……多くて！」



　しかし女神官は、懸命に錫杖を振るい、組み付いてくる小鬼を退しりぞけている。

　ゴブリンスレイヤーは、その向こう。

　助けなど望むべくもない。

　令嬢剣士の白い頰ほおに、小鬼の腐った吐息といきが吐きかけられる。距離が迫る。

「……ぁ」

　令嬢剣士の脳裏に、かつての雪山で味わった屈辱と絶望がまざまざと蘇よみがえる。

　小鬼の醜悪な臭い。野卑な手。無慈悲な暴力。残酷な欲望。無邪気な嘲笑ちょうしょう。

　それは彼女の体を強張らせ、恐怖に喉が震える。手に力を込めさせる。

　だけれど、その左手には、確かな暖かさがあって。

　右手には、確かな光が燃えていて。

　地下牢で、眼前で、ゴブリンスレイヤーの繰り広げた戦いが閃ひらめいた。

「……あ、ぁっ!!」

　瞬間、彼女の体は、考えるよりも早くゴブリンへと松明を投げつけている。

「ＧＡＲＯＡＲＡＲＡ!?」

　不幸にして──幸いにも？──その小鬼は油を乗り越えて来た個体であった。

　炎があっという間に回って皮膚を焼かれ、のたうち回りながら壁から転げ落ちる。

「ＧＲＯＯＯＢ!!　ＧＲＡＡＢ!!」

　しかし数を頼みとするのが小鬼だ。空あいた間へとすかさず一匹が飛び込んで──。

「……ぃ、やぁっ!!」

　令嬢剣士は逆手の一挙動で振りかぶった真銀短剣を、叩きつけるように突き刺した。

「ＧＡＲＯＡＲＡＯ!?」

「……こ、のっ!!」

　肩口に埋まった刃に息の根を絶たれた小鬼を蹴りつけ、短剣を引き抜き、前を向く。

　気づけば、波が途切れていた。

　次の波が来るまでの一拍。令嬢剣士は大きく息を継いで、呼吸を整えた。

　ほんの数分前までは、こうもいかなかったに違いない。


　きっと怒りに駆られ、武器を手に、後先考えず小鬼の群れに飛び込んで、そして──……。



「はぁ、っ、ふぅ……はぁ……」

　けれど。

　息を上げながらも、決して彼女の手を離そうとはしない、女神官。

　繫つないだ手は細く、華奢で、けれど──けれど、暖かくて。


「…………」



　それを振り払ってまで小鬼へ飛び込んでいく激情は、もはや令嬢剣士には残されていない。

　何より、自分を助けてくれたゴブリンスレイヤーが、彼女を任せてくれたのだから。

「十三。……良くやった」

　その彼が、こちらへ一瞥いちべつもくれることなくボソリと言って、次の松明を放ってきた。

　慌てて受け取り、小鬼の波が途切れた一瞬を余さず使って火を灯ともし、握り直す。

　女神官の顔をちらりと見ると、額ひたいに汗滲ませ、緊張に顔を強張らせ、それでも笑ってくれた。

　きっと自分も、そんな顔をしているのだろうなと、令嬢剣士は思う。

　人というものは良くも悪くも、ただ一瞬の出来事で大きく変わるのだと、彼女は知った。
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「上の方は大丈夫かしら？」

　また一匹の小鬼を片手間に射殺しながら、妖精弓手は仲間たちを振り返る。

　城内回廊にとて小鬼はいる。城壁上ほどではないにしても、戦闘は不可避であった。

　森人の長耳に届く戦闘音は苛烈かれつさを増しているが、人の悲鳴がない事だけは幸いである。

「ははぁ。耳長娘は、よほどかみきり丸が心配とみえらぁ」

　呵々かかと笑った鉱人道士が、水袋を引っ張りだして中の酒をぐびりと呷あおった。

　唇を湿らせ、雫しずくを舐なめ取り、にんまりと意地悪く笑う。

「ほんなら、お前さんも上の方に回るかや？」

「別に、オルクボルグの心配はしてないわよ」

　ふん、と。妖精弓手はつまらなさそうに鼻を鳴らし、矢筒から矢を引き抜いた。

「残り二人のほう」

「友だちを新しい子に取られやしないかと戦々恐々すんのは、ガキの時分に済ませとけ」

「だから、違うってば！」

　ぴんと長耳を立てて、妖精弓手は鉱人道士を睨にらみつけた。

　そして声を荒らげたことか、これから言う言葉か、気恥ずかしげに長耳をしんなり垂らす。

「……友だち二人よ。心配して、悪いの？」

「悪かねぇさな」

「へ？」

　思いのほかあっさりと肯定され、妖精弓手はその瞳をぱちくりと瞬かせた。

「お前さん、森人だもの。友情は、そら大事にするわいな」

　結局、からかわれていたのだ。けれど褒められてもいる、らしい。

　怒ろうにも怒れず、素直に受け止められるわけもなく。

　妖精弓手は「うーっ！」と鉱人道士を睨みつけるが、彼はどこ吹く風と酒をもう一口。

「ははは、さて。それこそ小鬼殺し殿がついておれば、なんの憂うれいもありますまいが」

　その様を愉快そうに、蜥蜴僧侶はシュッと鋭く舌を出して言った。

　この三人の内では、年齢だけみれば一番の若輩である己おのれ。

　それよりも時として幼い振る舞いを見せる妖精弓手の仕草は、見ていて飽きない。

「さりとて、拙僧らがうかうかしていては元も子もない、と。あとどれほどですかな？」

「目当ての部屋までは、そんなでもねぇがな」

　ぐいと手の甲で口元を拭ぬぐい、栓を締めた水袋をしまって、鉱人道士は壁を叩く。

「むしろ、そこの始末をつけた後、地下牢に戻ってからのが、わしとしちゃ大仕事よ」

「あら」隙すきを見つけたと、妖精弓手がにんまり笑う。

「鉱人の神経は見た目通りに図太いと思ってたわ」

「そらな」

　鉱人道士は、重々しく大仰な動作で、さも深刻そうに首を横に振った。

「わしだからこの程度で済んどるのだ。お前さんじゃ、足が震えて立っとられんわ」


「……ッ！　この、鉱人、酒樽さかだる！」



「なんじゃい、金床」

「はっはっはっは」

　無論、三人とて別段、意味もなく呑気のんきしているわけではない。

　敵の数が少ないということは、それだけ多勢がもう一方へ向かっているということ。

　時間はなく、さりとてこちらの戦力は半減も良い所。

　焦あせって下手を踏めば、何もかもがご破産。

　細心の注意を払った上で、決してしくじれないのが、彼らである。

　だからこそ、意味のない緊張などしている余裕はない。緊張すれば成功するならともかく。

　軽口を叩き、気を緩ませ、平常心で事に当たることこそが、何よりも肝要であった。

　事実、遭遇した小鬼は一匹たりとて逃していない。

　妖精弓手の射撃、蜥蜴僧侶の爪と牙と尾は、確実にその息の根を止めている。

　加えて鉱人道士の案内は的確で、彼らは最短距離を最短時間でひた走っていた。

「ここだの」

　やがて辿たどり着いたのは、やはり重厚な鉱人造りの扉であった。

　何かを検あらためるように鼻をひくつかせた鉱人道士が、頷いて妖精弓手を振り返る。

「ほい、交代だ」

「はいはい。任せて」

　肩を軽く叩いて、さっと位置を入れ替え、妖精弓手が扉に張り付いた。

　小枝の探針を取り出して、手早く鍵穴かぎあなを調べ、罠わなを探り、解きにかかる。

　その間、索敵を担当するのは鉱人道士と蜥蜴僧侶だ。

　二人は手に手に得物──牙刀と、投石紐ひも──を構え、油断なく通路を見張る。

　今のところ小鬼の気配はない。神々の骰子サイコロの出目に感謝。

「でもさ」ぴくり、と。妖精弓手の長耳が動いた。

　彼女は慎重に針を動かし、やがてガチリと音を立てて錠が上がる。

「本当に上手くいくの？　疑う気はないけど、いっぺん、失敗したんじゃ……」

「ああ、そこんとこはわしも気になっとった。どうだ、鱗の」

「一度失敗したからとて、拙つたない手であったとは限りませぬよ」

　俊敏に扉の前を退いた妖精弓手と入れ替わり、蜥蜴僧侶が前へ出る。

　戦達者な蜥蜴人の中にあって、たとえ小鬼相手であれ、城攻めで心躍こころおどらぬ者はいない。

「古今東西、城を落とすならば水攻めは定石としても、もう一つ」

　扉を蹴破り、内部を確かめた蜥蜴僧侶は、口蓋を吊り上げ、竜の如く笑った。

　近くの樽には無造作に大量の何か──蟻ありを固めたような肉団子が詰まっている。

「兵糧ひょうろう攻めでありましょうや」
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　ごぅっ、と。城址の一角から火の手が上がったのは、その時であった。

「ＯＲＡＲＡＧＡ!?」

「ＧＲＯＡＢ!!」

　さしも醜悪で欲望に忠実なゴブリンどもも、これには驚き、困惑の声があがる。

　死屍しし累々るいるいを晒さらしだす第二波を踏み越えた第三波。

　前後あわせておよそ十五、六匹のゴブリンが、兵糧の燃える火に、思わず足を止めた。

「よし」

　それを逃す手はゴブリンスレイヤーにはない。

　既に城壁上をぐるり、一周駆け抜けた彼は、鋭く指示を飛ばす。

「松明、前だ。投げろ！」


「……っ！」



　令嬢剣士は、手にした武器である松明を握りしめ、一瞬だけ俯うつむいた。

　そして今度は反射的ではなく決断的に、その灯火ともしびを振りかぶって、投じる。

　彼女にも、もう何を目的とした行動かはわかっていた。

　放物線を描いて落ち、転がった松明の炎が、さっと舐めるように通路に走る。

　先に撒いた燃える水ガソリンが炎の壁へと転じ、ゴブリンどもを完全に遮ったのだ。

「ＧＲＯＡＡ!?」

　運悪く巻き込まれた一匹が、火ひ達磨だるまになって身悶えし、転げまわった末、動きを止める。

　その無残な死に様を前に、ゴブリンどもはおめきながらも、炎の中へ飛び込む事はない。

　死をも恐れぬ勇気があれば別だろう。それは小鬼から、最も縁遠い言葉であったが。

「二十九。……頃合ころあいだ」

　ゴブリンスレイヤーは脳漿のうしょうにまみれた棍棒を捨て、足元の小鬼の死体から剣をもぎ取る。

　握りしめ、軽く素振りをし、頷いた。

「退くぞ。準備を──」

「ゴブリンスレイヤーさん！」

　悲鳴のような女神官からの警句。それがなくば、彼の冒険はここで終わっていただろう。

　反射的に振りかざした剣が、火花を散らして折れ飛ぶ。兜と鎧の胸甲きょうこうに白線が走る。

「……ち、ぃっ！」

　咄嗟とっさ、跳び下がったゴブリンスレイヤーの前を、軽銀の刃が閃いて抜けた。

　魔剣、聖剣の類ではない。されど勇者が振るうに相応ふさわしい名剣。

「ＧＲＡＡＯＲＲＲＮ……！」

　ぶすぶすと全身から煙を上げながら、爛々と瞳を燃やす、鎧兜を纏った小鬼。

　炎の壁を飛び越え、同胞のため、怨敵を討ち滅ぼしに現れた神の使徒。

　右手に軽銀剣を、左手に涙滴型の盾を構えた、戯画化された聖なる戦士。

　小鬼聖騎士ゴブリンパラディン。

「遅かったな」

　ゴブリンスレイヤーは平然と応じ、短剣ほどの長さになった剣を構え直す。

　盾を掲かかげ、腰を落とし、ぐるりと手首を回して刃の先を敵に向ける、いつもの姿勢。

「出てくるだろうとは、思っていたが」

「ＧＡＲＯＡＲＯＢ……！」

　小鬼聖騎士は武具持つ手を奇怪に揺らめかせ、得体の知れぬ印を結ぶ。

　それが緑の月に座す外なる神を讃たたえる動作である事は、容易に判別がついた。


「……ッ、ぁ、ぅ……！」



　その姿を認めた令嬢剣士の口から、悲鳴が漏れる。

　うなじが、ちりちりと焼けるように熱い。外なる神の印が脈動している。


　膨れ上がって今にも弾けてしまうのではないか──……。



　そんな事さえ想像してしまい、膝ひざが、がくがくと揺れた。

　なのに目が離せない。小鬼の握った、あの銀の剣から。

　あれは、私のものだ。私の。私から、奪った。

　それが、今度は仲間──そう思えた事に、彼女は驚いた──に向いて……！


「ぁ……ぅ……ぃ、ゃ、ぁ」



　足音が近づいてくる。

　小鬼聖騎士の登場に興奮したゴブリンどもが、城壁上を回りこんで押し寄せてくる。

　退路はない。追い詰めたのか、追い詰められたのか。ここで終わるのか。


　どうすれば良い。どうすれば────……。



「急げ」

　と、その淡々とした無機質な声が、彼女の乱れた心にするりと飛び込んできた。

「時は稼ぐ」

「わかりました！」

　さっと打てば響くように、女神官の凛とした声が応じた。

　令嬢剣士は唇を嚙みしめる。うなじからは血が滲み、滴るのを感じる。

　もう大丈夫。きっとだいじょうぶ。だいじょうぶに、する。

「……わかった」

　かくて二人の少女たちがとった行動は、正反対であった。

「《トニトルス雷電……オリエンス発生……》！」

　令嬢剣士の口からは、真に力ある言葉が迸ほとばしり、

「いと慈悲深き地母神よ。どうかご加護を……」

　対して、女神官は神へと祈りながらも、奇跡を嘆願はしなかった。

　二人とも──ゴブリンスレイヤーから「任せる」と言われたからだ。

　後衛として女神官を守ることを。《聖壁》の使うべき時を。

「ＩＲＡＲＡＧＡＲＵ!!」

「……む！」

　小鬼聖騎士が、異形の神々へ祝詞を上げながら躍りかかってくる。

　その剣戟けんげきは鋭く、早く、ゴブリンスレイヤーが翳した盾の縁を容易く切り飛ばした。

　只人を討つ一撃スマイト・ヒューム！

　ゴブリンは種族的に矮軀わいくである。巨漢ホブでもない限り、どうあっても膂力は劣る。

　それを補おぎなう軽銀剣。なるほど、ゴブリンの手にあって恐るべき武器となっている。

　さらに外なる神の奇跡が加われば、もはや並の防具では意味を為なすまい。

　魔力の籠もった鎧具足であればまた別だろうが、ゴブリンスレイヤーはそれを好まない。

　敵の手に渡ればどうなるか、今の状況を見れば自明の事である。

「ふん」

　故にこそ、ゴブリンスレイヤーの剣捌きは無造作で、しかし巧みだった。

　刃と刃を合わせて受けるのではない。それでは意味がないことがわかっている。

　相手の剣を峰で叩き落とす。そして短い刃で、隙を狙っては突きかかる。

　およそ冒険者らしからぬ、場末のごろつきが使うような喧嘩けんか殺法さっぽう。

　見よう見まねで冒険者の剣術を覚えたのだろう小鬼聖騎士は、対応しきれていない。

　ゴブリンスレイヤーとても、そのまま押し切るには相手の得物が剣呑けんのんに過ぎる。

　かろうじて盾で受け、大仰に飛び退のき、剣を振り回し、撃ち合う。

　叩き落として、鋭く踏み込み、勢いのまま突き入れて、撃ち合う。

　体軀の差、膂力の差、武具の差、戦術の差、経験の差が、完全に戦いを拮抗させている。

　となれば、戦況を決定的なものにするのは、他者だ。

　押し寄せてくる小鬼ども、十五匹。対するは華奢な乙女おとめが二人きり。

　ゴブリンどもの醜悪な笑みを見れば、その小さな脳に詰まった欲望と妄想は、察しがつく。

「……ふふっ」

　だというにもかかわらず、女神官の頰が、こんな状況の中で緩む。

　背中を預けた男ひと。預けてくれた男ひと。

　そう、いつだって彼は、こんな状況で、まともに戦ったことがない。

　まともに奇跡を使わせてくれたためしがない。

　だから、今じゃない。《聖壁》を使うべき時は、今であるわけがない。

　ならば今自分のやるべきことは、一刻も早く脱出手段を用意すること……！

　事前の打ち合わせ通り、機敏に荷物を探って道具を取り出す彼女の、傍ら。

「《……ヤクタ投射》！」

《稲妻ライトニング》が完成する。

　一直線。令嬢剣士の突き出した掌てのひらが狙うは、小鬼聖騎士──ではない。

「ＡＧＡＲＡＲＡＢＡ!?」

「ＧＯＲＲＲＢＢ!?」

　押し寄せてくる、小鬼の群れであった。

「う、あぁああぁっ!!」

　瞬間、戦場が真白に染まった。

　雷電竜の咆哮ほうこうもかくやという大気の沸騰する音を伴い、稲光が迸る。

　一網打尽に紫電の鞭むちで薙なぎ払われた小鬼の肉が、沸騰して弾け、悲鳴があがる。

　こうして固まっているところを強力な術で叩くのは、常套じょうとう手段だ。

　肉の焼け焦こげる嫌な臭いを伴った白煙が、ぶすぶすと立ち上って、炎の煙と入り交じる。

　地獄絵図。そんな言葉が令嬢剣士の脳裏に過よぎる。

「……これでも、くらえ！」

　強張った顔に浮かんだ歪いびつな笑みは、間違いなく強がり、やせ我慢の類ではあったけれど。

　しかし、彼女たちは確かに成し遂げた。

　女神官は汗で滲んだ頰の煤すすを、ぐいと手で拭いながら声を張り上げる。

「ゴブリンスレイヤーさん！　良いですよ！」

「……！」

　ゴブリンスレイヤーの行動は素早かった。

　彼はぐるりと掌中で折れた剣を回転、逆手に握り、躊躇ちゅうちょなく小鬼聖騎士へ投げ撃つ。

「ＧＡＲＡＲＡＩ!!」

　投擲とうてきを小賢こざかしい悪わる足搔あがきと見た小鬼聖騎士が、盾を掲げて防ぐ。視界が遮られる。

　僅か、一瞬。

　それこそがゴブリンスレイヤーの求めたものだ。

「ひゃっ!?」


「……ぁっ!?」



　娘たちの口から悲鳴が漏れた。

　さっと二人を搔かっ攫さらって、ゴブリンスレイヤーが城壁から身を躍らせたのだ。

　夜明け前。地平に微かすかに陽ひが滲む中。空へ浮く。

　凍えるような雪風が、少女らの肌を斬りつけるように走っていく。

　しかし落下の浮遊感は、がくりと何かにぶつかるように、唐突に終わった。

　ゴブリンスレイヤーの手が、しっかと握りしめた『それ』によって。

「冒険者ツール」

　鉄兜から僅かに呼気が漏れる。ゴブリンスレイヤーは、珍しく笑ったらしかった。

「出かける時は忘れずに、か」

　鈎縄かぎなわ。

　女神官が──黒曜等級、駆け出し一歩上程度の初心者冒険者が、大事に持っていたもの。

　その鈎が城壁にきちんと固定され、外に縄を垂らし、これ以上ない退路を切り開いていた。

「ＩＧＡＲＡＲＡＲＯＢ!!」

　見上げた先、城壁から身を乗り出した小鬼聖騎士が怒りに顔を歪めて叫んでいた。

　もともと地下を縄張りとする者どもだ。高所から降りる術を、初めて見たに違いない。

　追撃は望むべくもないが、そこは小鬼。即座に鈎を外しにかかる悪辣さは、流石さすがの一言。

　無論、ゴブリンスレイヤーとてそんな事を許すわけもない。

　両脇に女神官と令嬢剣士をしがみつかせ、両足で壁を踏みしめ、跳ぶように降下する。

　その動作は俊敏であり、間違いなく、訓練の賜物たまもの以外、何物でもない。


「お、重くありませんか……っ？」



「多少はな」

　思わず問うてしまった女神官の顔が、その無下な返事に強張った。

　むぅ、と。気恥ずかしさに赤らんだ頰を、若干の怒りが膨らませる。

　唇を尖とがらせて、思わず言い返してしまうのは、年頃の娘としては当然だ。

「……軽い、って言ってください。こういう時は」

「そうか？」

「そうです！」

「そうか」

　意味を解してないのだろうが、ゴブリンスレイヤーはむっつりと頷いた。

　その両足が雪原を踏むとほぼ同時、ぶつりと音がして断ち切られた縄が地面に落ちる。

　ゴブリンスレイヤーはその縄を拾い上げぐるりと巻いて束たばねると、肩にかけた。

「あとで弁償しよう」

　そんな妙に義理堅い一言が、やけに滑稽で、微かに令嬢剣士の頰にも笑みが浮かぶ。

　だが、まだこれで終わりではない。

「ＩＧＵＲＡＲＡＲＡＢＯＲＲ!!」

　怒り狂った小鬼聖騎士の雄叫おたけびが轟とどろいて木霊し、城壁に積もった雪がぱらぱらと落ちる。

　ぎしぎしと巨大な大門の開閉機構が、軋みながら動き出す。

　すぐに移動しなければ、状況は何一つとして変わらない。
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「…………他ほかの、人たちは？」



「じきに来る」

　その通りだった。

　むくり、むくりと雪の積もった地面が盛り上がり、どっと内から弾けるように崩れたのだ。

「ぷ、ふぁあっ！　いやあ、小鬼どもの穴蔵は嫌になるわいな」

　ぬっとそこからモグラの如く、頭を突き出した鉱人道士が這い出してくる。

「ほれ」と穴の中に伸ばされた手を摑み、優雅に飛び出してくるのは妖精弓手。

「ホントよね」と彼女は体についた汚れを、ぱんぱんと手で叩いて払い落とし、顔をしかめた。

「よく鉱人は土の中で暮らせるわ。やっぱゴブリン、親戚なんじゃないの？」

「おいこら、耳長娘。言うて良いことと悪いことがあるぞ、この、二千年物の金床」

「ッ!?　そ、それを言ったら戦争よ、鉱人……ッ!!」

　喧々けんけん囂々ごうごう。あっという間に始まったいつものやりとりに、令嬢剣士はついていけない。

「……ぇ、と」

「予定通りだ」とゴブリンスレイヤー。

「然り、然り」

　続けて、のそり、鱗の生えた蜥蜴の頭が、怪物さながらに穴から這い出してくる。

「とまれ、このような塩梅あんばいで、こちらは無傷でありますや」

　威厳たっぷり、けれど愉快そうな蜥蜴僧侶の両脇には、衰弱した虜囚が二人ずつ、四人。

　軽々と抱えて動く膂力もさることながら、彼女らに施された手当の腕も見事なものだ。

　生命の心配はないと見て、間違いはないようだった。

「良かった……」思わず、目に滲んだ涙を拭いながら、女神官がほっと息を吐いた。

「心配してたんです。お怪我は──？」

「平気！」と、鉱人道士との口喧嘩を切り上げた妖精弓手が、えっへんと薄い胸を張る。

「そっちは大丈夫？　酷ひどいことされなかった？　特にオルクボルグに」

「あ、ははは……。はい。平気です。何とも、ありません」

「そ」

　妖精弓手は女神官の健気けなげな微笑に、満足したように頷いた。

　そしてゴブリンスレイヤーへと視線を向け、最後に令嬢剣士へと目を止める。

　戦いを終え、血と煤に汚れ、けれど彼女は、光のある瞳で妖精弓手を見返した。

　森人は長耳をゆるく振り、にんまりと、猫のように微笑む。

「やったわね」

　トン、と。軽く拳で肩を叩くその仕草。

　令嬢剣士は目を瞬かせ、肩を抑えた。

　そして潤うるんだ視界を誤魔化ごまかすように俯き、「はい」と短く答えた。

「ま、わしらに掛かればざっとこんなもんよの」

　鉱人道士が自慢気に髭をしごきながら、呵々と笑った。

　事実、その通りである。

《隧道トンネル》の術──ただ石と土に穴を穿うがつ術なしに虜囚は救えなかったろう。

　蜥蜴僧侶の膂力がなければ、幾人もの虜囚を救い出すことはできなかったろう。

　妖精弓手の知覚がなければ、より多くの小鬼との戦闘を強しいられていたことだろう。

　武器を奪い、兵糧を潰し、捕虜を助け、小鬼どもを相手取る。

　一人ではどれほどの手間暇がかかったことか、ゴブリンスレイヤーには想像もつかない。

「と、なんじゃい、かみきり丸」と鉱人道士は目を細めた。「剣はどうした？」

「投げた」

　そのぶっきらぼうな言葉に「相変わらずだのう」と笑みも浮かぶ。

「ほれ、好きなの使え。小鬼ばらのだけんど、お前さん向きじゃろ」

「……助かる。また、使い捨てると思うが」

「なぁに、気にすんない」

　拾い物だもの、と。差し出されたのは、先の武具庫から略奪した剣の束。

　略奪し、小鬼が短く整え、それをまた冒険者が奪う。

　奇妙なものを覚えながら、ゴブリンスレイヤーは一番馴染なじんだ刃渡りの剣を受け取った。

　そして迷いなく鞘に叩き込む。武装がないのは、やはり落ち着かない。

「後は、あの娘っ子の剣を取り戻してやるだけ、かの？」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊から小瓶を取り出した。

　強壮剤の水薬スタミナポーション。

　栓を抜き、一息に呷る。体中にじんわりと広がっていく熱が心地よい。

　出掛けに受付嬢から託された、とっておきの一本。

　ゴブリンスレイヤーは仲間を見た。

　信じてついてきてくれる女神官を。

　なんだかんだ付き合ってくれる妖精弓手を。

　何くれと世話を焼いてくれる鉱人道士を。

　信頼して戦術を預かってくれる蜥蜴僧侶を。

　ここに至るまで懸命に頑張っていた令嬢剣士を。

　誰だれも彼もが泥と血と煤で薄汚れ、けれども確かに、ここにいる。

　そして彼は地平の彼方かなたへと目を向ける。

　南──辺境の街。そこには帰りを待ってくれる牛飼娘がいる。受付嬢がいる。

　つくづく、自分一人では上手くいかないことが多くなった。

　彼はそう思い、きっと恐らく、それで良いのだろうと、結論付ける。

　ならば、やるべき事は、一つ。

　いつもと何も変わらない。

「ゴブリンどもは皆殺しだ」
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　ゴブリンどもに、自力生産という概念はない。

　加えて、今回の戦いで何十匹と同胞は失われている。

　これ以上の損耗は避け、補給をしなければならない。

　だが、同胞を増やすには、孕はらみ袋が必要だ。食料も必要になる。

　メスを攫い、食い物を手に入れるには、村を襲わねばならない。

　村を襲うためには戦力を集め、維持し、移動し、時を狙わねばならない。

　その全ては奪われた。

　メスは奪われた。武具は奪われた。食料は奪われた。

　何もできない──何もできない！　おかしい。奪うのはこちらだ。奪われるのはあちらだ。

　これでは、まるで……まるでいつもと変わらない。

　巣穴に踏み込まれて冒険者どもに財貨を略奪される、ただのゴブリンではないか!!

「ＧＯＵＲＲＲ……」

　小鬼聖騎士の同胞より優れた頭脳は、全てが終わった事を悟っていた。

　生き残りの仲間たちも、事ここに至れば、もはや小鬼聖騎士へ従おうとは思うまい。

　ゴブリンどもは強烈な同胞意識を持ってはいても、それを繫ぐのは欲望だ。

　気に入らないやつを殺し、犯し、奪い、残酷に弄もてあそべずして、なにがゴブリンか。

　もはや進退窮まり、小鬼聖騎士の目論見もくろみは、完全に破綻した。

　ならば、やるべき事は、一つ。

　いつもと何も変わらない。

　冒険者どもを襲う。男は殺す。女は捕らえる。

　そして牢獄に繫ぎ、仲間の肉を餌にして、心が壊れて死ぬまで子を孕ませる。

　自分たちが奪ったから、応報されたのだということを、ゴブリンは理解しない。

　ただただ、自分たちがひどい目にあわされたのだから、やり返すのみ。

「ＩＲＡＧＡＲＡＲＡＲＡＲＡ!!」

　故にここから後は──ただの八つ当たりだ。
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　夜明けの光。焼け落ちる城址。白銀のきらめき。全てを背負った山々の輝き。

　それらに照らされながら、冒険者の一党パーティがひた走る。

　雪に足を取られて転げでもしたら、ただそれだけで致命的であろう。

　なにしろ、彼らの背後には死が押し迫ってきている。

「ＩＧＡＲＡＲＡＲＡＲＡＵ！」

「ＧＲＯＡＡＡＢ!!」

　小鬼聖騎士が軽銀剣を掲げ、高らかに咆哮する祝詞。

　それに呼応してゴブリンどもは甲高かんだかく喚き声をあげ、武具を振り回し、駆けて来る。

　彼らの瞳はぎらぎらと燃えるように輝き、口の端からは汚らしい涎よだれが滴る。

　もはや理性などかけらもない。

　ゴブリンにはたしてそんなものが、生来あったのかは定かでないにせよ……。

《狂奔ルナティック》。

　いみじくも外なる智恵の神が授さずけし、聖戦の奇跡。

　偉大なりし聖騎士に率いられたゴブリンどもは、熱狂の渦うずと共にあった。

　こうなれば後先など考える余地はない。

　今や彼らにあるのは、冒険者どもをズタズタに引き裂き、蹂躙することのみ。

　神なる軍勢と化したゴブリンどもは、文字通り恐れを知らない。

　先陣切って突き進む一隊が、音もなく飛来した矢にバタバタと射抜かれ、斃たおれても。

　その屍しかばねを雪の中に踏みつけて、その勢いは留まることを知らない。

「だからゴブリンって嫌よ。数ばっかり多くて……！」

　精緻せいちな動きで矢筒から木芽鏃の矢を抜いて番え、妖精弓手は振り返りざままた一射。

　ろくに狙いをつける素振りもないが、その矢が的を外すということはありえない。

　高度に熟達した技術スキルは、魔法と区別がつかぬものだ。

「けどやっぱり、好きに射掛けるのが一番気持ち良いわね！　建物の中じゃなくって！」

「おっかねえこと言うない……！」

「言ってる暇があったら、さっさと走る！」

「走っとるわ！」

　どたどたと短い足を懸命に動かして走る鉱人道士は、一党パーティの中で最も鈍足だ。

　とはいえ今回ばかりは彼のみならず、全員の速度が鈍ってはいたけれども。

「それより、お前さん、足は良いんかの！」

「……実を言うと、まだちょっと痛むのよね」

　困ったように片目を閉じ、また一射。

　牝鹿めじかを思わせる妖精弓手の脚は、先だって矢を浴びたばかり。

「いかんせん、このままでは追いつかれまするな」

　極寒の冷気によって体の動きが鈍るのは言わずもがな、虜囚を抱えている蜥蜴僧侶。

《竜牙兵ドラゴントゥースウォリアー》を呼び出し一人二人預けても、その足は遅い。

「先より敵の数は減っております故、拙僧単騎で、真っ向打ち合うも一興かと」

「ダ、ダメですよ！」

　元来そこまで頑強ではない女神官が、ふるふると首を横に振り、慌てて遮った。

「無理も、無茶も、して勝てるならしても良いですけど、そう上手くはいきませんよ……！」

　それはゴブリンスレイヤーの口癖くちぐせであることを、はたして彼女は気づいていようか。

　いくら強壮剤を飲んだからといって、体力が完全なものになるわけではない。

　村を出発し、雪中行軍、城址に挑んで一晩、ろくに休息も取らずに戦い徹どおしなのだ。

　疲労は思考を鈍らせ、思考が鈍れば失策を起こし、失策はこの場合死に直結する。

「やれやれ。……せめても暖かければ、拙僧とて、もう少しばかり動けましょうが」

「いえ、そんな……あ」

　と、思い出した女神官は、自分の荷物を探り、ひとつの指輪を取り出した。

「これ、ゴブリンスレイヤーさんからもらった《呼気ブリージング》の指輪です。少しは──」

「──ゼロより一は多い。すみませぬな」

　走りながら、捕虜を抱えた鱗の指に、女神官は指輪をはめてやる。

　途端、ほぅ、と蜥蜴僧侶の口から呼気が漏れたところを見るに、効果はあったようだ。

　しかし──状況が大きく変わったわけではない。

　どうするべきか。

　唯一、大規模な火力を保有する令嬢剣士は、自らの内にある魔力を巡らせる。

「……《稲妻》で……」

「いや」

　その策を、ぴしゃりと切って捨てたのが、ゴブリンスレイヤーだった。

「使い所はあるが、まだ後だ」

「……？」

　走りながら、令嬢剣士は彼の様子を窺った。

　相変わらずその表情は鉄兜に隠れて見えず、何を考えているのか、さっぱりわからない。

　彼は籠手こてを外すと、ぐいぐいと手指を揉もみ解ほぐすようにして、もう一度籠手を装着した。

「殿しんがりは俺がやる。援護を」

「ほいきた！」

　鎚つちで剣を打つように鉱人道士が応じた。

　援護、支援となれば、行うのは魔術師を措おいて他にない。

「雪は転じて水になり、土と良い感じに混ざっとるでな！」

　鉱人道士は駒のようにくるりと反転、小鬼を見据みすえ、両手を雪原に叩きつける。

　その掌中には触媒足りうる粘土の塊。

「《土精ノーム、水精ウンディーネ、素敵な褥しとねをこさえてくんろ》！」

　地面が、ぐちゃりと歪んだ。

　雪が見る間に溶けて水となり、軟い土と入り混じり、見る間に泥濘でいねいが広がっていく。

《泥罠スネア》の術は、なるほど。後方へと向ける限り、冒険者たちは影響を受けない。

　先の祭りの戦い同様、餌食となるのはゴブリンばかりだ。

「ＧＡＲＯＢＡ!?」

「ＯＲＡＧ!?」

　ばたばたと先頭の小鬼が幾匹か、泥に脚を取られて転げ、仲間に踏み潰される。

　これならば多少なり敵の数と速度を減らせる──はずであった。

「ＯＲＡＧＡＲＡＲＡＵ!!」

　瞬間、小鬼聖騎士の祝詞が戦場に響き渡った。

　すると、なんたることか！

　淡い燐光りんこうに覆われた小鬼どもは、平然と泥沼を踏破しだしたではないか！

「な、ぁ……!?」

　あまりの事態に鉱人道士も目を剝むいた。

　敵がただの小鬼であればこうはなるまい。だが、敵の首魁しゅかいは小鬼聖騎士なのだ。

《抗魔カウンターマジック》の奇跡であろう。鉱人道士が悔しげに歯ぎしりをする。


「かぁーっ！　小鬼の癖しおって、ちょこざいな……！」



「となると、やっぱ物を言うのは弓矢よね」

　続けて、妖精弓手の矢がひょうと空を切って、小鬼の軍勢へと飛び込んだ。

　その矢は小鬼の隙間を、さながら針穴を通すように搔かい潜くぐり、小鬼聖騎士へ──。

「ＧＡＲＯＡＲＯ!?」

「……あっ！」

　思わず妖精弓手が舌打ちをする。小鬼聖騎士の前へ小鬼が飛び出し、身代わりとなったのだ。

「ああん、もうっ！　狙い通りだったのに……！」

「数は減った。代わるぞ」

　言うなり、ゴブリンスレイヤーが後方へと飛び出した。

　そして追いついてきた一匹の小鬼を、一刀のもと無造作に切り捨てる。

　さらに迫り来る小鬼へと手にした剣を投げ撃って仕留め、足元の手槍を蹴り上げ、摑んだ。

「八、九」

　具合を確かめるよう素振りをして、また振り返り、撤収を再開する。

「このまま村に降りるわけにはいかん。たしか谷があったろう」

「拙僧の記憶が確かならば。そう遠くはありませぬぞ」

「なら、そこだ」

　振り返りざま、手槍を投擲。前に出てきた一匹の胸板を貫き、雪原へ縫い止める。

「ほれ、かみきり丸！」

「すまん」

　鉱人道士が背負った武具から剣一本を抜いて、ぽんとゴブリンスレイヤーへ投げ渡した。

　敵の武具を、軀むくろを、後に残して進む戦い方は、武器の補充が効かないのが難点であった。

　一匹二匹切り伏せ、その刃が血脂ちあぶらで鈍ると、ゴブリンスレイヤーは剣を逆しまに持ち変える。

「ふん……！」

　ごっと鈍い音が響き、鍔つばと柄頭つかがしらによってゴブリンの頭骨が打ち砕かれた。

　籠手で刃を握り、戦鎚せんつい代わりに剣を振り回す殺撃は、文字通り一撃でゴブリンを殺す。

「十三！」

　脳漿を振り払い、次の小鬼へと殺撃を叩き込む。

　贅沢ぜいたくにも纏っていた革鎧ごと鍔で胸板を貫き、斃れる勢いに任せて剣を手放す。

「ほい、次だ！　鶴嘴が良いか、円匙スコップが良いか！」

　武具を交換する一瞬を稼ぐのは、妖精弓手の早業だ。

「どっちでも良いからさっさと決めてよ、ね！」

　矢筒から矢を三本とったかと思うと、次の瞬間にはその全てが弦つるに弾かれる。

　ほぼ同時に射抜かれたゴブリンどもが、ばたばたと声も立てずに転がった。

　これで十六。

　ゴブリンスレイヤーは迷わない。

「長柄をよこせ」

「ほんなら円匙じゃ！」

　投げ渡された円匙を両手で握り、払い、叩き、刺し、小鬼の血と軀が累々と転がる。

　そうして稼がれた貴重な時間を活かすべく、娘ら二人がぱっと蜥蜴僧侶の背に回った。

「頑張ってください……！」

「……っ」


「かたじけない……ッ！」



　女神官と令嬢剣士の華奢な身体全部を使って、蜥蜴僧侶の背中を押して行く。

　無言で黙々と虜囚を運ぶ竜牙兵の存在が、これほど頼もしく思えようとは。

　そしてゴブリンスレイヤーが円匙を投槍のように投じ、また一匹を討つ。

「十九！」

　冒険者六名、救助された捕虜四名、雲霞うんかの如き小鬼の軍勢、そして小鬼聖騎士。

　雪中の撤退戦はこのようにして繰り広げられていった。

　誰も彼もが必死であり、決死であった。

　吐く息は白く霞み、視界がぼやける。足元の感覚は雪で冷えきっておぼつかず、身体は熱い。

　剣で二十、妖精弓手の矢で二十四、斧に持ち替え二十五、鉈なたを投げ二十七、さらに矢の一射。

　陽が昇ると共に始まった戦いは、小鬼の屍が三十を数えて、未いまだ終わる気配を見せない。

　朝焼けの光と小鬼の血で、その行程は絵筆を走らせたように赤々とした線が続く。

　死屍累々。冒険者かゴブリン、もはやどちらかが鏖殺おうさつされるまで戦いは終わるまい。


　ゴブリン退治とは、得てしてそういうものではあったが──……。



「先に行け」

　ゴブリンスレイヤーが言ったのは、ようやく谷へと辿り着いたその時であった。

　言葉だけを聞けば、捨て駒になることを厭わぬようなセリフである。

　ともすれば先の蜥蜴僧侶同様、自分を置いて行けと聞こえるかもしれない。

　だがしかし、いつもと同じ淡々とした無機質な声には、そんな悲壮な気配はない。

「ここで潰す」

　そう決断的に宣言するゴブリンスレイヤーに、一同の視線が向く。

「やれますかな」と蜥蜴僧侶が問いかける。

　彼は虜囚二人を体の前へと抱き変えていた。いざとなれば背を盾とするべく。

「やるとも。村まで奴らを引きずるつもりはない」

　ゴブリンスレイヤーは短く答え、鉱人道士へと首を巡らせた。

　鉱人道士は、やれやれと気の抜けたように笑い、肩を竦すくめる。

「かみきり丸、さっきんで武器はカンバンでの」

「とならば、小鬼殺し殿、拙僧のものを」

「助かる」

　鉱人道士の武具にかわり《研磨シャープトゥース》された牙刀が放られる。

　これで蜥蜴僧侶が起こした奇跡は、四度を数える。これにて終いだ。

「援護くらいはしたげたいんだけど……。オルクボルグ、矢、余ってる？」

　文字通り矢継ぎ早に射掛け続けていた妖精弓手が、溜息ためいきを吐ついた。

　木々を友とする彼女は、枝葉さえあれば矢を作り出して補充もできるが……。

　見渡す限り白銀の世界では、望むべくもない。

「俺の投石紐を使え」

　ゴブリンスレイヤーが牙刀を素振りしながら、雑囊から引っ張りだした袋を放る。

　妖精弓手がさっと空中で摑みとったそれは、じゃらりと中で石の転がる音を立てた。

「私、投げるの嫌いなのよね……」

　思い切り顔をしかめ、しんなり長耳を垂らす妖精弓手。

　文句も言ってられないので石に紐を巻くが、「下手くそだものな」と鉱人道士は苦笑い。

「ダメ押しついで、わしも残りの術の切り時と思うがどうだの、かみきり丸！」

「これ以上は温存しても意味があるまい。構うものか！」

　敵の奇跡を消費するためと割りきって、重ねて繰り出される《泥罠》の術。

　やはり小鬼聖騎士は再度《抗魔》の奇跡を嘆願し、さして足止めにもならないが……。

　それでも生まれた一拍の間は貴重だ。

　大きく息をつくゴブリンスレイヤーへ、女神官がさっと駆け寄った。

「ゴブリンスレイヤーさん、水薬ポーションを……」

「すまん。……奇跡は残しておけよ」

「もちろん。任されてますから」

　差し出された小瓶の栓を抜いて、がぶりと一気飲む間、女神官は甲斐かい甲斐がいしく世話を焼く。

　鎧の留め具を検あらため、雪や汚れが体の動きを妨げないよう払い、印を結んで神に祈る。

「いと慈悲深き地母神よ。どうか聖寵みめぐみを……」

　決して奇跡など起こらない、しかれども純粋な祈りと、祝福。

　ゴブリンスレイヤーは、それを無意味とも、無駄とも思わなかった。

　誰かが己のためにしてくれる何かを拒めるほど、傲慢ごうまんになどなりたくもない。

　水薬の効果がじわりと体中に広がる中、彼は小瓶を雪中へと投げ捨てた。

　何を言うべきか迷うように鉄兜を傾かたむけ、じっと彼方より迫る小鬼どもを睨んだ後、

「手はある」

　やっと、それだけを口にした。

「はい」と、その言葉を女神官は素直に受け止める。

　それは恋慕でもなく、依存でもなく、盲従でもない。

　ただ、信じているからだ。ゴブリンスレイヤーを。目の前の彼を。

　ゴブリンスレイヤーは真正面から、彼女の真っ直ぐな瞳を見返した。

　そして頷く。それで十分だった。

「《聖壁》の使い所は任せる。それと……」

　ゴブリンスレイヤーは、視線をゆっくりと令嬢剣士の方へ向けた。


「…………」



　彼女はすぅ、はぁ、その豊かな胸元むなもとを緩やかに上下させて、呼吸を整えている。

　術の発動に備えているのだろう。そのぐらいのことはゴブリンスレイヤーにも察しがつく。

　ならばもう小難しい事を言う必要はあるまい。

「合図したら、撃て」

　蜜色の髪を揺らしてこくんと頷く彼女へ、ゴブリンスレイヤーは一言二言、さらに付け加える。

　意味を解さず、令嬢剣士は髪を流して、こてんと小首を傾かしげはしたが……。

「……わかった」

　その答えを聞ければ十分だった。

　僅かな時間でやるべき事はやった。

　これ以上はあるまい。

　ゴブリンスレイヤーは天上を睨みつける。

　相も変わらず、高みの指し手は骰子を振っているのだろうが。

「では、仕掛けるぞ」

　言うなり、ゴブリンスレイヤーは雪を蹴散らして駈け出した。

　向かう先は小鬼の軍勢。一党パーティは頷き合い、捕虜を伴って距離を取り始める。

　ひょうと飛ぶのは妖精弓手の投じた石礫いしつぶて。一発、二発。不慣れな射撃で、斃れる小鬼。

　十分だ。

　そしてゴブリンスレイヤーを迎え撃つべく飛び出してくるのは。

「ＩＧＡＲＵＲＵＡＲＡＲＡ!!」

　小鬼聖騎士。

「む……！」

　再戦であった。

「ＩＧＲＵＡＡ!!」

　きぃんと澄んだ音が響き、刀と剣とが、雪原に火花を散らしてぶつかった。

　ゴブリンスレイヤーが繰り出した牙刀を、小鬼聖騎士の軽銀剣が叩き落としたのだ。

　ざ、と。二人の足下で雪が煙の如く舞い上がる。

　再び突き掛かって来る小鬼聖騎士を、ゴブリンスレイヤーは牙刀で逸そらし、弾く。

　ならばと突き返せば、その刃は小鬼聖騎士の軽銀剣でもって叩かれる。

「学んだか」

「ＩＧＡＲＯＵ！」

　吠ほえる小鬼聖騎士の顔面へ、ゴブリンスレイヤーは躊躇なく雪を蹴り上げる。

　目潰し。ギャッと喚いて仰のけ反ぞったそこへ、ゴブリンスレイヤーは盾を叩きつけた。

　だが、金属音が響くばかり。

　小鬼聖騎士とて盾は持っている。

　使いこなせているとは到底言えないが、ぐいと咄嗟に掲げたそれが、攻撃を阻む。

「……！」

「ＧＲＯＯＢ!!」

　二人はじりじりと、盾を押し付けぶつけあいながら、円を描く。吐く息が白く渦を巻く。

　膂力ではゴブリンスレイヤーが優れども、小鬼聖騎士の矮軀は脅威でさえあった。

　ぐいと強引に脛すねを目掛けて突き込まれた刃を、ゴブリンスレイヤーは飛び下がって避ける。

　雪で滑る足場を確かめ、濡ぬれた手で柄を握り直し、白く煙る対手を睨んで。

「ＧＲＡＲＡＢ!!」

「……ぐっ!?」

　その頭へ、ガツリと鈍い音がして鏃がぶち当たった。

　ゴブリンの軍勢が迫ってきている。その小鬼弓兵が放った矢であろう。

　やはり兜は必須だ。

　わぁんと木霊する衝撃を、頭を振って払いながら、ゴブリンスレイヤーは状況を睨む。

「この、無作法ものッ!!」

　彼方より妖精弓手が罵声と共に投じた礫が、弓兵の頭を超え、背後の小鬼を叩く。

　舌打ち混じりに投じたもう一発が、今度こそ小鬼弓兵の肩に当たり、骨を砕いた。

「ＧＲＡＯＲＵＲＵＲＵ……！」

　しかし、だからといって小鬼どもが完全に押さえ込めるかというと、そうはなるまい。

　小鬼聖騎士の戦いを見守ってはいるが、それは連中にとって余興であるからに過ぎない。

《狂奔ルナティック》の影響が失せている……というわけではない。

　この冒険者が勝とうが、死のうが、結末が変わらないから待っているだけで。

　もともと騎士道精神などというものを持ち合わせている手合ではないのだ、小鬼は。

　あるのはただ、手前勝手にコロコロと変わる理屈のみ。

　自分が勝とうが、負けようが、ゴブリンどもは決着の瞬間に襲い掛かってくるだろう。

　あまり時間はかけられない。

「……ならば」

　ゴブリンスレイヤーはぐるりと手首を回して剣を握り直し、深く腰を落として、盾を掲げた。

　その姿勢を認めた小鬼聖騎士が、ニィ、と厭らしく口を歪めて嘲笑あざわらう。

　先の戦いを思い返したのだろう。ゴブリンスレイヤーの円盾は、縁が切り飛ばされたままだ。

「ＯＲＡＧＡＲＡＲＡＲＡ!!」

　けたたましく喚くような鬨の声と共に、小鬼聖騎士がゴブリンスレイヤーへと襲いかかった。

　繰り出される軽銀剣。生半な防具ではなんの役にも立たない。

　おお、見るが良い。ゴブリンスレイヤーの盾へ、その切っ先が沈む様を。

　革と木板と布を組み合わせた防御を、いとも容易く軽銀が貫いていく様を！

　見る間、剣は盾を抜け、腕を裂き、革の肩当てをも貫いて、肉を穿つ手応てごたえをもたらした。

　刃を伝って滴った血が、雪に混じって桃色に飛沫する。

　軽銀剣は確かに届き、ゴブリンスレイヤーの肩を鋭く抉えぐっていた。

　小鬼聖騎士は、微かに呻うめく声を聞いた。苦痛を押し殺す声。勝った、と。嗤わらう。

「かかったな」

　だが、そこで終わりだった。

　軽銀剣はそれ以上進まない。ぐいと力を込めて押し込んでも、刃は動かない。

　鍔であった。

　戦鎚としても使えるよう重い金属で作られた鍔が、盾に食い込み、捕らえている。

「ぬ、ぐ……！」

「ＯＲＡＧＡ!?」

　そして単純な膂力の差では、小鬼が只人に敵かなうべくもない。

　円盾を貫いた軽銀剣を、ゴブリンスレイヤーは腕ごと捻ひねるようにして奪い取る。

　否、正しく言うのであれば貫かせたのだ。


　でなくば──……でなくば。



　何故なぜにわざわざ、小鬼聖騎士に喧嘩殺法を見せる必要があったのか。

　剣を折られた後にもかかわらず、盾で攻撃を受けようなどとしてみせたのか。

「ゴブリンは愚かであっても、間抜けではない、が……」

　小鬼聖騎士は、その時初めて、相手の顔を見た。

　鉄兜に覆われた、その奥の、闇の中。

　輝く赤い瞳を見た。

「……貴様は、間抜けだ！」

「ＡＧＡＲＡＲＡＲＡＲＡ!!」

　ゴブリンスレイヤーは牙刀を唸らせ、容赦なく小鬼聖騎士の喉を喰くい破る。

　薄汚い小鬼の血が噴出し、さらに銀世界を汚していく。

　軽銀剣を庇うように身を引いたゴブリンスレイヤーは、全身にその血を浴び……。

「ＧＯＲＡ、Ｕ……!?」

「ＧＲＯＢ！　ＧＲＯＢ!?」

　怯おびえ、立ち竦み、谷の底で脚を止めた、ゴブリンどもを睨みつけた。

　これ以上の時はない。この時をこそ、彼は待ち望んでいた。

「撃て！」とゴブリンスレイヤーは叫んだ。

「《トニトルス雷電……オリエンス発生……》」と令嬢剣士が応えた。

　そして、

「《……ヤクタ投射》！」

　雷電が燦きらめき。

　山が脈動した。

　大気を沸騰させながら迸った雷槌いかづちは、けれどもゴブリンどもには落ちてこない。

　空を切り裂き抜けていく紫電を、誰もが振り仰ぎ、目で追いかける。

　稲妻が穿ったのは山の峰。

　轟音ごうおん。

　震動。

　それがもたらすもの。

「おい、こら、やばくないか？」

「……なんかやな予感がする」

　鉱人道士が顔を引きつらせ、妖精弓手が長耳を神経質に震わせる。

　彼らとてわかっていたはずだ。

　ゴブリンスレイヤーは、必ずやらかす、と。

「うむ」と蜥蜴僧侶が悟ったように頷いた。「来たようですぞ」

　戦太鼓の旋律にも似た、あるいは軍馬の蹄音ていおんにも似た轟きが、迫り来る。

　谷間を一気いっき呵成かせいに逆落しに駆け下りる、白き死の軍勢。

　──雪崩なだれであった。


「……ッ！」



　妖精弓手か令嬢剣士か、悲鳴をあげる。「ああもうっ！」という事は妖精弓手か。

「ＧＡＲＡＯＲＯＢ!?」

「ＯＲＡＲＡＧＵＲＡ!?」

　聞くに堪たえない悲鳴をあげながら、ゴブリンどもが押し寄せる雪に呑のまれていく。

　為なす術すべもなく、逃れることもできず、足跡さえも残さずに。

　そんな中、誰よりも早く真っ先に飛び出したのが、女神官であった。

　ここだ、と。彼女の脳裏に、啓示の如く言葉が閃く。

　躊躇ためらいはない。迷いもない。

　縋すがるように錫杖を手繰たぐり寄せ、魂削る祈禱を、神々に捧ささぐ。

「《いと慈悲深き地母神よ、か弱き我らを、どうか大地の御力でお守りください》！」

　押し寄せる白い津波が、不可視の領域を受けて、割れるように退いていく。

　地母神のもたらした奇跡によって、皆を守る中。

　女神官は彼の姿を見た。

　遠い。ゴブリンの軍勢の間際まぎわ。地母神の奇跡の外に、独り。


　届かぬと知っていても、声を、手を、伸ばし──……。



「ゴブリンスレイヤーさん！」

　全ては、白に塗りつぶされ、消えた。
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「……ッ!?　彼は……!?」

　全てが終わった後、真っ先に身を起こしたのは彼女──令嬢剣士だった。

《聖壁》に阻まれて尚、身体に降りかかった雪を跳ね除けて見たその先は。

　一面の白。

　彼女たちがここに至るまでに繰り広げてきた殺戮さつりくの痕跡こんせきも、一切いっさいない。

　ゴブリンどもは足跡一つさえ残さず、まるで夢のように消え失せていた。

「……彼、ゴブリンスレイヤー、は……？」

　周囲を見回す。振り返る。あの特徴的な鎧姿は見当たらない。

　代わって、錫杖を手に大きく息を吐く女神官が……仲間たちの姿があった。

「たぶん、下の方ですよね。雪に流されたなら」

　凍える指先を唇にあてがって考えながら、女神官が麓ふもとへと目を向ける。

　谷間に流れ落ちた雪のそこここに、まるで枯木の如く、小鬼の手足が突き出ていた。

「たぶんね」

　それに顔をしかめつつ、妖精弓手が頷く。長耳が、ひくり、ひくり、細かく震えた。

「まだ遠くで雪が落ちてる。あんまり大声出さない方が良いかも」

「とならば、徒歩で迎えに行くのが良かろうですな」

　ぶるり。大きく身を震わせて雪を払い、蜥蜴僧侶が応じた。

　彼は一行と、救助した捕虜、それを抱えた竜牙兵に傷がないのを検め、奇怪な合掌をする。

　父祖に感謝を。恐るべき竜を葬った要因の一つは、極寒であったと伝え聞くからこそ。

「大雪崩というほどでもない故、さほど遠くに行ってはおりますまい」


「…………心配、してないの？」



「しとらんわけがなかろ。仲間だもの」

　思わず問うた令嬢剣士に、平然と鉱人道士が答える。

　彼は髭をしごきながら、鞄から取り出した酒の水袋を呷り、げふ、と息を漏らす。

　身体を温めるのに必要なのは、炎と酒精だ。そして意味ありげに、片目をつぶった。

「じゃけど……のう？」

「……ゴブリンスレイヤーさんですからね」

　応じて、女神官が困ったように頰を緩ませ、笑みを浮かべる。

　そう言われても、到底令嬢剣士は納得がいかなかった。

　一歩一歩、足場を確かめながらの探索行──下山。

　先程までの撤退戦とは違う、静かだが、気の遠くなるような道のり。

　足をひとつ踏み出す度、令嬢剣士の気持ちは重く、どこまでも沈んでいく。

　──自分が、剣を取り戻してと言わなければ。

　彼があんなことをする必要はなかったのではないか？

　自分のせい。

　そう、自分のせいだ。

　何もかもが──自分のせい。


「…………ぅ」



　全てが終わったから──いや、その状況に、ぽんと放り出されたからこそ。

　今や彼女は、自分のしでかしたことの全てを、正しく認識しはじめていた。

　傲慢な作戦。仲間の死。村への襲撃。虜囚たちへの救助の遅れ。そしてゴブリンスレイヤー。

　もっと上手くやれたはずだ。もっと、少なくとも、こんな失敗はしないで済んだはずだ。


　いや、そもそも、冒険者になどならなければ──……。



　足元に落とした視界が滲み、ぼやけていく。

　その中で、僅かに動くものがあった。


「ぁ……っ！」



　思わず漏れでた声を、令嬢剣士は咄嗟に口元を抑えて、堪える。

　雪の中、四つ這いになって蠢うごめくそれ。

　近づく気配に気づいたか、むくり、と。

「失敗したな」

　身体から雪を払うように、その男は立ち上がった。

　薄汚れた革鎧。安っぽい鉄兜。腰に剣はなく、腕に括った円盾は割れ砕けて。

「窒息というよりも、衝撃の方に備えるべきだった」

　にもかかわらず、ゴブリンスレイヤーは平然とのたまったのだ。


「……ゴ、ゴブリン……スレイヤー……？」



　信じられない。思わず呆ほうけたような声が令嬢剣士の口から漏れたのも、無理からぬこと。

「そうだが」

「他に言うことあるでしょ」

　呆あきれたように、妖精弓手が声を吐く。

「ふむ。……無事だったか」


「それ、こっちが言うセリフ。…………だいたい、おかしいと思ったのよね」



　彼女は頭痛をこらえるように眉間みけんを揉むけれど、長耳が上機嫌に揺れていた。

「オルクボルグが意味もなく、こんなとこに水辺用の指輪持ってくるわけないもん」

　はっと気づいて、令嬢剣士は自分の手元に目を落とした。

　指に巻かれた包帯の隙間から覗く、もはや効果の終わって久しい魔法の指輪。

《呼気ブリージング》の指輪。


　雪は水であり、つまり、つまり──……。



「……最初から、予想していた？」

「ある程度はな」

「そりゃあ、ゴブリンスレイヤーさんがゴブリンスレイヤーさんなのは、慣れましたけど」

　せめて先に説明して欲しかったです。そう呟いて、女神官は恨みがましく彼を見た。

「いくら無理や無茶はしないって言ってても、さすがに、ちょっと驚きます」

「馬鹿ばかを言え」

　ゴブリンスレイヤーは再び四つ這いになり、雪をかき分け、掘り返しながら言う。

「敵は知恵者の小鬼だ。漏洩ろうえいして、対策を打たれたらどうする」

「どうするこうする以前に、わたしたちが心配するんですよ？」

「む……」

「説明してくれますか、次からは」

「……わかった」

　短い返事。そのぶっきらぼうな声音こわねは、容易に鉄兜の下、仏頂ぶっちょう面づらを連想させる。

　思わず蜥蜴僧侶が愉快そうにシュッと息を吐き、その顎あぎとが笑みの形に開かれた。

「まったく、小鬼殺し殿も、神官殿には自慢の策術も通じぬ様子」

「そらそうよ、鱗の。女っつーんは、竜よかおっかないもんと相場が決まっとる」

「ははははは。然り、然り。それこそまさに、世の真理ですな、術師殿」

　笑い合う蜥蜴僧侶と鉱人道士。疲れはあっても、その顔は軽かろやかで、明るい。

　やれやれと頭を振った妖精弓手が、二人から目を逸らして彼方を見やる。

　つられて目を向けた令嬢剣士の目に飛び込んできたのは、青々とした空。

　そして涙が出そうなほどにまばゆい、太陽。

「色々と言いたいことは山程あるけど」

　妖精弓手が唇の端に笑みを浮かべて言った。

「やっぱり、冒険はこうでなくちゃね」

　──冒険。

　すとんと、その言葉が令嬢剣士の胸に落ちた。


　危険を冒し、怪物の巣穴に踏み込み、迷宮を踏破して──……。



　最初に挑んだ仲間たちはもうおらず。

　今ここにいる仲間たちとは、出会ったばかりだけれど。

　そうか、これは冒険だったのか。

「おい」

「……っ!?」

　不意にかけられた声に、令嬢剣士はぱっとそちらを振り返る。

「あったぞ」

　ゴブリンスレイヤーが、雪中から摑みとったそれを手に、立ち上がるところだった。

　朝日を浴びてきらきらと輝く、鞘。

　彼は盾に突き刺さっていた軽銀剣を、無造作な手つきで引き抜く。

　自らの血に汚れたそれへ血振りをくれて、丁寧に襤褸で拭い。

　そして見つけ出した鞘に、がちんと納めた。

「剣は確保したが、鞘が小鬼聖騎士の腰に下がったまま、流されてしまってな」


「…………ぁ、ぁ……」



「やはり、雪崩は失敗だった」


「……っ、ぅ……ぁ……」



　差し出されたそれを、令嬢剣士は両手でもって受け取った。ずしりと、重い。

　ただでさえ潤み、滲んでいた視界がさらにぼやけ、彼女は何度も目を瞬かせた。

　慌てて目を擦るけれど、何をどうしても元に戻らなくて。鼻を啜っても、ダメで。

　水滴がいくつもいくつも、軽銀剣に落ちては弾けていく。

　そんな令嬢剣士を、ゴブリンスレイヤーはまじまじと見つめた。淡々として、無機質な声。

「お前は、よく泣く奴だ」

　令嬢剣士は剣を抱きしめ、大声をあげて、泣いた。
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　おわった？　おわったかな？

　盤面を見下ろしていた《幻想》と《真実》は恐る恐ると顔を見合わせました。

　もう一度盤を見て、顔を見て、もう一度盤を見て、二人はにんまりと笑います。

　そしてぱちんと音を立てて神様たちはお互いの手を打ち鳴らしました。

《幻想》はぱぁっと顔を輝かせ、《真実》も満足げに腕を組んでふんぞり返ります。

　なにも神様たちは、冒険者や人々、怪物たちを苦しめようなどとは思っていません。

　時たま失敗したり、骰子サイコロの目が酷ひどいことになったり、野郎ぶっ殺してやるとなります。

　けどそれを言ったら冒険者だって、顔を見せた黒幕を出会い頭に叩たたき潰つぶしたりします。

　だからお互い様という奴やつでしょう。

　さあ、冒険は終わりました。大成功です！

　冒険者たちの活躍を語り合いましょう。怪物たちの健闘を讃たたえましょう。

　迷宮の罠わなの恐ろしさを、それを切り抜けた冒険者たちの機転を賞賛しましょう。

　そんな風に《真実》と《幻想》が喜んでいると、他ほかの神様たちも集まってきました。

《混沌こんとん》がいます。《秩序》がいます。《恐怖》や《時間》、《死》に《空》まで！

　お祝いです。どんちゃん騒ぎです。祝福です。

　骰子の出目というものは、《宿命》と《偶然》のどちらに左右されるかわかりません。

　良い目があれば悪い目もあります。

　喜ぶ目があれば哀しい目もあります。

　冒険者が勝つ目も、怪物が勝つ目もあります。

　苦労して宝箱を見つけたのに、鍵かぎ開けに失敗する目があります。

　そういうものです。

　泣いても笑っても骰子の出目は変わらないのです。

　だからこそ──冒険をする。

　その事そのものが、この上もなく素晴らしいのです。
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「はぁい！　一年間も無事に死なずに済みました！」

　受付嬢の快活な声が、夜明けの押し迫った酒場に響く。

「宿命と偶然、秩序と混沌こんとんの神様に感謝して、今日はいーっぱい騒いじゃいましょう!!」

「新年、おめでとぉーっ!!」

　冒険者たちが大音声だいおんじょうと共に、手にした杯を掲かかげ、打ち鳴らし、酒を干ほしだした。

　なんとも壮観な景色である。

　今この街にいる冒険者が一堂に会しているのだから、ギルド内の酒場は大混雑も良いところ。

　長い冬の終わって新しい年の始まる今日だからこそ、誰だれも彼もが憂うれいなく、声をあげる。

「だからよぉ、俺はさぁ。去年も色々頑張ったわけだ」

「そう、ね」

「槍やりぶん回して暴れたり、怪物退治したり、魔術も経験積んだりとかさぁ」

「わかる、わかる」

「だから絶対ゴブリンぶっ殺す何か変なのとかとは比べ物にならんわけよ！」

「はいはい。がんばった、がんばった」

　武勇伝をぶちあげ、ぐるぐると管を巻き出す槍使い。

　その傍かたわらでは、肉感的な肢体をくねらせ、魔女が艶つややかな笑みを浮かべ、

「それでだなあ、お前もだなぁ。身を固めてだなぁ」

「お、おう。……いやそれお前がこないだお袋さんからもらった手紙じゃねえか？」

「郷里の親御さんを安心させてやるのが親孝行だとだなぁ……」

「いや、俺、故郷に両親いねえの、お前も知ってるだろうが……」

「……おい、聞いているのか」

「へぇ、へぇ、聞いてるって。誰かなんとかしろよこの酔っぱらい」

「頭目リーダーの嫁でしょう。早く何とかしなさい」

「俺も右に同じ」

「早く責任とってくださいよ。僕らじゃ面倒見切れません」

「秩序にして善なる聖騎士の私は誓いを違えんぞ!!」

「ちくしょう、こいつら人の話を聞いちゃいねえ……！」

　あちらの卓では重戦士らの一党パーティが、頭目らの恋を肴さかなに賑にぎやかに、

　やがて楽器の心得がある者が、興が乗ったか弦げんを爪弾つまびきはじめる。

　誰も彼もが口ずさむそれは、どこまでも底抜けに脳天気な、鎮魂歌。




　おお、冒険者よ。

　死んでしまうとは情けない。

　墓碑に刻むは僅かに四文字。

　冒険者よ、俺はお前の名を知らぬから。

　名さえ遺さず逝いったとしても。

　冒険者よ、お前が俺を友と呼ぶならば。

　おお、我が友よ。

　死んでしまうとは情けない。




　冒険者には享楽主義者が多いと人は言う。

　明日をも知れぬ身だから、後先を考えぬのだと。

　いささか、違う。

　生き延びた多くの冒険者は現実主義者だ。

　夢を追い求め、手段を着実に積み上げ、けれど届かずに死ぬ可能性を、理解している。

　なればこそ、後悔こそは愚の骨頂。

　些細ささいな失敗も、冒険のドジも、仲間の死も。

　笑って乗り越えて行かねば、どうしようもないではないか。

「……ほんっと、只人ヒュームってどんちゃん騒ぎが好きね」

　そんな喧騒けんそうを、妖精弓手エルフは隅の卓について見守っていた。

「年がら年中、機会を見つけたらお酒飲んで盛り上がって。まるで鉱人ドワーフみたい」

「そーゆーわりには満更でもなさそうだの。えぇ、耳長娘よ」

　両手に鳥の炙あぶり肉を握った鉱人道士ドワーフは、にんまりと上機嫌だ。

　新年祝いとして、あれこれ用意された料理に舌鼓したつづみを打てば、こうもなろう。

　ましてや酒もたらふく飲めるとあれば──鉱人ならずとも、だ。

「あら、新年だもの。別に良いでしょ？」

　鉱人道士に片目をつむり、妖精弓手はちびりちびりと酒を舐なめる。

　手にした杯は、砂糖を落とした葡萄ぶどう酒しゅだ。

　そして、同卓する仲間に向けて、流し目をひとつ。

「それで、どうするの？」

「……はい」

　こくん、と。令嬢剣士は微かすかに頷うなずいた。

　短く切った蜂蜜はちみつ色の髪も、僅かに伸びて、肩口にまで届いている。

　もう少し伸びれば、項うなじに焼き付いた印も隠すことができるだろう。

「……一度、両親に会って、色々、話して来ようと……思います」

　未いまだ影の濃い表情ではあったけれども、それでも彼女は僅かに頰ほおをゆるめた。

　冒険に臨むべくもない質素な衣装に着替えてはいるけれど、腰には剣帯が巻かれている。

　佩剣はいけんは、無論、長短二振りの軽銀剣。

　これがあれば、もう大丈夫。彼女の指先が、そっと剣を撫なでた。

「……亡くなった仲間のお墓も作って、道を決めるのは、それから」

「うん、それが良いわ。家族と友達は、大事にしないとね」

「氷河の頃ころは彼方かなたに去り、白亜の層はまた埋もれ、父祖の時代は遠けれど、血はここに在り」

　厳おごそかに何やら祝詞のりとを呟つぶやいた蜥蜴僧侶リザードマンが、あぐりと大顎おおあごを広げてチーズを齧かじる。

　甘露、甘露。旨さに尾を揺らして目を細め、咀嚼そしゃくし、飲み下して、一息。

「良き血族ばかりとは限りませぬが、縁は大事にした方がよぉ御座いましょうや」

「……うん。えと、その」

　その言葉に後押しされて、なのだろう。

　僅かに頰を染めて俯うつむいた令嬢剣士は、もじもじと、気恥ずかしげに身じろぎをして。

「……手紙……書くから」

　ようやっと、そんなか細い一言を、口から呟くことができた。

「はい、いつでも、何でも、伝えたいことがあったら書いて、送ってください」

　それへ真っ先に応じたのが、女神官だった。

　神殿で年の瀬の儀式をあれこれ済ませた後の彼女は、湯を浴びた後で、ほのかに暖かい。

　その手でそっと令嬢剣士の手をとって、しっかりと握りしめる。

「わたしも、いっぱい、いっぱい、お返事出しますから」

「……うん。いっぱい。たくさん。……書くね」

「あっ、私も！　友達に手紙って、一度書いてみたかったのよね」

　そうしてきゃいきゃいと姦かしましく騒ぐ冒険者の三人娘。

　微笑ほほえましげに見守るのは、息抜きにと卓に潜もぐり込んだ受付嬢と、招かれていた牛飼娘だ。

「ふふふ。仲良しさんですね？」

「ねー。あたしも手紙書こうかなぁ」

　無礼講だからいいや、とばかり牛飼娘が卓上に突っ伏す。

　豊かな胸が、押しつぶされて形を変えた。

「牧場のお仕事してると、あんまり同じ年頃の女の子と会えないんだよね」

「ギルドに務めていても、そんなものですよ？」

　肴にと供された腸詰めにピンを刺し、辛子をつけて口に運び、受付嬢は頷く。

「冒険者さんと親しくなるのは、非推奨ですし」

　まあ、仲良くしちゃってるんですけれど、と受付嬢は悪戯いたずらっぽく目を瞑つむる。

　娘たち五人は、僅かな触れ合いであっても、あっというまに絆きずなを結んでいた。

　時間や友情というのは、得てしてそういうものなのやもしれない。

　ともあれ、こうなると肩身が狭いのは、僅か二人の男性陣。

「小鬼殺し殿も、来れれば良かったのですがな」

「ほんにの。けーっきょく、かみきり丸たぁ、そんな呑のむ機会が作れなんだ」

　蜥蜴僧侶のボヤキに応じ、頰杖ほおづえついた鉱人道士、名案とばかりに指を鳴らした。

「よし、わしゃあ、来年の目標の一つにすっぞ」

「ほどほどにね。……そういえば、あいつは例外か」

　そんな気の抜けたやりとりを、くつくつ笑って見ていた妖精弓手が、ぽつりと言った。

「オルクボルグ。お祭り騒ぎとか、そんな好きじゃなさそうだもんね」

　ゴブリンスレイヤー。そう呼ばれる冒険者の姿は、酒場にはなかった。

　女神官が小柄な身体でひょこひょこ背伸びし、周囲を見回すが、やはり気配はない。

「お酒苦手だから、ってわけでもなさそうですし。ゴブリンスレイヤーさんは、どこへ？」

「あー……」

「んー……」

　牛飼娘と受付嬢が何とも言えぬ声をあげ、意味ありげに視線を交わした。

「……やっぱり、幼馴染おさななじみとしては譲りたくないですか？」

「あははははははは。譲りたいって言ったら噓うそになるけど」

　笑って、お酒を口に運んで、うん、と一つ頷いて。


「…………けど、今年は。譲っちゃいましょうか」



「そうですね。……フェアに行きませんと」

「……？」

　謎なぞめいた、意味深なやりとり。

　こてんと小首を傾かしげた女神官に、牛飼娘はごそごそと傍らに置いた籠かごを取り出した。

「じゃあ、ちょっとお使いお願いしちゃって良いかな？」

「お使い、ですか？」

「そ」

「えと、わたしは構いませんが……」

「あれ、これ……お弁当か何か？」

　ひくりと長耳を揺らした妖精弓手が好奇心満々に目を輝かせ、ひょいと籠を覗のぞき込む。

「パンに、鍋に……外行くんなら、私が行っても良いけど？」

「いえ、森人エルフさんには、たぶんチャンスがいっぱいありますからね」

　それを押し留めたのは、曖昧あいまいに笑った受付嬢だ。

「ふぅん？　良くわかんないけど……」

　訝いぶかしむ妖精弓手へ「まあまあ」と言いつつ受付嬢が酌しゃくをする。

　杯に再び満たされた葡萄酒を、妖精弓手は長耳を揺らしながら一舐め。

　酒精はぽかぽかと身体を暖めてくれるし、気分が良くなれば心も自然と広くなる。

「良くわかんないけど、まあいいわ」

「じゃあ、お願いするね」

　牛飼娘はそう言って名残なごり惜しさ半分、申し訳なさ半分で、ぺこりと頭を下げた。

「あ、はい。えと、それで。どこへ届ければ良いのですか？」


「うん。たぶん、いつもと同じなら────……」
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　辺境の街から離れ、牧場よりも遠のいた、広野。

　遮さえぎるものとてなく、ひょうひょうと音を立てて雪風が吹き抜けるそこに。

　小さな天幕と、灯火ともしびのように微かな焚火たきびが一つ。

　地平の彼方は未だ暗く、日付は変わったとても、夜明けは遠い。

　焚火の間近に腰を降ろしていた一人の男が、ふと何かに気づいたように顔をあげた。

「ゴブリンはいない。出てきて良いぞ」


「…………出てきて良いぞ、じゃありませんよ」



　ゴブリンスレイヤー。その呼びかけに応こたえ、茂みをがさりと揺らして、女神官が歩み出る。

　街から半刻ほど歩いた彼女は、冷えきった手指へ「はぁ」と溜息ためいき混じりに息を吐はく。

　いくら防寒用にポンチョを羽織っていたとしても、寒いものは寒い。

「何をやってるんですか、あなた」

「見張りだ」

　と、ゴブリンスレイヤーの答えは予想通りで、かつ端的であった。

「新年の祝いで手薄な今日は、ゴブリンどもの報復攻撃の可能性がある」

　──そういえばこの人、お祭りの時も、そんな事を言っていませんでしたっけ？

　ふと蘇よみがえった記憶に、何となく嫌な予感がして、女神官は思わず問わずにはいられない。

「……もしかして、毎年やってるんですか？」

「馬鹿ばかな事を聞くな」

「で、ですよね」

「新年は毎年来る」


　──……あっきれた。ほんと、もう、どうしようもない人……。



　事ここに至れば、女神官も事態を理解せずにはいられない。

　預かった手籠に入った料理の品を届けるのも、当然だろう。

　牛飼娘も受付嬢も、心配になって、様子を見に来るわけである。

「毎年の事だ。問題はない」

「あるんです！」

「そうか」

　にもかかわらず、当の本人はどこ吹く風と、焚火の傍そばに座って闇を睨にらんでいる。

　街で大勢が新年を迎える大騒ぎをしている中、たった一人で、ずっと。

「まったく、キャンプまで張って、泊まりこんで……」

「秋の祭りは襲撃を受けたからな。次がないという保証はない」

　一度あった事実を、小鬼の首を獲ったように言うのだから、まったく、もう。

　女神官はもう、言葉も出ない。

　沈黙の合間を縫うように、また雪が吹雪ふぶききはじめ、ひょうと風が鳴く。

「……俺はゴブリン退治に十年をかけた」

　不意にぽつりと、ゴブリンスレイヤーがそんな事を呟いた。

　十年。

　思えば──と、女神官は目を瞬またたかせる。

　彼の身に昔何があったか、なんて。今まで聞いたことも、ほとんどなかった。

　ゴブリン退治に、この人は一体どれほどの時を費やしてきたのだろう？

「だからこそ奴やつら相手に優位に立てる。しかし……ゴブリンは進歩しないと、言い切れまい」

　その彼が、ぽつぽつと呟いて、会話の間を埋めるよう、意味もなく焚火をかき混ぜた。

　雪の冷たさで衰おとろえていた炎が、ぱっと鮮やかに燃え上がる。

「小鬼聖騎士ゴブリンパラディンが何を企たくらんでいたか、わかるか？」

「いえ……」

「金属精錬せいれんだ」

　ざぁ、と。雪を舞い上げるように、冷たい風が一陣吹き抜けた。

「……まさか」と、女神官が発した声は、彼女が思うよりも震えていた。

　きっと、寒いからだろう。冬で……雪も降っている。だからに、違いない。

「だが、そうとしか考えられん」

　ゴブリンスレイヤーは短く言って、焚火へと視線を落とした。

　炎の照り返しが、奇妙な陰影を兜かぶとに落とす。

「鉱人の砦とりで。採掘道具。それにあの娘の軽銀剣。鉱石を雷にて鍛きたえた。……ならば」

　そこから先は、言われずとも女神官には察しがついた。


　──…………赤の宝玉を、雷霆らいていでもって鍛えた、刃。



　ゴブリンは、自力で何かを創りだすといった発想をほとんど持たない。

　雷が必要ならば、雷を奪えば良い。

　間抜けな冒険者どもの、魔術師とやらから。

　魔術師を捕らえ、心をへし折り、そして死ぬまで術をかけさせれば……。

　金属を手にした小鬼の軍勢が生まれる。全身を鎧よろい兜で覆おおい、剣と盾を持った小鬼の軍勢が。

　強迫観念めいた妄想といわば、妄想だろう。あまりにも不確定な要素が多すぎる。

　はたしてどこからが小鬼の計画だというのか。

　令嬢剣士が狙ねらわれたところか。それとも鉱人の砦を占拠したことか……だが、しかし。

「この世界を動かしているのが宿命なのか、偶然なのか、神々とても、わからない……」

　思わず女神官の口から零こぼれた言葉こそが、この世の真理であった。

　天上の神々が振る骰子サイコロが、何を以もって左右されるのか、それは大いなる謎だ。

　──つまり、考えても仕方のないこと。

　小鬼の数を数えるぐらい、それは無意味な事で。

「奴ら相手にどこまでやれるか。……手を抜けるわけがない」

　だけれど。

　この男性ひとは。

　人生を費やして、それに挑もうとしている。

「……まったく、もう」

　女神官は、息を吐いた。冷えきって張り詰めた自分の頰を、ぴしゃりと叩たたく。

「いっつもゴブリンゴブリン、口を開けばそればっかりじゃないですか」

「む……」

「たまには気を抜かないと、身体も心も、参ってしまいますよ？」

　おどけたように、ふざけるように、ことさらわざとらしく。

　女神官は腰に手をあて、そっぽを向いて、拗すねた子供のように言った。

「どうせ皆と騒ぐより、ゴブリン退治の方が大事なんでしょう？」

「……いや」

「ほら、やっぱり。せめて新年くらい……」


　──……いや？



「えっ？」

　不意に、ありえないような言葉が耳に飛び込んで、女神官は彼の顔を覗き込んだ。

　もちろん、いつもの通りの鉄兜だ。表情だってわからない。


　だけれど、その奥で、赤い瞳ひとみと、目があった、ような──……。



「確かに、騒ぐのは苦手だが」と、彼は言った。「皆が騒いでいる分には、悪い気はしない」


　────……まったく。



　女神官は、大きく息を吐いた。白んだ煙が、天に昇っていく。

　──せっかく譲ってもらった、みたいですし。

「仕方のないひと。……戦士職一人より、後衛一人いた方が、確実ですよね」

「……寒いぞ」

「知ってます」

「そうか」

　ぶっきらぼうに言い返すと、ぶっきらぼうな返事がかえってくる。

　だけれど彼は、焚火に近い部分を譲るように腰をずらして動いてくれた。

　女神官は、ぺたりと薄い尻しりをその横に滑りこませる。

　纏まとっていたポンチョを広げて、二人ごと包まるように。

「さ、そうと決まれば、ご飯食べて、朝まで頑張りましょう？」

　間近──冒険の最中、もっと距離が迫ったこともあるのに、気恥ずかしくて。

　女神官は彼から目を逸そらし、鍋を火にかけ、かき混ぜて。

　ふんわり漂う甘い香りを、努めて意識するようにしながら。

「シチューだそうですから、温まりますよ」

「そうか。……ああ、そうだ。ひとつ、言い忘れていた」

「なんです？」

　ゴブリンスレイヤーは、微かに笑った。

「今年も、どうか宜よろしく頼む」
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あとがき




　ドーモ、蝸牛かぎゅうくもです。

　ゴブリンスレイヤー五巻、楽しんで頂けましたでしょうか？

　雪山にゴブリンが出たのでゴブリンを退治する話でしたが、楽しんで頂けたなら幸いです。




　今回も神奈月かんなつき昇のぼる先生には素晴らしい挿絵を描いて頂けました、ありがとうございます。

　ゴブリンが四巻では挿絵、五巻では口絵に進出。やはりゴブリン。増えますね。

　黒瀬くろせ浩介こうすけ先生、毎月毎月格好良いコミカライズをありがとうございます。

　この巻が出る頃ころには牧場での攻防戦に突入しているはずです。きっとすごいぞ……！

　また読者の皆様、ウェブから応援してくださる皆様、本当にありがとうございます。

　まとめサイト管理人様、いつもいつもありがとうございます。これからも頑張ります。

　ゲーム仲間のみんな、毎回ありがとう。でもあの出目はちょっとおかしいと思うんだ。

　創作関係の友人たち、これからもよろしくお願いします。みんなのお陰かげで書けてます。

　編集部の皆様、本作に関かかわって下さっている皆様、いつもお世話になっております。




　さて、ひとまずゴブリンスレイヤーさん達の冒険も一年を無事に終えることができました。

　これもひとえに皆様のおかげだと思います。

　自分もゴブリンスレイヤーという作品を一年書き続けて、色々なことがありました。

　各国で翻訳版を出して頂けたり、台湾たいわんに招待して頂けたり、ドラマＣＤ、コミカライズ、外伝。

　人生というのは本当に予想外の出来事に満ち満ちているものです。

　そろそろベッドの上で目が覚める気がしてなりません。あなたは一年も眠っていたのよ！




　先日、踊り子の冒険者が酒場で踊りまくったら普通にパーティ全員養やしなえるだけ稼かせげました。

　冒険などというのは割に合わないのだなあと思いますが、立身出世の為ためには是非ぜひも無し。

　まったく冒険とは死ぬ事と見つけたりなどと、昔の偉い人は良く言ったものです。

　ちなみに踊り子の稼ぎはご主人様に貢みつぎました。養いますよ！　ヒモになりましょう！

　パーティの共通貯金にされました。さすがですご主人様、なんて冷静で的確な判断なんだ。

　女神官さんもそろそろ「冒険とは何ぞや」という事を考えねばならないのかもしれません。

　六巻はそんな感じの、ゴブリンが出たのでゴブリンを退治する話になるかと思います。

　今後とも精一杯作品を書いていきますので、どうぞよろしくお願い致します。







著者

蝸牛くも（かぎゅう　くも）

　ＴＲＰＧと映画とウェブ創作漬けの日々を過ごしていたらかっ飛ばされました。

　最近あった一幕。

「皆、悪魔使いへ攻撃だ！　ハズレ」

「お、おう。なら反撃だ！　ハズレ」

　攻撃を当てたのはこちらが召喚した悪魔だけでした。俺たちデビルバスターバスターズ！　ヒーホー！




イラスト

神奈月昇（かんなつき　のぼる）

　兵庫在住のへたれイラストレーター。

　酒は強くないけど日本酒好き。

　最近眼に不具合が出てきて、作業能率が悪化。ついでにＰＣの方も色々不具合が。

　そろそろ身体もＰＣもオーバーホールしないとアカンね。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797391589.html

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）
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